
1 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

平成26年度については10件のパ
ブリックコメントを実施し、全
部で8件の意見がありました。
パブリックコメントの内容につ
いては、表現等に差別的なもの
がないかを確認し、訂正・指導
を行いました。

実施されたパブリックコ
メントの内容・表現等に
差別的なものがなかった
ため。

引き続き内容・表現等
に配慮し、訂正・指導
等を実施していく。

1102

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

１
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
、

意
識
の
改
革

１
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
行
政
施
策
の
推
進

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

第２次富士宮市男女共同参画プラン後期実施計画　推進事業の平成２７年度実施状況

[目標値]

利用者が安全に楽しめる公園管
理に努めます。

花
と
緑
と
水
の
課

【事　業】
まちづくり整備事業

い

市内唯一の総合公園である白尾
山公園に、児童が安心して遊べ
ることを考慮した大型複合遊具
を設置しました。また、障害者
や高齢者をはじめ、誰もが安全
に安心して利用できる公園整備
を進めていくため、都市公園バ
リアフリー調査を実施しまし
た。

子供連れの親御さんなど
が安心して子供たちを遊
ばせることができる大型
複合遊具を設置をした。
また、都市公園バリアフ
リー調査の実施により、
障害になる個所等の現状
把握ができたので、今後
の整備に役立つことから
Ｂ+としました。

都市公園バリアフリー
調査の結果をもとに、
誰もが安全に安心して
利用できるような公園
整備を順次進めていき
ます。

【施　策】
だれもが使いやすい公共
施設の整備

　高齢者や障害者、妊産婦や子ども連れ女性
などに安心して楽しめる公園の整備に努めま
す。

住
宅
営
繕
課

【事　業】
市営住宅の整備改善

う

[目標値]  既存住宅を安全で快
適な住まいとして中長期的活用
のため、修繕、改善、建替えな
どの手法を策定し、高齢者、妊
産婦等に配慮した住宅整備を行
います。平成23年度：市営住宅
長寿命化計画策定、24年度：住
宅の建替着手

・継続的な予算措置
・工事に係る近隣住民の理解

・市営万野住宅建替によ
る工事については、近隣
住民から騒音・振動等の
苦情があったが、丁寧に
説明し同意を得て、ほぼ
予定通り工事が完成し
た。
・市営月の輪住宅では、
屋根外壁改修工事によ
り、以前から懸念されて
いた雨漏りが解消され
た。
・市営富士見ヶ丘、小
泉、上小泉、下万野住宅
ではバリアーフリー化に
より、障がい者、高齢
者、妊産婦等、老若男女
にやさしい住戸に改善さ
れた。

1102

【施　策】
だれもが使いやすい公共
施設の整備

   高齢者や障害者、妊産婦や子ども連れ女
性などに配慮した市営住宅の整備に努めま
す。

1101

【施　策】
行政全般にわたる男女共
同参画の視点に立った施
策の推進

【事　業】
パブリックコメント制
度の啓発

・市営万野住宅Ａ棟建替えに伴
う解体工事・造成工事、調整
池、外周道路整備工事を行いま
した。また、公営住宅ストック
総合改善事業としては、市営富
士見ケ丘Ａ・Ｂ棟の段差、手す
り他バリアフリー工事、市営月
の輪住宅Ａ・Ｂ棟の屋根・外壁
改修工事を実施しました。

情
報
発
信
課

パブリックコメント実施の際
に、内容及び公開する資料に差
別的な表現がないか等を常に確
認する必要がある。

う

[目標値]
　計画の素案を担当において確
認します。

事業内容：市の計画や条例を策定する際、市
民の意見を取り入れるための制度。
配慮する点：計画等策定時には、その表現に
ついて男女共同参画の視点に配慮したものと
するよう各課に依頼します。

平成27年度については15件のパブ
リックコメントを実施し、全部で
28件の意見がありました。
パブリックコメントの内容につい
ては、表現等に差別的なものがな
いかを確認し、訂正・指導を行い
ました。

実施されたパブリックコメン
トの内容・表現等に差別的な
ものがなかったため。

・平成27年度には市営
月の輪住宅Ｃ、Ｄ、Ｅ
棟の住戸改善工事を予
定
・平成27年度には市営
万野住宅建替によるＡ
棟建設工事を予定
・今後も高齢者や障が
い者、妊産婦や子ども
連れ女性に配慮した市
営住宅の整備を推進す
る。

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

継続的な予算確保が必要になり
ます。また、整備した公園を
様々な方法により、老若男女問
わず、広く周知していくことが
必要になります。

・市営万野住宅建替えに伴うＡ棟
建設工事を行いました。また、公
営住宅ストック総合改善事業とし
ては、市営月の輪住宅Ｃ棟の手摺
り他バリアフリー工事、市営粟倉
住宅Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｊ棟給排水管改
修工事を実施しました。

・市営万野住宅建替による工
事については、ほぼ予定通り
工事が着工しました。
・市営粟倉住宅Ａ、Ｂ、Ｃ、
Ｊ棟給排水管改修工事によ
り、配管の高い耐久化が実施
されました。
・市営月の輪住宅Ｃ棟ではバ
リアフリー化により、障がい
者、高齢者、妊産婦等、老若
男女にやさしい住戸に改善さ
れました。
・予定していた市営月の輪住
宅Ｄ、Ｅ棟のバリアフリー工
事が実施できなかったため、
Ｂとしました。

白糸自然公園に、児童等が安心て
遊び、休憩できる休憩施設及び広
場を整備しました。また、障害者
や高齢者をはじめ、誰もが安全に
安心して利用できる公園整備を進
めていくため、白尾山公園・外神
東公園のバリアフリー化設計業務
を実施しました。

子供連れの方などが安心して
子供たちを遊ばせ、休憩する
ことができる休憩施設及び広
場を整備した。また、白尾山
公園・外神東公園のバリアフ
リー化設計業務の実施によ
り、整備の進行を図ることが
できたため。
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2 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ

H27 Ｂ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ

H27 Ｂ

センターでの掲示の工
夫のみならず、男女共
同参画センターの図
書・ビデオ貸出し事業
についてホームペー
ジ、広報などを利用し
てPRをしていく

[目標値]
 　図書・ビデオ貸し出し件数
毎年度200件以上
　

1201

昨年度より参加者の減少
がさらに進み、年間目標
を大きく下回るため。
(145/280=51.7%)

[目標値]
　セミナー参加者を2７年度ま
でに１,４００人
（年２８０人)

【施　策】
各種媒体を利用した啓発
の推進

　広報ふじのみやの男女共同参画センターだ
より、特集記事の掲載、ホームページの随時
更新などにより男女共同参画の情報を発信
し、啓発を推進します。

１
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
、

意
識
の
改
革

２
男
女
共
同
参
画
の
市
民
意
識
の
啓
発
の
促
進

1202

【施　策】
男女共同参画を啓発する
ための講座等の開催

　男女共同参画について、市民の理解や関心
を高めるためセミナーを開催します。

啓発を目的としたセミナーを５
回開催し、参加者は延べ１４５
人でした。

啓発を目的としたセミナーを５回
開催し、参加者は延べ１６９人で
した。

昨年度より参加者増となり若
干改善はされたが、年間目標
を依然下回るため。
(169/280=60.3%)

広報誌、ホームペー
ジ、ローカルメディア
への呼びかけ等により
広く参加を呼びかける
と共に、セミナーの講
演内容についても工夫
をしてゆきたい（出前
講座等）

社
会
教
育
課

【事　業】
男女共同参画セミナー

 あ

社
会
教
育
課

【事　業】
男女共同参画センター
の図書・ビデオの貸出

 あ

1201

【施　策】
各種媒体を利用した啓発
の推進

　誰もが男女共同参画について学ぶことが出
来るよう、図書・ビデオの貸し出しをしま
す。

124/200=62% 26年度の貸出件数106件
新刊図書や資料を見やすい位置
に配置し、利用促進を図りまし
た。しかし、貸出件数は24年度
実績（153件）よりも47件少な
く、目標値（200件）を達成する
ことがでませんでした。

106/200=53%27年度の貸出件数124件
新刊図書や資料を見やすい位置に
配置し、利用促進を図りました。
前年貸出件数を18件上回りました
が、依然目標値（200件）を達成
することはでませんでした。

広報ふじのみや「男女共同参画
センターだより」を毎月掲載す
るも、
ホームぺージはCMS切替の際移行
ができす長期更新されない状態
でした。
講座は広報ふじのみやを見て参
加する受講者も多数います。
また、子育て情報誌を発行する
団体の携帯メール発信へも情報
提供し広報へつとめました。

ホームページが長期更新
されないことにより、広
報周知が十分行われず、
講座受講者数も減少傾向
が見られたため、B-とし
ました。

広報ふじのみやによる
周知啓発を継続しつ
つ、ホームページの随
時更新により、最新の
情報を発信してゆく。
また、携帯メール団体
との連携、地方ローカ
ル誌への募集、取材依
頼のほか、講座の参加
について保育所等へ出
向き呼びかけを行う。【事　業】

広報ふじのみや、ホー
ムページ、パンフレッ
トによる男女共同参画
情報の発信

い

社
会
教
育
課

[目標値]
　講座・セミナー等の参加者
が、広報ふじのみや、ホーム
ページから情報を得た割合

広報ふじのみやによる周知は有
効であるが、ホームページも合
わせた周知により、より広い呼
びかけを行い、随時更新を行い
最新の情報を掲載する必要があ
る。また、広報誌、ホームペー
ジの掲載により連絡を待つので
はなく、外部へ向けてより積極
的に呼びかけを行う必要がある
と思われる。

男女共同参画センターの図書・
ビデオ貸出し事業について知っ
ている市民が少ない。

広報（ホームページ等）による
周知が十分でなかった。

広報ふじのみや「男女共同参画セ
ンターだより」を毎月掲載するこ
とに併せ、男女共同参画センター
のホームぺージの移行が完了しま
した。
講座の募集を広報ふじのみやに併
せホームページにも掲載し、随時
更新を行いましたが、ホームペー
ジからの申し込みは低い割合でし
た。
子育て情報誌を発行する団体の携
帯メール発信についても情報提供
を継続し広報へつとめました。

ホームページの更新を開始し
たが効果が得られず、講座受
講者数も依然減少傾向であっ
たため、B-としました。
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3 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

情報発信課と連携しま
す。

１
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
、

意
識
の
改
革

２
男
女
共
同
参
画
の
市
民
意
識
の
啓
発
の
促
進

平成１７年３月に策定した「性
別役割分担を助長する表現につ
いてのガイドライン」を情報発
信課が共通キャビネットに格納
し、各課で閲覧できます。
　広報ふじのみや等を編集する
際には、男女共同参画の視点に
立った表現となるように努めま
した。また、ホームページによ
り情報発信する際も同様としま
した。

大きな改訂等はないが、
一定の成果はあると思わ
れる。

社
会
教
育
課

掲載の依頼あった広報紙
の原稿の内容・表現等に
差別的なものがなかった
ため。

引き続き刊行物等にお
ける内容・表現等につ
いて配慮し、職員に対
し指導・依頼を実施し
ていく。

【事　業】
刊行物における表現等
のガイドラインの周
知・点検

う

[目標値]
　情報発信課と連携します。

大きな改訂等はないが、一定
の成果はあると思われる。

1203

【施　策】
行政の刊行物における男
女共同参画の視点の導入

　市の広報誌、ホームページなど、市から発
信する情報について、男女共同参画の視点に
配慮した表現を用いるよう、各課に依頼しま
す。

1203

各課より掲載の依頼がある広報
紙の原稿や、報道提供する投込
原稿などの内容・表現について
性的差別表現がないか確認し、
問題がある場合には、訂正・指
導を実施している。

【施　策】
行政の刊行物における男
女共同参画の視点の導入

事業内容：刊行物における表現等のガイドラ
インを各課に周知する。
配慮する点：刊行物などの作成時には、その
表現について男女共同参画の視点に配慮した
ものとするよう各課に依頼します。

平成１７年３月に策定した「性別
役割分担を助長する表現について
のガイドライン」を情報発信課が
共通キャビネットに格納し、各課
で閲覧できる状態となっていま
す。
　広報ふじのみや、ホームページ
等を編集する際には、男女共同参
画の視点に立った表現となるよう
に努めました。

情
報
発
信
課

【事　業】
刊行物における表現等
のガイドラインの周
知・点検

う

[目標値]
　刊行物などを担当において確
認します。

各課より掲載の依頼がある広報紙
の原稿や、報道提供する投込原稿
などの内容・表現について性的差
別表現がないか確認し、問題があ
る場合には、訂正・指導を実施し
ている。

掲載の依頼あった広報紙の原
稿の内容・表現等に差別的な
ものがなかったため。

なし

今後、内容の見直し等行い、部
分的な改訂が必要か検討の必要
がある。
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4 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ-

H27 Ｂ

H23 －

H24 －

H25 －

H26 B+

H27

H23 Ｂ

H24 Ｂ+

H25 Ｃ

H26 Ｂ

H27

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 B+

H27 Ｂ+

１
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
、

意
識
の
改
革

1303

【施　策】
マス・メディアへの情報
提供の強化

　男女共同参画に関する情報を新聞やラジオ
などのメディアを通じて、広く市民に提供す
るよう努めます。

なし

社
会
教
育
課

【事　業】
新聞、ラジオ等（ラジ
オ-f）による男女共同
参画に関する情報の発
信

う

[目標値]
　ラジオ・新聞等のメディアに
取りあげられたときの手ごたえ

新聞・ラジオ等のローカル・メ
ディアにセンター主催講座の公
募記事掲載（放送）依頼を行い
ました。また、ラジオ-fに依頼
した「男女共同参画フォーラ
ム」開催のお知らせ、「地域文
化をほりおこす市民のつどい」
についてのインタビューは、周
知上効果がありました。

新聞・ラジオで報道され
た後は、問い合わせが多
かったため。

【施　策】
男女共同参画に関する調
査の実施

　男女共同参画に関する市民意識の実態を把
握するため、市民意識調査を実施し、今後の
施策に反映させるよう努めます。

[目標値]
　新採職員研修等での意識の把
握に努めます。

【事　業】
男女共同参画に関する
市民意識調査
　　　　　　(随時）  え

[目標値]
　平成２７年度までに１回実施
し、回答率を増やして調査の精
度を高めます。

1302

【施　策】
男女共同参画に関する調
査の実施

　男女共同参画に関する市職員意識の実態を
把握するため、市職員の意識調査を実施し、
今後の施策に反映させるよう努めます。

職員の意識の現状・実態
（生の声）を把握するた
めの項目が盛り込まれて
いなかったから。
男女共同参画推進の必要
性、取り組むべき施策に
ついてのどのように考え
るか、については把握で
きたのでＢ評価としまし
た。

現状では、意識調査をすること
が目的となってしまっている。
意識調査実施についての明確な
計画が必要。

調査の実施について人
事課に協議し検討して
いく。

1302

【事　業】
男女共同参画に関する
情報コーナーの充実

う

[目標値]  他市の男女共同参画
に関する資料や、講座のお知ら
せなどを見やすい位置に置き、
自由に持ち帰りできるよう環境
を整えます。

国、県等公共機関が発行する情報
誌、チラシを配架し、情報コー
ナーの充実に努めました。また、
旧年の内容、期限経過のチラシ等
は速やかに撤去し、見やすい配置
に勤めました。

情報誌、チラシを整理して配
架したことにより、情報コー
ナーが見やすくなり、最新の
情報を提供する環境に改善さ
れたため。

実施せず

社
会
教
育
課

【事　業】
男女共同参画に関する
市職員意識調査
　　　　　　（随時）  え

社
会
教
育
課

社
会
教
育
課

・定期的に調査を実
施。
・定期的に実施されて
いる他の市民アンケー
トの活用
・一定以上の回答者数
を確保できるよう調査
の対象者数を増やすこ
とを検討する。

1301

【施　策】
男女共同参画に関する情
報の収集と提供

　男女共同参画に関する情報を広く市民に提
供できるよう、国や県その他の機関等が発行
している統計資料や、刊行物、各種講座など
の情報提供に努め、男女共同参画センターの
情報コーナーを充実します。

３
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
調
査
及
び
情
報
収
集
と
提
供

国、県等公共機関が発行する情
報誌やチラシを見やすい配置に
設置し、情報コーナーの充実に
努めました。

平成26年7月、20歳以上の市民
（1,350人）を対象に男女共同参
画に関する市民意識調査を実施
しました。回収率38.8％

平成26年6月、市立中学校の協力
のもと、生徒（1,091人）を対象
に男女共同参画に関する市民意
識調査を実施しました。回収率
97.6％

男女共同参画推進会議・ワーキ
ンググループ合同会議の研修時
にアンケートを実施しました。

情報誌等をより来所者
の目に止まりやすい配
置とする。
情報誌、チラシを随時
確認し、過年の内容の
ものについては撤去し
最新の情報を提供でき
るよう努める。

市民対象の意識調査の回
収率
Ｈ21：48.3％　　Ｈ26：
38.8％
38.8/48.3＝80.33％

市民（20歳以上）対象の男女共
同参画に関する市民意識調査に
ついて、回収率が低い。

旧年の情報誌、チラシ等
の回収がされないまま設
置してあるものがあり、
コーナーの見やすさや、
チラシ等を自由に持ち帰
る環境が整わなかったた
め。

情報誌、チラシの更新を随時行
い、最新の情報を提供する必要
がある。また、より来所者の目
に止まる設置方法を工夫する必
要がある。

引き続き、各ローカル
メディアへの情報提供
と、ラジオ-ｆへ情報発
信を依頼していきま
す。

市民意識調査は平成26年度に
実施、平成27年度は実施な
し。

実施せず 職員意識調査は平成26年度に
実施、平成27年度は実施な
し。

新聞等のローカル・メディアにセ
ンター主催講座の公募記事掲載依
頼を行いました。また、ラジオ-f
に依頼した「男女共同参画フォー
ラム」開催についてのインタ
ビューは、周知上効果がありまし
た。

新聞により各種講座、フォー
ラム講演会の申し込みを行っ
た参加者が多数確認できた。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 B+

H27 B+

H23  Ｂ-

H24  Ｂ-

H25 Ｂ+

H26 B+

H27 B+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

学
校
教
育
課

【事　業】
男女平等教育の理解を
深めるための教職員研
修

う

[目標値]  初任者研修、５年経
験者研修、１０年経験者研修
を、計画的に実施する中で、男
女平等教育に関する研修会を実
施する。

授業づくりにおいては、一人一
人を大事にした教育を推進する
ことを、教職の基礎期である初
任者、２・３年目教員などを対
象とした研修会では、研修内容
に織り込んで行った。男女平等
というより、人権感覚を大切に
するように努めている。

既存の研修会の中に、
男女平等教育の内容を
盛り込んでいくように
工夫していく。

2101

【施　策】
教職員等における男女共
同参画の推進

　
　教職員が、男女平等の視点に立った教育を
推進できるよう、男女平等教育に関する研修
会を実施します。

2101

【施　策】
教職員等における男女共
同参画の推進

　教職員自身の男女共同参画意識を高め、家
庭や職場で男女共同参画を推進できるよう、
研修を実施します。

研修内容の充実を図った
こと、学校訪問における
授業参観から教職員が一
人一人を大事にした授業
に努めていることから。

教師の多忙化解消に向けて、研
修の精選が図られる中、男女平
等教育にテーマを絞った研修は
難しい。

学
校
教
育
課

【事　業】
男女共同参画に関する
教職員研修

う

[目標値]
　男女共同参画週間や男女共同
参画の日に合わせた研修を実施
します。

　校内研修の中の不祥事根絶の
項目に、セクシャルハラスメン
ト行為の禁止などを設け、事例
を挙げながらの研修を実施して
いる。このことにより、教職員
の意識改革につながっている。
　また、人権教育を進めていく
上で、普遍的な視点から差別意
識を崩すために、人権意識を高
めている。

　各校の不祥事根絶研修におい
て、セクシャルハラスメント行為
の禁止等、男女共同参画推進のた
めの項目を設け、計画的に実施し
ました。
　また、各研修会、学校訪問等で
機会をつくり、管理職をはじめ、
教職員のセクシャルハラスメント
防止の徹底について、教育委員会
から指導しました。
　教職員の男女共同参画推進への
意識を高めることができました。

学
校
教
育
課

【事　業】
校長・教頭の管理職や
各主任等への女性の登
用

 あ

[目標値]
　校長・教頭の管理職や各主任
等への女性の割合を高めます。

2101

【施　策】
教職員等における男女共
同参画の推進

　校長・教頭の管理職や各主任等への女性の
登用を進めます。

　今年度末の人事異動では、女
性校長、女性主幹教諭が増え
た。また、研修主任や小学校の
学年主任の女性数は増加してい
る。

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

１
学
校
に
お
け
る
人
権
の
尊
重
、

男
女
平
等
を
推
進
す
る
教
育
の
充
実

　平成26年度末の人事異
動で、女性の校長、主幹
教諭、小学校学年主任等
が増えたため。

　その年度の事情もあるため、
必ず毎年、女性の管理職を増や
していけるかはわからない。

　女性の管理職登用、
主任等への配置を増や
していく。

　研修を通して、教職員
の男女共同参画意識が高
まっているため。

　男女共同参画をテーマにした
研修の機会を多くとりたいが、
時間がとりずらいのが現状であ
る。

　課題を改善するため
に、職員会議や学年部
会などの時間にも、男
女共同参画をテーマと
した話し合いを入れて
いく。

　今年度の人事異動では、女性の
管理職が増えました。また、各校
研修主任、市内全体研修会指導員
等として、女性教諭が多く活躍し
ました。

　平成27年度末の人事異動に
より、女性の管理職が増えた
ため。

　研修を通して、教職員の男
女共同参画への意識が高まっ
ているため。

　初任者研修、２・３年目教員研
修等、教職の基礎期である若手教
員を対象とした研修会において、
男女平等に、子ども一人一人を大
切にした教育を推進する内容を取
り入れました。人権感覚を大事に
した学級づくり、授業づくりにつ
いて、意識を高めることができま
した。

　若手教員を対象とした研修
に男女平等の視点を大切にし
た内容を取り入れたため。ま
た、子ども一人一人を大切に
して授業に取り組む若手教員
の姿が見られたため。

5
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 B

H24 Ｃ

H25 Ｃ

H26 A

H27 B+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

学
校
教
育
課

【事　業】
道徳、特別活動におけ
る人権教育

う

[目標値]  林間学校等、各種行
事の中で男女が協力する場面を
意図的に設定し互いを尊重しよ
うとする心情を育てる。道徳や
特別活動では異性についての正
しい理解を深め各学年の発達段
階に応じた授業を実施します。

　学校で行っている道
徳教育が、家庭や地域
と連携して、さらに充
実するようにしていき
ます。

　林間学校、運動会等、各種行事
の中で、男女が協力して活動する
内容を組み入れました。相談し、
力を合わせて活動することによ
り、性別に関わらず、相手を大切
に、協力して活動しようとする姿
が見られました。
　また、道徳教育では、昨年度に
引き続き、他の人との関わりに関
することについて、誰に対しても
思いやりの心を持つこと、互いに
尊重し信頼し合うこと等を視点と
した資料を基に授業を行いまし
た。さらに、学校教育全体で道徳
教育を行うよう努めたことによ
り、児童・生徒が、互いを尊重し
たり、協力したりしようとする意
識を高めました。

2102

【施　策】
男女共同参画の視点に
立った教育内容の充実

　個人の尊重や、男女の平等など、人間とし
ての権利に基づく男女共同参画への理解を深
めるため、道徳や特別活動を中心に人権教育
を実施します。

2102

　道徳では、他の人とのかかわ
りに関することについて、誰に
対しても思いやりの心をもつこ
と、互いに尊重し、信頼しあう
こと、等を視点とした資料をも
とに、授業を行いました。ま
た、授業で行ったことが、子ど
もたちの実生活で生かされるよ
う、学校教育全体で道徳教育を
行うように、努めました。性別
にかかわらず、互いを尊重した
り、協力したりする姿が見られ
ています。

　道徳の全体計画の中
に、男女共同参画の視点
を意識して位置づけ、学
校において、実施したた
め。(思いやり・親切・
協力・信頼等）

　人権教育は、すべての教育活
動の根本にあるものであるが、
日々、継続してあらゆる場で行
うことで成果が上がると思われ
ます。道徳や特別活動で行った
ことが、子どもたちの生活の中
でも生かされるように、すべて
の教育活動において意識し、指
導していく必要があると考えま
す。

学校における性教育に関する指
導は、学校の教育活動全体を通
じて適切に行うことが大切であ
る。

学
校
教
育
課

【事　業】
保健体育、学級活動に
おける性教育

う

[目標値]  身近な学級の男女間
の問題を議題として、学級話合
い活動で取り組むことで、異性
を理解し尊重する心を育てた
り、保健体育の時間などで、発
達段階に応じた性教育を行う。

　保健体育の授業では、養護教諭
との連携を図りながら、心身の発
達段階に応じた性教育を実施しま
した。子どもが、男女の身体の成
長のちがいについて理解を深める
ことで、互いを尊重しようとする
気持ちを育てることにつながりま
した。
　また、特別活動では、子どもの
発達段階を踏まえた身近な題材を
設定して話し合うことを通して、
異性を理解し、尊重しようとする
心を育みました。

男女共同参画の視点を意
識して、各学校において
授業を行うことができた
ため。

[目標値]
　公立１３園

【施　策】
男女共同参画の視点に
立った教育内容の充実

　男女平等観に基づく異性観を育成し、判断
力をもって行動できるよう、心身の発達段階
に応じた性教育を推進します。

児童虐待を防ぐために保育士と
して知っておきたいことをテー
マに講師を招き、公立保育園の
園長や主任など計２２名が参加
した研修会を開催した。

保健体育では、身体的な成熟に
伴う性的な発達に対応し、性衝
動が生じたり、異性への関心な
どが高まったりすることなどか
ら、異性への尊重、性情報への
対処など性に関する適切な態度
や行動の選択が必要となること
を授業を通して理解することが
できた。特別活動では、思春期
の心と体の発育・発達に関する
こと、友達と恋愛と結婚などに
ついて等子どもの発達段階を踏
まえた題材を設定し、資料をも
とに話し合いや討論を行った。

なし 保育士が男女共同参画
の意識を高められるよ
うに、自課開催の研修
にこだわらず、テーマ
を選び参加できるよう
にシフトしていきま
す。

2101

【施　策】
教職員等における男女共
同参画の推進

　保育士へ男女共同参画についての視点に
立った研修を実施します。

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
男女共同参画の視点に
たった保育士研修

う

平成２５年度は実施を見
送りましたが、平成２６
年度は実施したため。

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

１
学
校
に
お
け
る
人
権
の
尊
重
、

男
女
平
等
を
推
進
す
る
教
育
の
充
実

性に関することは個人
差があるため、指導を
するタイミングも子ど
もによって違ってく
る。子どもの心に落ち
るまで、継続的・計画
的に指導していく。

保育士へ男女共同参画についての
視点に立った研修を実施し、１３
園の公立保育園の園長のほか、希
望する保育士、私立保育園の保育
士が参加しました。

保育士の男女共同参画の意識
を高めることができた。

　男女共同参画の視点を意識
した授業に取り組むことがで
きたため。

　各種行事や道徳、特別活動
の授業に、男女共同参画の視
点を取り入れて実施したた
め。

6



7 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

H23 Ｂ-

H24 Ｂ-

H25 Ｂ

H26 Ｂ+

H27 B+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

学
校
教
育
課

【事　業】
個性や能力を生かした
進路指導

う

[目標値]  中学校１年から各学
年ごとに計画な進路指導を行
う。職業調べ、高校調べ等を通
じて情報を入手し、自分の適性
を照らし合わせて考えていくよ
う指導します。

　進路指導については、昨年度
から継続し、自らの生き方を考
え主体的に進路を選択すること
ができるように計画的、組織的
に推進してきました。
　特に中学校では、各学年ごと
に計画的な進路指導を行い、職
業調べ、高校調べ等を通じて性
別にかかわらず、個性や能力に
よって幅広い雇用の機会がある
ことを学習しました。

　進路学習を通して、自分の
適性に合った進路を選択しよ
うとする意識が高まってきた
ため。

2103

【施　策】
男女共同参画の視点に
立った進路指導の実施

性別によって進路の方向性が狭められること
のないよう、個性や能力を尊重した進路指導
を実施します。

・男女の固定的な役割分担等にとらわれない
進路選択への配慮

2102

【施　策】
男女共同参画の視点に
立った教育内容の充実

　男女共同参画の視点に立った副読本や手引
き等の教材を活用した授業を推進できるよ
う、授業研究を進めます。

　男女共同参画の視点を意識
することにより、道徳の授業
が充実し、日常の姿として、
男女に関わらず互いを尊重す
る姿が見られたため。

　進路指導では、自らの生き方を
考え、主体的に進路を選択するこ
とができるように、計画的、組織
的に推進してきました。
　中学生は、職業調べ、高校調べ
等を通して、様々な情報を得るこ
とにより、性別に関わらず幅広い
雇用の機会があることを学習しま
した。

学
校
教
育
課

【事　業】
男女共同参画を考える
副読本や手引き等の教
材を活用した授業研究

う

[目標値]
 　道徳や保健体育で男女共同
参画を考える副読本や教材を活
用した授業を研究します。

　「友情」「思いやり」「協
力」などの価値に迫る道徳の授
業を行う時に、男女共同参画の
視点を意識し、性別にかかわら
ず、一人一人を尊重する態度を
育てられるように努めました。

　道徳では、「友情」「思いや
り」「協力」等の価値に迫る道徳
の授業を行う際に、男女共同参画
の視点を意識し、性別に関わら
ず、一人一人を認め、尊重する態
度を育てるよう努めました。

【事　業】
職場訪問や職業の体験
学習

う

[目標値]  男女雇用機会均等の
考えを基本とする中で、生徒
個々が自分の良さに気付いた
り、将来の生き方に夢を抱ける
よう有意義な活動時間としま
す。

　引き続き、進路指導
の中で男女共同参画の
視点に立った職業観
や、社会のあり方を学
習していきます。今後
は、家庭との連携を
図っていきたいと考え
ます。

2102

【施　策】
男女共同参画の視点に
立った教育内容の充実

　職場訪問や職業の体験学習を通じて、男女
共同参画の視点に立った職業観や、社会のあ
り方を学習する機会を充実させます。

学
校
教
育
課

　進路指導は、昨年から継続
し、自らの生き方を考え主体的
に進路を選択することができる
ように計画的、組織的に取り組
みました。自己を理解し、社会
の一員としての役割を果たすと
ともに、自立して生きていくた
めに必要な能力や態度を育てる
キャリア教育を各学校で充実さ
せました。
　小学校では様々な職業を知っ
たり、働くことの意義を学びま
した。
　中学校では職場体験により、
実際に大人と同じ仕事を体験す
ることで勤労観・職業観を身に
付けました。
　このような取組の中で、男女
共同参画の視点に立った職業観
や、社会のあり方を学習するこ
とができました。

 職場訪問や職業の体験
学習を通じて、男女共同
参画の視点に立った職業
観や、社会のあり方を学
習する機会を作ることが
できた。

　地域の人材の活用については
定着しつつあるが、保護者との
連携の必要性を感じる。家庭の
協力を得られる工夫をしていく
たい。

　小学校では、「卒業生１日先生
の日」等を通して、様々な職業が
あることや、働くことの意義につ
いて学びました。
　中学校では、職場体験により、
勤労観・職業観を身に付けまし
た。
　発達段階に応じた取組を通し
て、児童生徒が、男女共同参画の
視点に立った職業観を身に付ける
とともに、自分の将来の生き方に
夢を抱く機会となりました。

　男女共同参画の視点に立っ
た職業観や、社会の在り方を
学習する機会をつくることが
できたため。

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

１
学
校
に
お
け
る
人
権
の
尊
重
、

男
女
平
等
を
推
進
す
る
教
育
の
充
実

　男女共同参画の視点を
意識することで、日ごろ
行っている道徳の授業が
充実し、子どもの姿とし
て男女ともに尊重しあう
姿が見られました

なし 　男女共同参画の視点
にたった授業が展開さ
れるよう、道徳で扱う
資料を十分吟味し、活
用していくようにしま
す。

将来の自分の姿を見据え
た進路学習をし、主体的
に進路を選択する態度が
得られつつある。
また、個性や能力によっ
て雇用の機会があること
を学習できた。

　職業調べをしていく中で、ま
だまだ男性が多い仕事に就いて
いる女性、女性が多い仕事に就
いている男性の数が少ないとい
う事実があるということ。

　引き続き、自らの生
き方を考え主体的に進
路を選択することがで
きるように計画的、組
織的に推進していきま
す。
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8 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ-

H26 Ｂ+

H27 B+

い

[目標値]  授業参観だけでな
く、運動会や学習発表会等の学
校行事を土・日に催し、男性も
積極的に参加できる機会を設け
る。富士宮の教育の日「参加型
一斉参観を土曜日に実施しま
す。

学
校
教
育
課

　昨年度に引き続き、富士宮の
教育の日として、小学校は11月
15日（土）、22日（土）、中学
校は１月17日（土）に市内一斉
「参加型授業参観会」を実施し
ました。土曜日に実施したた
め、平日に行う授業参観よりも
父親が多く参加できることにつ
ながりました。
　各校では、授業参観をはじ
め、学校行事を土曜日曜に開催
し、男性が積極的に参画できる
ように取り組んでいます。

い

[目標値]
 　養護教諭、スクールカウン
セラーによる相談活動が充実し
ていたかどうかを前年度と比較
します。

2105

【施　策】
学校行事における男女共
同参画の推進

　授業参観をはじめとする学校行事へ、男性
も積極的に参画できるように開催日等の設定
に配慮します。

　・男性（父親）が参加しやすいように配慮

【事　業】
父親参加を考慮した学
校行事、授業参観日の
設定

2104

【施　策】
男女共同参画の視点に
立った保健相談の充実

　子どもの性に関する悩みや不安に対応する
ため、養護教諭、スクールカウンセラーによ
る相談体制を充実させます。

学
校
教
育
課

【事　業】
養護教諭、スクールカ
ウンセラーによる相談

教育相談やカウンセリン
グ、保護者への啓発等計
画的に行うことができ、
期待通りの成果があった
ので。

・相談やアドバイス等子どもの
話をじっくり聞くための専用の
部屋（空き教室）が少ない。
・子どもたちの自己肯定感が低
い。
・性に関する知識に個人差があ
る。

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

１
学
校
に
お
け
る
人
権
の
尊
重
、

男
女
平
等
を
推
進
す
る
教
育
の
充
実

各学校では、「不登校・いじめ
問題等対策委員会」などを組織
し、教師による教育相談や日々
のカウンセラーとのカウンセリ
ングを実施した。また、開かれ
た保健室経営を実践し、養護教
諭への相談も行った。そのおか
げで、子どもたちは、不安や悩
みを解消することができた。ま
た、性に関する保護者向けのお
便り（そらいろ通信）を年２回
発行し、命の教育について保護
者への啓発を行った。

今後も関係機関との連
携をとりながら、保健
体育、道徳、理科等を
中心に、学校教育全体
を通しての生徒の発達
段階に応じた性教育の
あり方の研修を進めて
いく。

運動会や学習発表会では
両親そろって参観した。
また、「参加型授業参観
会」は昨年度の父親の参
加率が１%アップした。

　土曜日を授業日にすることで
月曜日を休みにしなければなら
ないため、保護者が出勤してし
まい、子どもだけが家庭で過ご
すこととなってしまう。

　今後も、男性が参加
しやすいよう、学校行
事を土曜日曜に実施し
ていきたいと考えま
す。

　昨年度に続き、各学校におい
て、教師による教育相談や、ス
クールカウンセラーとのカウンセ
リングを実施しました。開かれた
保健室経営を通して、養護教諭と
の相談体制を整え、子どもが不安
や悩みを相談することができまし
た。
　また、性に関する保護者向け便
り「そらいろ通信」では、保護者
への啓発を行い、命の教育につい
て理解を深める機会としました。

　養護教諭、スクールカウン
セラー等による相談体制がよ
り整い、子どもの心の安定に
つながったため。また、保護
者への啓発等も、継続的、計
画的に実施したため。

　富士宮の教育の日として、小学
校は11月、中学校は１月土曜日
に、市内一斉「参加型授業参観」
を実施しました。平日よりも、男
性の参加率が高くなりました。
　また、各校において、学校行
事、授業参観等を土曜日・日曜日
に開催し、男性が参画できる機会
を増やすよう意識して取り組みま
した。

　各校において、授業参観、
行事等を土・日に実施する機
会を設けたことにより、男性
の参加が多くなっているた
め。
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9 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 B+

H27 Ｂ＋

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ｂ＋

H27 Ａ

2201

【施　策】
あらゆる学習機会におけ
る男女共同参画の視点の
導入

　家庭教育の基本を学ぶ家庭教育学級におい
て、男女共同参画を学ぶための学習を盛り込
みます。子育て学習を通して夫婦で協力して
子育てをする大切さを考える講座を開設しま
す。

社
会
教
育
課

【事　業】
男女共同参画の内容を
盛り込んだ家庭教育学
級

 あ

[目標値]
　全体の講座で関連講座を４講
座開設します。
　開設講座　講話１回　座談会
１回　親子２回

　リーダーを対象とした講座実
施回数は年５回（台風による中
止１回）、講話が３回、グルー
プワーク１回、施設見学が１回
となっている。
　家庭教育学級の構成は女性が
殆どであり、男性は数人に過ぎ
ない。
　講座で得たことを家庭に持ち
帰り、父母が協力して実践する
姿が見られた。

社
会
教
育
課

【事　業】
男女共同参画の内容を
盛り込んだ勤労青少年
ホーム事業

う

[目標値]
　男性も気軽に参加できる講座
を開設

２６年度開講講座
開設講座
２０講座、受講者数２４４名
勤労青少年ホームの総利用者数
は、３，６４２名である。男女
比を見ると、、男性６１９名
女性３，０２３名で女性の割合
が多い。女性向け講座の割合が
高いことも影響しているが、男
性も２３％ほどの利用率があ
る。

講座内容から鑑み、男性
の利用率・講座参加率が
低く推移してしまうと思
われるため。

2201

【施　策】
あらゆる学習機会におけ
る男女共同参画の視点の
導入

　次世代を担う若年層が、学習活動によって
知識を身につけ、男女ともに個性と能力を発
揮できる男女共同参画社会の実現に向け、各
公民館等の青年対象講座で行う学習事業に男
女共同参画の内容を盛り込みます。

【事　業】
男女共同参画の内容を
盛り込んだ公民館学習
事業

い

[目標値]
　公民館で実施する学習事業に
男女共同参画の内容を盛り込み
ます。

2201

【施　策】
あらゆる学習機会におけ
る男女共同参画の視点の
導入

　あらゆる学習機会において男女共同参画を
啓発するため、公民館で実施する学習事業に
男女共同参画の内容を盛り込みます。

社
会
教
育
課

　各講座の参加率は昨年
度より向上し、また参加
者からは好評を得ていま
す。

・富丘公民館　菊づくり講座
（全８回）等
・南部公民館　デキる男のアレ
ンジ弁当（全１回）等
・富士根北公民館　親子一緒に
馬と仲良し（全１回）等
・富士根南公民館　男の料理教
室（全１回）等
・西公民館　　男の料理（全３
回）等
・芝川公民館　男の料理教室
（全１回）等
・柚野公民館　フライパンひと
つで男の料理（全２回）等
　　上記のほか、あらゆる講座
に男女共同参画の内容を盛り込
みました。
　男性には家庭に参加するきっ
かけとしての料理教室を開催し
ました。

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

２
家
庭
、

職
場
、

社
会
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
の
推
進

　なし 　料理教室だけでな
く、公民館講座ならで
はの幅の広い講座を構
築し、一層の男女共同
参画を進めていきたい
と考えます。

男性向けの講座、多忙な社会人
でも気軽に参加ができる短期講
座等、形式や内容に配慮した取
組みが必要と思われる。

講座内容、形式等を重
視し、男女がともに集
い、参加することので
きる講座となるよう、
精査・検討を行う。

　講座数、参加人数の減
少が主たる要因である。
　今後を見据えて、講座
内容の見直しが求められ
る。

　講座の参加定員が限られ、全
員が参加するということが困難
である。
　仕事を持っている方が多く、
講座の期日、開催時間の関係
で、休暇をとって参加してい
る。
　男性の直接参加は殆ど無いの
で、間接的に内容を伝えていく
ように、投げかけていく必要が
ある。

　参加して良かったと
いえる様に内容を一層
充実させていく。
　家庭の中で、偏るこ
と無く、男女協力して
取り組むよう意識付け
していく。
　講座に参加すること
で、自分が成長すると
ともに、実践に取り組
む中で男女区別なく大
勢の方を引き込んでい
くようにする。

・芝川公民館　パパといっしょ
(全二回)　父と子のコミュニケー
ションの充実を図り、また読み聞
かせの仕方を学ぶことで子育てへ
の参加を促す講座を開催しまし
た。

また、男性への家庭参画を推進す
るよう、以下のとおり男性の料理
講座を開催しました。
・南部公民館　基礎から学べる男
の一品料理(全1回)
・富士根南公民館　男の料理教室
(全1回)　男のパン教室(全1回)
・西公民館　男の料理(全2回)
・柚野公民館　フライパンひとつ
で男の料理(全2回)
・上野・北山地域学習センター
男がつくる料理教室(全2回)

・芝川公民館　パパといっ
しょ(全二回)は参加した父親
だけでなく、母親や祖父母な
どからも好評を博した。ま
た、男性の料理講座の開催数
が1回増え、参加率も前年度と
同程度であった。

勤労青少年ホームの閉鎖により公
民館・地域学習センターで代替の
事業を開催しました。
27年度開設講座
前期　8講座
後期　10講座
短期　5講座
延参加者数　1,562名
参加内訳　男性469名 女性1,093
名

単一施設で開催していた講座
を複数施設に分散し、また利
用者会を廃止したため、総参
加者数は大幅減となった。し
かし男性参加率は向上してい
るため。

　リーダーを対象とした講座実施
回数は年６回）、講話が３回、グ
ループワーク１回、施設見学が２
回となっている。
　家庭教育学級の構成は女性が殆
どであり、男性は数人に過ぎな
い。
　講座で得たことを家庭や学級の
中でも活かしていこうという意見
が多く聞かれた。

　参加人数の減少は見られる
が講座はしっかりと確保され
た。
　開催時期の見直しをすると
ともに、講座内容の更なる検
討が求められる。

9



10 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ａ

[目標値]
　各小中学校等への出前講座の
実施

H26 Ｂ-

H27 Ｃ

H23 Ｃ

H24 Ｂ-

H25 Ｂ-

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

文
化
課

【事　業】
女性の社会教育指導員
の登用

 あ

[目標値]
　社会教育指導員に、積極的に
女性を登用します。

富士宮市の文化・芸術振興と併
せて青少年の健全育成を図るた
め、女性の社会教育指導員１名
を登用し、富士山ジュニア・
ユースオーケストラ運営事業及
び富士山への手紙・絵事業を積
極的に推進し、市民の文化意識
の高揚に努めました。

女性社会教育指導員１人
の登用

2203

【施　策】
生涯学習を推進するため
の女性指導員の充実

　
　社会教育指導員に女性１名を採用し、富士
宮市の文化・芸術振興を図る。特に、音楽芸
術普及事業(富士山ジュニア・ユースオーケ
ストラ運営事業)及び富士山への手紙・絵事
業を積極的に推進することで、広く市民の文
化意識の高揚に努めます。

2203

【施　策】
生涯学習を推進するため
の女性指導員の充実

　適材適所の配置を考慮し、女性のニーズに
合った生涯学習活動を展開します。

　引き続き女性の社会
教育指導員の登用に努
めます。

社
会
教
育
課

【事　業】
女性の社会教育指導員
の登用

い

[目標値]
　女性のニーズにあった生涯学
習活動を推進するため、女性の
社会教育指導員を充実

 女性の社会教育指導員登用率は
31.8%でした。

登用率の向上のため
（Ｈ25より4.5％上昇）

　女性の社会教育指導員の登用
にあたり、社会教育の専門性を
必要とする部分があり選任の幅
が狭くなっている。

社
会
教
育
課

【事　業】
男女共同参画出前講座

い

昨年度に比べ、開催回数
が少なかったため

対象者の年齢層に応じた講演内
容としていく必要がある

2202

【施　策】
啓発のための講座・講演
会の開催

　出前講座を活用して、条例やプラン等の紹
介をはじめとする男女共同参画についての啓
発を実施します。

小泉６区区民（みのりシニアク
ラブ）及び星山１区区民（星山
１区寄り合い処）を対象に、富
士山まちづくり出前講座「自分
らしく生き生きと暮らすための
ヒント」を開催し、男女共同参
画の意義を啓発しました

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

２
家
庭
、

職
場
、

社
会
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
の
推
進

幅広い年齢層を対象に
講座を実施していく。

適正を満たす社会教育指導員の
確保が必要とされる。

引き続き、女性社会教
育指導員の登用に努め
ます。

実施なし 前年に比べ、出前講座をまっ
たく行えなかった。

女性の社会教育指導員登用率は
44％でした。

登用率の向上のため

富士宮市の文化・芸術振興と併せ
て青少年の健全育成を図るため、
女性の社会教育指導員１名を登用
し、富士山ジュニア・ユースオー
ケストラ運営事業及び富士山への
手紙・絵事業を積極的に推進し、
市民の文化意識の高揚に努めまし
た。

女性社会教育指導員１人の登
用

10



11 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ｃ

H24 Ｃ

H25 Ｃ

H26 Ｃ

H27 Ｃ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ

H25 Ａ

H26 Ｂ＋

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27

2204

【施　策】
あらゆる学習機会におけ
る男性の参加促進

　家庭教育に関する学習事業の開催時間や、
公民館での学習事業の開催時間、講座内容を
改善し、夫婦や男性を対象とした学習機会の
提供に努めます。 福

祉
総
合
相
談
課

【事　業】
男性の参加に配慮した
学習事業

 え

　地域型支援センターを運営す
る７法人に委託して介護予防教
室を実施した。

　事業受託法人は、人
的、時間的余裕が少ない
中、８６回の講座を開催
し、１，２３１人（うち
男性３２４人）の参加が
あったため。

　相談件数の増加に伴い、地域
型支援センターでの実施は困難
な状況にある。

　地域型支援センター
運営法人への委託を見
直し、認知症対策に特
化した事業に移行する
予定。

社
会
教
育
課

【事　業】
男性の参加に配慮した
学習事業

い

[目標値]  夫婦や男性を対象に
した学習機会の提供に努めま
す。

　毎年新たに家庭教育学級生の募
集を行い、新体制のもとに年間の
活動を行っている。
　学級生の大多数を女性が占めて
いるが、講座を計画する際に、男
性も参加できる内容を考えてい
る。

　男性の参加を促すために、
土曜日に講座を設定するなど
の工夫が見られた。
　活動する曜日や時間帯が限
られている事が多く、学校行
事と兼ねるなどの配慮をして
いる。

2204

【施　策】
あらゆる学習機会におけ
る男性の参加促進

　家庭教育に関する学習事業の開催時間や、
公民館での学習事業の開催時間、講座内容を
改善し、夫婦や男性を対象とした学習機会の
提供に努めます。

2203

【施　策】
生涯学習を推進するため
の女性指導員の充実

　リーダーを対象とした講座実
施回数は年５回（台風による中
止１回）、講話が３回、グルー
プワーク１回、施設見学が１回
となっている。
　家庭教育学級の構成は女性が
殆どであり、男性は数人に過ぎ
ない。
　講座で得たことを家庭に持ち
帰り、父母が協力して実践する
姿が見られた。

　講座数、参加人数の減
少が主たる要因である。
　今後を見据えて、講座
内容の見直しが求められ
る。

　講座の参加定員が限られ、全
員が参加するということが困難
である。
　仕事を持っている方が多く、
講座の期日、開催時間の関係
で、休暇をとって参加してい
る。
　男性の直接参加は殆ど無いの
で、間接的に内容を伝えていく
ように、投げかけていく必要が
ある。

　参加して良かったと
いえる様に内容を一層
充実させていく。
　家庭の中で、偏るこ
と無く、男女協力して
取り組むよう意識付け
していく。
　講座に参加すること
で、自分が成長すると
ともに、実践に取り組
む中で男女区別なく大
勢の方を引き込んでい
くようにする。

中
央
図
書
館

【事　業】
女性の社会教育指導員
の登用

 あ

[目標値]
　女性の社会教育指導員の雇用
５０％

　女性のニーズに合った生涯学習活動を推進
するため、女性の社会教育指導員を充実しま
す。

社会教育指導員４人（女性）に
よる３３のスポーツ教室を実施
し２，０３２人の参加者があり
ました。子供から高齢者まで参
加しやすい教室を開催しまし
た。

平成２６年度の社会教育指導員
は、すべて（２名）男性でし
た。

１００％の女性社会教育
指導員の登用

平成２７年度の社会教育指導員
は、すべて（２名）男性でした。

平成２７年度の社会教育指導
員は男性２名のままです。

2203

【施　策】
生涯学習を推進するため
の女性指導員の充実

　女性のニーズにあった生涯学習活動を推進
するため、女性の社会教育指導員を充実しま
す。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

【事　業】
女性の社会教育指導員
の登用

 あ

[目標値]
　女性の社会教育指導員の登用
５０％以上

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

２
家
庭
、

職
場
、

社
会
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
の
推
進

特になし 今後も継続し誰でも参
加しやすい教室を開催
していきます。

平成２５年度の社会教育
指導員２名のうち１名の
交替があったが、女性の
採用とならなかった。

教育委員会からの推薦による採
用となっていること、退職な
さった教員のうち、図書館で
（変則勤務・通勤条件などの勤
務条件をふまえて）働くことが
可能ということ、条件は厳しい
が要望していく。

次期交替採用の際、男
女同数になるよう要望
していく。

社会教育指導員４人（女性）によ
る４７のスポーツ教室を実施し
１，５９０人の参加者がありまし
た。子供から高齢者まで参加しや
すい教室を開催しました。

１００％の女性社会教育指導
員の登用

かねてよりの計画どおり、平成２
６年度末をもって事業を廃止し
た。

11
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

【事　業】
市民参画事業の開催

中
央
図
書
館

2301

【施　策】
講座・講演会等への市民
参画の推進

　市民との協同による事業開催を推進しま
す。

う

[目標値]
　市民参画事業の増設

[目標値]
　公民館まつりを通し、公民館
のサークル活動成果を展示し、
市民の関心と生涯学習への参画
を推進します。

おはなしボランティア『まほう
のろうそく』との協同によりお
はなし会（ストーリーテリン
グ）を月２回実施しました。
『富士宮子どもと読書の会』と
の共催で「薮内正幸原画展」と
児童文学講演会「藪内竜太講演
会」「本の楽しみ　子どもが教
えてくれたこと」を実施しまし
た。「原画展」では会場案内を
協同で行いました。子どもの読
書活動を行っている市民ボラン
ティア登録２１人の協力を得
て、ブックスタート事業を月２
回実施し、参加率も上昇しまし
た。
各事業とも協力者及び参加者と
もに高評価でした。

おはなしﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ『まほうのろう
そく』との協同によりおはなし会
（ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ）を月２回実施しま
した。
『富士宮子どもと読書の会』との
共催で「児童文学講演会」を開催
しました。
子どもの読書活動を行っている市
民２１人の協力を得て、ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ
事業を月２回実施し、参加率も上
昇しました。
図書館ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱも募り、排架を中
心に活動してもらいました。

各事業は、市民と協同して実
施できた。特にブックスター
トは高い参加率を維持してお
り、また図書館ボランティア
の活動は、図書館サービスに
大きく貢献しています。

2301

【施　策】
講座・講演会等への市民
参画の推進

　市民によって企画・運営される公民館まつ
りを通して、生涯学習への主体的な市民参画
を推進します。

社
会
教
育
課

【事　業】
公民館まつり

い

・南部公民館まつり：10/18～19
・富士根南公民館まつり：10/18
～19
・西公民館まつり：10/25～26
・富士根北公民館まつり：10/25
～26
・柚野公民館まつり：10/26
・富丘公民館まつり：11/8～9
・芝川公民館まつり：11/15～16
・上野会館まつり：11/15～16
・白糸地区文化祭：10/26
10月から11月にかけ南部公民館
ほか8か所で公民館まつり等を開
催しました。日頃の学習成果の
発表と地域の交流を促し、市民
の生涯学習への参画を推進しま
した。

社
会
教
育
課

【事　業】
男女共同参画フォーラ
ム

う

[目標値]
　実行委員会の活動状況

委託先である「富士宮男女共同
参画フォーラム実行委員会」
は、利用団体が実行委員となり
構成されています。男女が企
画・運営に携わり、それぞれの
団体が出来る事を率先して行
い、特に講演会の参加者数は３
１７人となり、啓発朗読劇も好
評でした。

男女共同参画参画セン
ター利用団体で構成する
実行委員会により、主体
的に企画・運営を行うこ
とができたから

2301

【施　策】
講座・講演会等への市民
参画の推進

　男女共同参画センター利用団体が、男女共
同参画フォーラムを企画、運営することによ
り、広く市民に対して男女共同参画を啓発し
ます。

３
生
涯
学
習
の
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

実行委員会を構成する男女共同
参画センター利用団体数が減少
している

新規の利用団体加入を
呼びかけ、実行委員会
へより多くの市民参画
を促進します。

　公民館まつりの参加
サークルの増加のため。
また、開催内容について
参加者との協議をすす
め、市民の参画を推進し
たため。

　団体、サークルの構成員が高
齢化し、活動が縮小している傾
向がある。

　引き続き公民館まつ
りを通し、生涯学習へ
の市民参画を推進しま
す。

昨年度よりも、各事業が
順調に協同できた。ブッ
クスタートは参加率が大
幅に向上したため。

更なる参加率の向上。講演会の
テーマとなる内容や紹介する資
料について、男女平等となって
いるか留意していく。

協同事業の会場や時間
を中央図書館に限ら
ず、各館や交流セン
ターなどで行ってい
く。

委託先である「富士宮男女共同参
画フォーラム実行委員会」は、利
用団体が実行委員となり構成され
ています。男女が企画・運営に携
わり、それぞれの団体が出来る事
を率先して行いました。講演会の
参加者数は２８４人となり、啓発
朗読劇も好評でした。

男女共同参画参画センター利
用団体で構成する実行委員会
により、主体的に企画・運営
を行うことが、利用団体の減
少により負担が大きくなって
いる

・南部公民館まつり：10/17～18
・富士根南公民館まつり：10/17
～18
・西公民館まつり：10/24～25
・富士根北公民館まつり：10/24
～25
・柚野公民館まつり：10/25
・富丘公民館まつり：11/7～8
・芝川公民館まつり：11/14～15
・上野会館まつり：11/28～29
・白糸地区文化祭：11/1
 
10月から11月にかけ南部公民館ほ
か8か所で公民館まつり等を開催
しました。日頃の学習成果の発表
と地域の交流を促し、市民の生涯
学習への参画を推進しました。

　まつりの企画、運営は公民
館、地域学習センターを含め
各地域活動推進会を中心に行
われている。また、公民館ま
つりを通し公民館利用者に日
頃の活動の成果発表（展示、
舞台）の場を提供し、地域住
民の協力を得て広く世代間の
交流を図ることができ、市民
の参画を推進したため。
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13 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ

H27 Ｃ

H23 Ｂ-

H24 Ｂ-

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 C

H23 Ｂ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ａ

H27 Ｂ+

【施　策】
学習機会の拡充

【事　業】
男性や若年層を対象に
した図書館事業

い

[目標値]
　総開館時間数
　自動車図書館ステーションの
整備

2303

社
会
教
育
課

　男性や若年層が参加しやすいように開館時
間の延長や自動車図書館の活用等、学習機会
の拡充に努めます。

中
央
図
書
館

平成２６年度は、駅前交流セン
ター「きらら」が開館し、資料
の貸出・予約・返却・利用者登
録などの図書館利用が公共交通
利用者にアクセスしやすくなり
ました。また、「きらら」は開
館時間も長く、勤務の方にも使
いやすく、学習スペースも広く
取れています。また、自動車ス
テーションは新規「稲子小」復
活「富士根保育園」を追加して
巡回しました。また、主催事業
の土・日・夜間の開催や男性・
若年層を考慮し「図書館講座
（オトナのためのサイエンス
ショー「音と楽器の科楽」」
（夜間）、「文芸に親しむつど
い21「金子みすゞの詩と真情」
（土曜）、講演会「小泉八雲と
富士山」（土曜）を実施しまし
た。

駅前図書コーナー開館に
よる、サービスポイン
ト・開館時間の増加。自
動車図書館の新規ステー
ション追加。主催事業の
土・日・夜間の開催によ
る男性参加者の増加。

【事　業】
小・中学校の余裕教室
の開放

い

[目標値]
　使用者への意見を求めるな
ど、さらなる学習機会の場の提
供に努めます。

学校活動時間外の学校を開放し
ていくことは、学校の設備管
理、セキュリティの上で課題が
多い。

現在の指定校の理解を
得て、可能な範囲で、
市民の学習機会の場と
して提供に努めてい
く。

北山中学校
　図書室ほか　　利用回数 10回
　延べ人数　45人
大富士中学校
　調理室ほか　　利用回数 2回
　延べ人数　120人
芝川中学校
　音楽室ほか　利用回数　141回
　延べ人数　2,827人
富士見小学校
　図書室ほか　利用回数 135回
　延べ人数　814人
西富士中学校
  調理室　　利用回数　4回
　延べ人数　43人

サークルの活動により公民館・
分館・地域学習センターを有効
活用します。

2302

【施　策】
公共施設の有効活用の推
進

　学習を希望する市民が広く利用しやすいよ
う、余裕教室などを有効活用し、学習機会の
場の提供に努めます。

　サークル数微増のた
め。

　参加者の高齢化が進み、活動
を縮小しているサークルがあ
る。

引き続きサークルの活
動により、公民館、公
民館分館、地域学習セ
ンターを有効活用しま
す。

全体の利用回数増減なし
のため。

社
会
教
育
課

【事　業】
公民館・分館・地域学
習センターの活用

い

2302

【施　策】
公共施設の有効活用の推
進

　学習を希望する市民が広く利用しやすいよ
う、出張所などを有効活用し、学習機会の場
の提供に努めます。

　公民館、公民館分館、地域学
習センターを活用し学習機会の
場の提供に努めました。

公民館・分館・地域学習センター
の利用サークル数は前年度と比べ
減少している。

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

３
生
涯
学
習
の
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

駅前交流センターのような、図
書館資料を有効に使え、学習の
機会を提供できるサービスポイ
ントを各地域に増やしていくに
は、図書館のコンピュータシス
テムと連動が必要となる。自動
車図書館については、交通弱者
や子育て世代、働く世代のアク
セスポイントとなるよう、安全
な巡回場所や適切な巡回時間を
検討していく予定だが、巡回場
所の提供などに問題点がある。

より多くの方に利用し
ていただけるよう、中
央図書館だけでなく、
西富士図書館・芝川図
書館・駅前交流セン
ター・大富士交流セン
ター・自動車図書館ス
テーション等サービス
ポイントを増やすこ
と。また、引き続き広
報誌、ＨＰ、報道機
関、ポスターなどで広
く主催事業をＰＲし
て、幅広い世代の市民
の学習機会の拡充を努
めていく。

　公民館・分館・地域学習セ
ンターの利用サークル数は350
であり、前年度比29減のた
め。ただし、交流センターを
含めると35増であり、代替施
設への移行が原因と考えられ
る。

北山中学校
　図書室ほか　　利用回数　 1回
　延べ人数　   30人
大富士中学校
　調理室ほか　　利用回数　 2回
　延べ人数    120人
芝川中学校
　音楽室ほか　　利用回数 116回
　延べ人数　2,615人
富士見小学校
　図書室ほか　　利用回数　26回
　延べ人数　  540人
西富士中学校
　調理室　　　　利用回数　 1回
　延べ人数　　 10人

利用回数、延べ人数ともに減
少した。

平成27年度は、大富士交流セン
ターが開館し、「きらら」に加
え、資料の貸出・予約・返却・利
用者登録などできる新たな図書館
ｻｰﾋﾞｽﾎﾟｲﾝﾄが増え、利用増加につ
ながっています。また、自動車図
書館では、巡回ｽﾃｰｼｮﾝの見直し検
討を随時行っています。また、主
催事業の土・日・夜間の開催や男
性・若年層の参加を考慮したｻｲｴﾝ
ｽ講座「音階と和音の不思議」
（夜間）、「富士のふもとの石造
物に親しむ」（土曜）、図書館ﾎﾞ
ﾗﾝﾃｨｱ事前学習会」（土曜等）を
実施しました。

大富士交流センター図書室開
設により、サービスポイント
が増え、利用増加につながり
ました。また主催事業を土曜
日、夜間に開催し、男性・若
年層も多く参加しました。
自動車図書館については、巡
回ｽﾃｰｼｮﾝの見直し検討は実施
していますが、昨年度実施し
たため、本年度は、検討のみ
となりました。
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14 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ａ

【事　業】
生涯学習ガイドブック
の発行・ホームページ
を活用した情報発信

社
会
教
育
課

2304

【施　策】
学習機会拡充のための情
報提供

　
　生涯学習に関連した人材の情報や講座等の
情報を、広く市民に提供するため生涯学習ガ
イドブックを発行します。

　より多くの方に生涯
学習ガイドブックを手
にとっていただけるよ
う、周知・内容の充実
を目指します。

う

[目標値]
　より多くの方に教室や講座等
の情報を、広く提供するために
も生涯学習ガイドブックのさら
なる充実を目指します。

[目標値]
　男性や若年層が積極的に参加
できるように取り組みます。

　生涯学習ガイドブックの発行
発刊部数:５７０部
広報ふじのみや、市ホームペー
シ゜等の情報提供

ガイドブックの内容を新聞に掲
載し、活用を図りました。

　前年度と同様の施設に
配布を行い、周知を行っ
たため。

　ガイドブックの知名度が低く
周知の機会を逸している。

2303

【施　策】
学習機会の拡充

　今まであまり学習に参加してこなかった男
性や若年層が参加しやすいように、講座等の
内容や時間・開催時期等を工夫します。

社
会
教
育
課

【事　業】
男性や若年層を対象に
した勤労青少年ホーム
事業（男性向け講座な
ど）

う

２６年度も約３０名ほどの新規
利用登録者があった。男女別で
は、女性の割合が高い。また、
同程度の退会者も出ており、こ
の傾向は概ね例年どおりであっ
た。

社
会
教
育
課

【事　業】
男性や若年層を対象に
した公民館事業（男の
料理教室など）

 あ

[目標値]
　男性や若年層が積極的に参加
できるように取り組みます。

2303

【施　策】
学習機会の拡充

　これまであまり学習に参加してこなかった
男性や若年層が参加しやすいように、講座等
の時間や内容を工夫します。

・富丘公民館　菊づくり講座
（全８回）等
・南部公民館　デキる男のアレ
ンジ弁当（全１回）等
・富士根北公民館　親子一緒に
馬と仲良し（全１回）等
・富士根南公民館　男の料理教
室（全１回）等
・西公民館　　男の料理（全３
回）等
・芝川公民館　男の料理教室
（全１回）等
・柚野公民館　フライパンひと
つで男の料理（全２回）等

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

１
学
校
に
お
け
る
人
権
の
尊
重
、

男
女
平
等
を
推
進
す
る
教
育
の
充
実

　各講座の参加率は昨年
度より向上しているた
め。

　なし 　料理教室だけでな
く、公民館講座ならで
はの幅の広い講座を構
築し、一層の男女共同
参画を進めていきたい
と考えます。

価値観の多様化、多忙な
生活を常にしている勤労
社会人が自由な感覚で集
い、また気軽に退会して
いると思われる。

新規に参加をした者が、既参加
者と同じように楽しく、なごや
かな雰囲気の中で講座に参加で
きるように場を提供していくこ
とが必要である。

男女の別なく気軽に参
加でき、楽しむことの
できる講座づくりを目
指して取り組むことを
重点としていく。

・南部公民館　基礎から学べる男
の一品料理(全1回)
・富士根南公民館　男の料理教室
(全1回)　男のパン教室(全1回)
・西公民館　男の料理(全2回)
・柚野公民館　フライパンひとつ
で男の料理(全2回)
・上野・北山地域学習センター
男がつくる料理教室(全2回)
・南部公民館　基礎から学べる男
の一品料理(全1回)
・富士根南公民館　男の料理教室
(全1回)　男のパン教室(全1回)
・西公民館　男の料理(全2回)
・柚野公民館　フライパンひとつ
で男の料理(全2回)
・上野・北山地域学習センター
男がつくる料理教室(全2回)

前年度と同程度の参加率を達
成したため。

勤労青少年ホームの閉鎖により公
民館・地域学習センターで代替の
事業を開催しました。若年層の勤
労者が参加しやすいように、平日
の夜間および土・日曜日の日中に
開催時間を設定しました。

参加者アンケートにより開催
時間や曜日については好評を
得たが、開催月や回数につい
ては一部から不評だったた
め。

発行部数：640部
生涯学習ガイドブックの構成を見
直し、見やすい紙面づくりと情報
の整理を行い、市民への情報発信
力を高めました。

生涯学習ガイドブックを改善
し、内容を充実させたため。
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15 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ＋

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

2307

社
会
教
育
課

安全な託児が行われるように、
託児ボランティアを対象に「託
児ボランティア研修会」を開催
しました。
　富士宮市健康増進課の保健師
を講師に「ノロウィルス・イン
フルエンザウィルスの予防対
策」と題した講話も実施しまし
た。

前年度と同様の取り組み
を行った。

社
会
教
育
課

【施　策】
学習機会の拡充のための
託児制度の充実と活用

　子育て中の女性も学習活動に参加できるよ
う、託児ボランティア制度の充実に努め、そ
の活用促進に努めます。

【事　業】
託児ボランティア制度
の充実と活用

い

[目標値]
　託児ボランティアの研修を行
い、安全に配慮した事業を推進
します。

【事　業】
社会教育指導員の配置

 あ

[目標値]
　社会教育指導員を配置しま
す。

なし 　引き続き学習活動の
拠点となる公民館・地
域学習センターに、社
会教育指導員を配置
し、事業の充実を図り
ます。

　公民館及び地域学習センター
に社会教育指導員を配置しまし
た。

　公民館及び地域学習センターに
社会教育指導員を配置しました。

　全ての公民館及び地域学習
センターに社会教育指導員を
配置しているため。

[目標値]
　アンケートの結果を講座等に
活用できるよう、アンケート調
査を実施します。

2306

【施　策】
学習機会提供の場の整備
充実

　地域のニーズを把握し、学習活動の拠点と
なる公民館・地域学習センターに、社会教育
指導員を配置し、事業の充実を図ります。

　広くアンケート調査を
行い市民ニーズの把握に
役立てたため。

なし 　今後もアンケート調
査を実施し、アンケー
トの結果を講座等に活
用します。

　全ての公民館及び地域
学習センターに社会教育
指導員を配置しているた
め。

社
会
教
育
課

【事　業】
生涯学習に関するアン
ケート

い

2305

【施　策】
学習機会拡充のための調
査

　市民ニーズを的確に把握し、そのニーズに
あった学習機会を提供するため、生涯学習に
関するアンケート調査を実施します。

　成人学校、各公民館の自主講
座や、生涯学習事業（市民カ
レッジ等）でアンケートを実
施。アンケート調査により、男
女の区別なく市民ニーズを把
握。アンケート結果により市民
ニーズを把握し、講座等にアン
ケート結果を活かしました。

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

３
生
涯
学
習
の
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

平成２６年度より、公民館登録
託児ボランティアが統合された
が、各公民館毎に託児事業の内
容が異なる部分があり、ボラン
ティア従事者が混乱してしまう
場合がある。

託児ボランティアへの
研修に併せ、公民館等
の事業主催者への制度
周知を行い、託児事業
内容を統一します。

　成人学校、勤労青少年講座等の
アンケートについて、企画の参考
となるようアンケート項目を変更
し、性別や年代によるニーズの違
いの把握に努めました。

　勤労青少年講座の受講生に
もアンケートを実施し、39歳
以下の市民ニーズを把握し、
企画に役立てたため。

安全な託児が行われるように、託
児ボランティアを対象に「託児ボ
ランティア研修会」を開催しまし
た。
　富士宮市社会福祉協議会職員
（元保育園園長）を講師に「託児
のポイント」と題した講話も実施
しました。

前年度と同様の取り組みを
行った。
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16 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

【事　業】
男女共同参画事業（セ
ミナー、フォーラム、
子育てママの教室等）

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

2307

【施　策】
学習機会の拡充のための
託児制度の充実と活用

　子育て中の女性も学習活動に参加できるよ
う、一時託児付きの講座や教室、講演会等を
開催します。

今後も継続して、託児
のある教室の実施をし
ていきます。

う

[目標値]
　託児の需要が高い事業はかな
らず託児付きとします。

[目標値]
 　男女共同参画センター主催
の講座等に託児を付けます。

託児の需要が高い、親子を対象
とした３つの教室すべてを託児
付き事業として実施し、年間５
２人の申込がありました。
託児のある教室を実施すること
により、子育て中の女性が受講
できました。

託児の需要の高い親子が
参加する事業に対して託
児付きとし、希望者への
対応ができた。

特になし

2307

【施　策】
学習機会の拡充のための
託児制度の充実と活用

　子育て中の女性も学習活動に参加できるよ
う、託児付きの講座や講演会等を開催しま
す。

社
会
教
育
課

【事　業】
男女共同参画事業（セ
ミナー、フォーラム、
子育てママの教室等）

い

○子育てママの料理教室
託児４人
○子育てママの体操教室
託児１４人
○セミナー
託児１５人
○フォーラム
託児５人
　　託児付きで参加しやすい
と、好評でした。
○仕事に活かすパソコン講座
託児　６人
○地域文化をほりおこす市民の
つどい　託児  １人

社
会
教
育
課

【事　業】
幼児家庭教育学級

い

[目標値]
　一時託児付きの講座や教室、
講演会等を開催します。

2307

【施　策】
学習機会の拡充のための
託児制度の充実と活用

　子育て中の女性も学習活動に参加できるよ
う、一時託児付きの講座や教室、講演会等を
開催します。

　幼児家庭教育学級
　７公民館・２地域学習セン
ター
　６４講座開講

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

３
生
涯
学
習
の
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　幼児家庭教育学級の全
講座において、前年度と
同様に託児を実施したた
め。

なし 　一時託児付きの講座
や教室等を続けて開催
します。

託児付きの講座、講演会
等の数は、前年度と同じ
６回のため、評価をB－
としました。

特になし 女性の社会進出を目的
とした仕事に活かすパ
ソコン講座（託児付
き）は、要望にこたえ
て今後も実施します。

　幼児家庭教育学級
　７公民館・２地域学習センター
　６４講座開講

　幼児家庭教育学級の全講座
において、前年度と同様に託
児を実施したため。

○子育てママの料理教室
託児９人
○子育てママの体操教室
託児１７人
○セミナー
託児３人
○フォーラム
託児０人
○仕事に活かすパソコン講座
託児　０人
○地域文化をほりおこす市民のつ
どい　託児  ２人

託児付きの講座、講演会等の
数は、前年度と同じ６回のた
め、評価をB－としました。

託児の需要が高い、親子を対象と
した教室を前年度の３つから４つ
に増やし、そのすべてを託児付き
事業として実施し、年間５８人の
申込がありました。
託児のある教室を実施することに
より、子育て中の女性が受講でき
ました。

託児の需要の高い親子が参加
する事業に対して託児付きと
し、希望者への対応ができ
た。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

市
民
生
活
課

[目標値]
　託児を必要とする講座等

託児付講座の参加申し込
みに予算限度まで応じた
ため。

託児付講座の参加申し込みに応
じられるよう、託児のための予
算獲得に努めていく。

子育て以外の主催事業
についても、託児の需
要がないか、他の課の
状況を参考に検討して
いく。

継続的な予算措置

2307

【施　策】
学習機会の拡充のための
託児制度の充実と活用

　
　市民生活講演会、親子消費者教室、消費生
活モニター研修会について、子どもを同行で
きない全ての会で一時託児の準備（予算措
置）をします。

【事　業】
消費生活に関する講演
会、教室等の開催

 あ

[目標値]
　需要がない会を除き実施率１
００％

消費生活モニター委嘱状交付式
及び親子消費者教室で、一時託
児を実施しました。

託児依頼のあった消費生
活に関する会、教室で託
児制度をすべて実施した
ため、Ａと評価した。

中
央
図
書
館

【事　業】
図書館事業（子育て絵
本講座、児童文学講演
会）

う

2307

【施　策】
学習機会の拡充のための
託児制度の充実と活用

　子育て中の女性も学習活動に参加できるよ
う一時託児所付の講座や教室、講演会を開催
します。

平成２６年度は託児の定員であ
る１０人の申し込みがあった。

２
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
や
学
習
の
充
実

３
生
涯
学
習
の
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

今後も継続して実施し
ます。講演会、研修会
の際には託児制度を一
層利用してもらうよう
周知します。

託児付主催事業として「児童文学
講演会」「子育て絵本講座」を実
施しました。
「児童文学講演会」参加者５９人
　　　　　　　　　託　児　１人
「子育て絵本講座(３回)」
　　　　　　　参加者のべ５３人
　　　　　　　託児のべ　３３人

「児童文学講演会」では、託
児は１人でしたが、「子育て
絵本講座」では３回とも参加
者の半数以上の方が託児を利
用しました。例年より多くの
託児があり、子育て中の女性
を中心に、絵本について学ぶ
機会を作ることができまし
た。

「親子消費者教室」及び「市民生
活講演会」で、託児を実施しまし
た。

託児依頼のあった消費生活に
関する教室、会で託児制度を
実施したため、Ａ評価した。
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18 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ+

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ+

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ+

社
会
教
育
課

 あ

[目標値]
　状況調査結果を周知し、女性
委員の登用に努めます。

【事　業】
審議会等への女性の登
用状況調査

H26.4.1現在、審議会等各種委員
会の数５２、委員の総数851人の
うち女性236人で27.7％
（H25.4.1現在は26.2％）

27.1/35＝79.14％

3101

【施　策】
市の審議会等への女性の
登用促進

　女性の登用を計画的に進めるよう周知し、
女性比率を高めることに努めます。

3102

【施　策】
市の審議会等への女性の
登用促進の状況調査

　審議会等への女性の登用を促進するため、
状況調査を行います。

組織・団体の充て職を審議会委
員としている場合は、男女のど
ちらを選出するかの裁量が及ば
ない。

審議会所管課へ女性の
登用拡大に向けた働き
かけを行っていきま
す。

社
会
教
育
課

【事　業】
審議会委員等の女性登
用の周知

 あ

[目標値]
　女性委員の比率35％を目標
に、より積極的な女性の登用を
進めます。

審議会等各種委員の選考基準に
より、女性委員の登用拡大につ
いて周知しました。
審議会等各種委員会の数５２、
委員の総数851人のうち女性236
人で27.7％
（H25.4.1現在は26.2％）

27.1/35＝79.14％

関
係
課

【事　業】
女性委員のいない審議
会等の解消

 あ

[目標値]
 　女性委員の推薦登用につい
て、市民団体の理解協力をお願
いしていく。

H26.4.1現在、女性がいない審議
会等は７委員会
（H25年度比ー１）

H27.4.1現在、女性がいない審議
会等は７委員会
（H26年度比±０）

関
係
課

3101

【施　策】
市の審議会等への女性の
登用促進

　女性委員のいない審議会等の解消を図ると
ともに、審議会等でのより積極的な女性の登
用を計画的に進めます。

【事　業】
審議会等への女性の参
画促進

3101

【施　策】
市の審議会等への女性の
登用促進

　審議会等で女性委員の比率を35％とするこ
とを目標に、より積極的な女性の登用を計画
的に進めます。

 あ

[目標値]
 　27年度３５%以上を目指しま
す。

27.1/35＝79.14％H26.4.1現在、審議会等各種委員
会の数５２、委員の総数851人の
うち女性236人で27.7％
（H25.4.1現在は26.2％）

H27.4.1現在、審議会等各種委員
会の数５５、委員の総数891人の
うち女性255人で28.6％
（H26.4.1現在は27.7％）

27.1/35＝81.00％３
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

１
審
議
会
等
、

市
政
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

組織・団体の充て職を審議会委
員としている場合は、男女のど
ちらを選出するかの裁量が及ば
ない。

委員の選出を依頼する
先の組織・団体に対
し、委員の選出（充て
職以外）について、女
性の委員の選出をお願
いしていく。

委員会の数　52
女性委員のいない委員会
7/52＝13.5％
女性委員のいる委員会
45/52＝86.53％

組織・団体の充て職を審議会委
員としている場合は、男女のど
ちらを選出するかの裁量が及ば
ない。

委員の選出を依頼する
先の組織・団体に対
し、委員の選出（充て
職以外）について、女
性の委員の選出をお願
いしていく。

組織・団体の充て職を審議会委
員としている場合は、男女のど
ちらを選出するかの裁量が及ば
ない。

審議会所管課へ女性の
登用拡大に向けた働き
かけを行っていきま
す。

委員会の数　55
女性委員のいない委員会
7/55＝12.0％
女性委員のいる委員会
48/55＝87.00％

審議会等各種委員の選考基準によ
り、女性委員の登用拡大について
周知しました。
審議会等各種委員会の数55、委員
の総数891人のうち女性255人で
28.6％
（H26.4.1現在は27.7％）

28.6/35＝81.00％

H27.4.1現在、審議会等各種委員
会の数５５、委員の総数891人の
うち女性255人で28.6％
（H26.4.1現在は27.7％）

28.6/35＝81.00％
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

人
事
課

【事　業】
女性職員の能力開発研
修

 あ

[目標値]
　毎年度10人以上の女性職員を
派遣する。

3202

【施　策】
女性職員の職域拡大のた
めの研修

　女性職員の職域拡大のため、派遣研修等へ
積極的に参加させます。

　実績値による。 　なし 　人事異動による女性
の職域拡大に合わせ
て、今後も必要な実務
研修等に積極的に参加
させます。

　市町村アカデミー、日本経営
協会、静岡県等が実施する研修
に、女性職員４１人を派遣しま
した。

　市町村アカデミー、日本経営協
会、静岡県等が実施する研修に、
女性職員３９人を派遣しました。

実績値による。

人
事
課

【事　業】
県・市町人事交流

い

[目標値]  県及び近隣市との人
事交流を進めていきたいが、受
け入れ側の事情もあるため、具
体的な数値目標は示せない。

　短期の広域研修すべてに女
性職員を派遣することができ
たが、１年以上の長期派遣は
０人であったため。

3201

【施　策】
女性職員の職域拡大の促
進

　女性職員の職域拡大を促進するため、積極
的に人事交流をおこないます。

【事　業】
女性職員の職域の拡大
のための職員配置

う

[目標値]  人事異動の規模等は
毎年変わるため、具体的な数値
目標を示すのは難しいが、女性
職員の職域の拡大が図られるよ
う努める。

　平成２６年度は、１年以上の
長期に及ぶ女性職員の人事交流
は０人でした。
　富士市、富士宮市、御殿場
市、裾野市、小山町で共同開催
した広域まちづくり研修に３
人、富士、富士宮市で開催した
広域ネットワーク研修に１人の
女性職員を派遣しました。

　平成２７年度は、１年以上の長
期に及ぶ女性職員の人事交流は０
人でした。
　富士市、富士宮市で共同開催し
た広域まちづくり研修に３人、富
士、富士宮市、御殿場市、裾野
市、小山町で開催した広域ネット
ワーク研修に２人の女性職員を派
遣しました。

人
事
課

3201

【施　策】
女性職員の職域拡大の促
進

 　男女にとらわれない人事異動を実施し、
女性職員の職域を拡大します。

　平成２７年４月１日付け人事
異動の結果、職員数は１，４１
２人で、うち男性７６１人、女
性６５１人でした。
　収納課等の従来は男性中心で
あった部署への女性職員配置を
行ったことに加えて、２年間の
後期高齢者医療広域連合への職
員派遣について、女性職員を派
遣することとしました。

３
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

２
市
役
所
に
お
け
る
女
性
の
職
域
拡
大
と
登
用
促
進

　２年間に及ぶ職員派遣
に女性職員を登用できた
ため。

　年々男女比が均衡していく中
で、女性の職域が拡大していく
のは自然な流れであるが、男性
中心だった部署に配属されて適
応できない女性職員もいること
から、より一層適性の観点から
の人事異動が重要であると考え
ます。

　今後も性別によら
ず、適性の加点からの
人事異動に努めます。

　短期の広域研修すべて
に女性職員を派遣するこ
とができたが、１年以上
の長期派遣は０人であっ
たため。

　派遣先の業務内容、状況及び
研修内容に応じて、適切な人事
交流を実施する必要がある。

　引き続き県及び近隣
市との人事交流におい
て、女性職員の派遣に
ついて、積極的に推進
していきます。

 平成２８年４月１日付け人事異
動の結果、職員数は１，４３５人
で、うち男性７６５人、女性６７
０人でした。
　従来は男性中心であった部署へ
の女性職員配置を行ったことに加
えて、２年間の後期高齢者医療広
域連合への職員派遣について、女
性職員を派遣することとしまし
た。

　２年間（１年毎２人）に渡
り職員派遣に女性職員を登用
できたため。
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20 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ-

H24 Ｂ-

H25 Ｃ

H26 Ｃ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

3204

【施　策】
女性職員の管理職への登
用促進のための意識改革

　性別にとらわれない管理職への登用促進、
職務配置など、男女共同参画を促進するため
の職員意識を醸成します。

【事　業】
職場における男女共同
参画のための職員研修

う

[目標値]
　OJT（職場研修）により日常
的に実施するので、具体的な数
値目標は示せない。

　富士宮市人材育成基本方針にお
ける「女性職員の活用」の項で
は、管理職の役割として「女性職
員は「窓口業務」か「庶務業務」
という意識をなくし、その職位に
応じた職責を果たせるような業務
分担を行う。」と述べています。
業務分担は各課において決められ
るものでありますが、現在、女性
職員に限定した業務分担は行われ
ていません。

　平成２８年３月３１日付け
では、性別にとらわれない職
員配置を実施できたため。

人
事
課

　富士宮市人材育成基本方針に
おける「女性職員の活用」の項
では、管理職の役割として「女
性職員は「窓口業務」か「庶務
業務」という意識をなくし、そ
の職位に応じた職責を果たせる
ような業務分担を行う。」と述
べています。業務分担は各課に
おいて決められるものでありま
すが、現在、女性職員に限定し
た業務分担は行われていませ
ん。

人
事
課

【事　業】
女性職員の育成と意識
改革を図るための職員
研修

 あ
　毎年度１回開催する。

　平成２６年度は女性職員育成
講座実施につながるような提案
や希望の記載はありませんでし
た。このことから平成２６年度
も、「女性職員育成講座」の実
施を見送りました。

3204

【施　策】
女性職員の管理職への登
用促進のための意識改革

　女性職員の積極的育成と能力開発が図れる
よう、女性職員が企画する女性職員育成講座
等を開催します。

3203

【施　策】
女性職員の管理職への登
用

　政策･方針決定過程における女性の参画を
推進するため、女性職員の管理職への登用を
促進します。

人
事
課

【事　業】
女性職員の管理職への
登用

う

[目標値]
　男女を問わず能力や実績によ
り選考しているので、具体的な
数値目標は示せない。

　平成２７年３月３１日
付けで、３人の女性管理
職が退職する中で、前年
同数を確保できたため。

　男女を問わず、能力や実績に
応じた管理職登用をより一層進
めていきます。

　男女を問わず、能力、実績に
より選考した結果、管理職とし
て前年より１人増の１８人を登
用しました。

　性別によらず、管理
職の手前の監督職や主
任についても、将来的
な管理職を見据えた人
事異動を実施していき
ます。また、女性が管
理・監督職に登用され
やすい環境の整備（能
力開発・時間外勤務
等）に努めます。

　男女を問わず、能力、実績によ
り選考した結果、管理職として前
年より１人増の１９人を登用しま
した。

　平成２８年３月３１日付け
で、６人の女性管理職が退職
する中で、前年同数を確保で
きたため。

３
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

２
市
役
所
に
お
け
る
女
性
の
職
域
拡
大
と
登
用
促
進

実績による。 　なし 　ニーズの有無に配慮
しながら、女性職員の
声を反映した女性職員
育成講座の企画及び実
施に努めます。
　平成２７年度におい
ては、通信教育のメ
ニューに女性育成講座
を増やしたほか、ニー
ズ以外の部分で、１回
程度女性職員育成講座
を実施します。

　平成２７年３月３１日
付けでは、性別にとらわ
れない職員配置を実施で
きたため。

　男性中心だった部署への女性
職員配置は進んでいるが、ク
レーム対応が多い課などで、配
置後適応できず、配置換えを希
望するケースも見られます。

　管理職のみならず、
監督職（係長）におい
ても女性職員の登用を
進めて、日常的に男女
共同参画の職員意識の
醸成に努めます。ま
た、女性職員の職域拡
大に合わせて、今後も
必要な実務研修等に積
極的に参加させます。

「女性職員活躍推進講座（元市女
性職員による講演）」を実施し、
５８人の女性職員が受講しまし
た。

実績による。
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21 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ-

H24 Ｂ-

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ｂ-

H24 Ｂ-

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 －

H24 －

H25 －

H26 Ａ

H27 ―

メールマガジ登録者以外への
周知が必要であるため

【事　業】
企業や各種団体に対す
る女性の登用状況等の
調査
　　　　　　（随時）

社
会
教
育
課

3302

【施　策】
民間企業や各種団体等に
おける女性の登用状況調
査の実施

　企業や各種団体における、女性の登用状況
等の調査を実施します。

 え

[目標値]
 　平成２７年度までに１回実
施し、回答率を増やし精度を高
めます。

[目標値]
　ポスター･チラシの配布等に
より女性リーダー登用への啓発
を図ります。

平成２６年７月、市内の事業所
２００社（無作為抽出）を対象
に「男女共同参画に関するアン
ケート」調査を実施しました。
回収率53％

実施せず 事業所対象意識調査は平成26
年度に実施、平成27年度は実
施なし。

3301

【施　策】
民間企業や各種団体に対
する女性の登用促進につ
いての情報提供、啓発

　商店街や商工会議所に対して、個人の才能
や個性を生かした女性の登用について、パン
フレットなどを活用した情報提供や啓発に努
めます。

商
工
振
興
課

【事　業】
商店街連盟、商工会議
所への女性の参画につ
いての情報提供

う

　女性の登用状況が掲載されて
いる「女性の政策・方針決定参
画状況調べ（内閣府男女共同参
画局）」を印刷し、窓口に配置
する等、啓発を図りました。

商
工
振
興
課

【事　業】
企業や各種団体に対す
る女性の登用を図るた
めのパンフレット等の
配布

う

[目標値]  ポスター・チラシ及
び広報ふじのみやへの記事掲載
により啓発を図ります。

　女性の登用状況が掲載されて
いる「女性の政策・方針決定参
画状況調べ（内閣府男女共同参
画局）」を印刷し、窓口に配置
する等、啓発を図りました。

　前年度と同様の取り組
みを行った。

3301

【施　策】
民間企業や各種団体に対
する女性の登用促進につ
いての情報提供、啓発

　企業や各種団体に対して、個人の才能や個
性を生かした女性の登用について、パンフ
レットなどを活用した情報提供や啓発に努め
ます。

３
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

３
民
間
企
業
や
各
種
団
体
に
お
け
る
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
支
援

 
　更なる周知方法を検討し、事
業の周知を充実させる。

　各機関から提供され
る情報を積極的に収集
し、企業及び各種団体
に対し情報提供に努め
ます。

　前年度と同様の取り組
みを行った。

 
　更なる周知方法を検討し、事
業の周知を充実させる。

　商店街で活躍してい
る女性などと情報交換
等を実施して継続的に
啓発に努めます。

事業所対象の意識調査の
回収率
Ｈ21：40.5％　　Ｈ26：
53％
53/40.5＝130.9％

調査対象事業所数が少ない（Ｈ
26：200）ので、回収率53％でも
回収数は106。精度を高めるには
調査対象事業所数を増やすこと
も必要。

定期的に調査を実施
し、事業所における男
女共同参画の状況を把
握ていく。
次回調査においては、
調査対象事業所数を増
やすことを検討し、調
査項目の内容精査を行
う。

メールマガジンで女性の管理職の
登用についてのセミナーの案内を
行うなど情報提供や啓発に努め
た。

メールマガジ登録者以外への
周知が必要であるため

メールマガジンを通じて、個人の
才能や個性を生かした女性の登用
について、啓発を図りました。
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22 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

[目標値]
　４グループ

 あ

農
政
課
（

食
の
ま
ち
推
進
室
）

[目標値]
　商店街振興のための各種イベ
ントに協力をしていきます。

商店街振興のための各種イベント
（十六市、吊るし雛等）の周知
や、商店街振興を目的にした商店
街連盟への補助金を交付し、協力
を図りました。

　若手女性リーダーの育成   補助金交付等を通じ
て、商店街振興に取り
組む女性グループを支
援していきます。

前年度と同様の取り組みを
行った。

市の特産品の研究開発にJAふれあ
い市が取り組んだ。また、市の農
業祭をはじめとするイベントに、
出店参加しました。

3303

【施　策】
民間団体における女性グ
ループの支援

　
　男女の固定的な役割分担にとらわれない内
容

前年に引き続き多くの女
性参画ができたため。

なし 今後も継続して女性参
画を支援していきま
す。

 市の特産品の研究開発にＪＡふ
れあい市が取組みんだほか、市
の農業祭をはじめとするイベン
トに、ふれあい市や芝川じゃん
が出展参加しました。また、農
山村振興に芝川じゃん、こみゅ
にてぃ黒門女性部が協力し、特
産品を参加者に提供しました。
う宮茶グランプリには、たべ茶
う会が主体となり参加していま
す。

【事　業】
農業関連の女性グルー
プの活動の支援

商
工
振
興
課

【事　業】
商店街の女性グループ
の活動の支援（駅前通
り商店街・神田商店街
等）

う

3303

【施　策】
民間団体における女性グ
ループの支援

　商店街の振興などに取り組む女性グループ
を支援します。

　商店街振興のための各種イベ
ント（十六市、吊るし雛等）の
周知、その他事業支援を商店街
連盟を通じた補助金交付により
協力を図りました。

　前年度と同様の取り組
みを行った。

３
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

３
民
間
企
業
や
各
種
団
体
に
お
け
る
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
支
援

前年度と同様に取り組みを
行った。
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23 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

H23 Ｂ-

H24 Ｂ-

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ｂ

H24 Ｂ-

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

[目標値]
　農業者研修大会参加人数２０
０人

3402

【施　策】
女性リーダーの育成

　男女の固定的な役割分担にとらわれない内
容

　農業者研修大会を平成２７年
３月２０日に実施した。大会参
加者１０５名の内約５０名女性
の参加があった。
　その他、人・農地プランの審
査会委員１１人のうち４名が女
性委員となっている。

　審査員等農業の女性の
参加は進んでいるが、農
業者研修大会では女性の
発表は富岳館高校の一部
あっため。

　女性就農者が高齢化し減少し
ている。
　新規女性就農者を増やすこと
が課題となっている。女性が就
農しやすい条件の整備が課題と
なり女性就農者は増えていな
い。

農
政
課

【事　業】
農業関連の女性団体に
おける女性リーダーの
育成支援

 あ

3401

商
工
振
興
課

【事　業】
商店街の女性団体にお
ける女性リーダーの育
成支援

[目標値]
　商工会議所等の研修会による
支援・パンフレットの配布等の
実施。

社
会
教
育
課

　前年度と同様の取り組
みを行った。

　若手女性リーダーの育成   補助金交付等を通じ
て、商店街振興に取り
組む女性グループを支
援していきます。

3402

【施　策】
女性リーダーの育成

　商店街の振興などに取り組む女性リーダー
の育成支援に配慮します。

【事　業】
生涯学習指導者一覧表
の更新、活用

う

　商工会議所及び商工会に女性
部があるが、これら部会活動を
通じて、女性リーダーの育成を
図るため、各主体への補助金交
付を通じた支援を行いました。

う

【施　策】
女性の人材情報の充実と
活用

　社会活動の多様な分野で活躍する女性の人
材を発掘し、学習事業へ活用します。

[目標値]  市民の多様な要求に
応えられるよう優れた技術や特
技・専門的な知識などを持った
方を指導者登録銀行というかた
ちで把握し生涯教育の場に役立
ててもらえるよう努力したい。
また、ホームページによる情報
の提供などさらなる周知を計り
ます。

　２４年度より発行部数
が減となったが一定量の
問い合わせはあったた
め。

　事業の周知を充実させ、技術
や知識を持った人材の活用を推
進していきたい。

　ホームページや広報
を通じ、登録銀行の周
知を引き続き行いま
す。

　当一覧表は、2年ごとに作成
し、各教育機関や各公民館等へ
配布し、講演や講座の講師選択
の際に役立ててもらうのがねら
いです。（26年度600部発行）
また登録については、随時受付
けており、最新の情報について
は、市のホームページで提供し
ています。

３
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

４
女
性
の
人
材
育
成
の
支
援

　農業者研修大会など
研修会を通して、新規
就農者など地域農業の
担い手としての女性の
育成・支援に努めま
す。
農業関係の審査会等の
委員に女性を任用する
よう努めます。

平成28・29年度版の一覧表の作成
にあたり、184名が継続登録。
また平成27年度新規登録者19名中
女性は12名の登録申請がありまし
た。

継続登録者は前回発行時より
減となったが、一定の登録・
問い合わせがあったため。

商工会議所及び商工会の女性部の
活動を通じて、女性リーダーの育
成を図るため、各団体へ補助金を
交付し、支援を行いました。

前年度と同様の取り組みを
行った。

農業者研修大会を実施し、女性参
加者は８人であった。発表者９人
の内、女性発表者は４人だった。
　その他、人・農地プランの検討
会委員１１人のうち４人が女性委
員となっている。

検討会等農業関係の女性参加
率は進んでおり、研修大会で
の発表者も増加しているが、
大会への参加者が少なかった
ため。

23



24 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

市
民
生
活
課

自治会役員や市民からの
相談にのりアドバイスを
しています。
性別に関係なく個々の能
力を活かして活動に参加
し地域に貢献している人
が多くいます。

4102

【施　策】
地域活動における男女共
同参画を推進するための
広報、啓発、情報提供

　区長会総会、区長会研修会等の場におけ
る、男女共同参画への理解を深めるための情
報提供や啓発に努めます。
・男女の固定的な役割分担にとらわれない業
務内容
・女性が地域活動への参加がしやすいよう配
慮

【事　業】
区長会総会、区長研修
会等の場における情報
提供や啓発

う

[目標値]
　総会や研修会などで啓発　年
３回

全区長に「第２次富士宮市男女
共同参画プラン後期実施計画
（概要版）」を配布しました。
また、窓口や電話で地域活動に
おける男女共同参画の推進につ
いての相談に対応しています。

社
会
教
育
課

【事　業】
PTA活動、子ども会活動
等における情報提供や
啓発

い

[目標値]  市ＰＴＡ連合会で
は、女性理事の意見を理事会に
反映し、また、母親委員会は意
欲的な活動を展開します。

女性理事の意見を反映し、読書
を通して子供との関わり方を学
ぶための「読書会」を母親委員
会で開催した。読書会は、市民
読書サポーターの講師を招へい
し、２回開催した。読書会に
は、毎回４０人程度の母親が参
加し、本を通しての関わり方に
ついて活発な意見交換を行っ
た。

女性理事の意見を反映し、昨年度
より開催した、「読書会」を研修
委員会が引き継ぎ、開催した。読
書会は、市民読書サポーターの講
師を招へいし、２回開催した。読
書会には、各校ＰＴＡより毎回３
０人程度の母親が参加し、読書を
通しての子供との関わり方につい
て活発な意見交換を行った。

社
会
教
育
課

4102

【施　策】
地域活動における男女共
同参画を推進するための
広報、啓発、情報提供

　PTA活動等における男女共同参画を推進す
るための広報、啓発、情報提供を行います。

【事　業】
男女共同参画センター
利用団体連絡会

4101

【施　策】
男女共同参画団体ネット
ワークづくりの推進

　市民活動等の団体に対し、活動場所や情報
の提供などの支援を行い、ネットワークづく
りを進めます。

 あ

[目標値]  利用団体連絡会は年
２回開催し、ネットワークづく
りを進めるため情報提供などの
支援を行います。

　男女共同参画センター利用団
体の連絡会を年２回開催しまし
た。この他、男女共同参画セン
ターの啓発事業への参画によ
り、意識の高揚及び団体同士の
活動への理解と協力が高まり、
相互に活動への参加や協力が増
えています。

　男女共同参画センター利用団体
の連絡会を年２回開催しました。
この他、男女共同参画センターの
啓発事業への参画により、意識の
高揚及び団体同士の活動への理解
と協力が高まり、相互に活動への
参加や協力が増えています。

利用団体の登録団体数が前年
よりさらに減少し、ネット
ワークの拡大が難しくなって
きているため。

４
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

１
地
域
団
体
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

利用団体の減少でネット
ワークの拡大が難しく
なってきているため。

利用団体の減少よるネットワー
クの縮小化

利用団体の新規加入に
向けた取組を進める。

今年度、初めての事業
のため、事業の目的を
周知することに終始し
た。

母親委員会は、上部機関の機構
改革により今年度で廃止するこ
とになった。今後「読書会」
は、研修委員会で引き続き実施
することにした。

女性理事の意見を大切
にし、読書を通して家
庭教育の充実を図りた
い。

自治会向けの男女共同参画を推
進するための資料や情報が少な
いため、情報収集を積極的に
行っていく必要があります。

地域における男女共同
参画の推進は新たな視
点や多様な発想を生
み、また、より多くの
人材の活用につなふが
るため、啓発に努めて
いきたい。

２年目を迎えた今回の事業で
あるが、事業の目的の新党が
不十分のためか、参加者数が
今一つ伸びなかった。

　全区長に「第２次富士宮市男女
共同参画プラン後期実施計画（概
要版）」を配布しました。
　また、男女共同参画に興味関心
が強い自治会役員に個別に情報提
供を行いました。

　性別に関係なく個々の能力
を活かして活動に参加し地域
に貢献している人が多くいま
す。新聞やインターネット等
で情報収集を行いフォローで
きる体制を整えています。
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25 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｃ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

【事　業】
男女共同参画団体等を
支援するための活動の
場の利用促進と情報提
供

4104

【施　策】
男女共同参画団体等を支
援するための活動拠点の
整備

　団体等の活動を支援するため、男女共同参
画センターを活動の場として提供するととも
に、団体の活動に関する情報提供に努めま
す。

う

気軽に利用できる雰囲気
作りに努め、利用者に男
女共同参画の情報を提供
している。

特定の団体による利用が顕著に
見られ、その結果他来所者の利
用を阻害する場面も見られる。

社
会
教
育
課

誰でも気軽に利用でき
る雰囲気作りに努め、
HPへの掲載、パンフ
レットの作成等によ
り、より多くの市民へ
男女共同参画センター
の利用について情報を
提供します。

[目標値]
　気軽に利用できる雰囲気作り
に努めます。

4103

【施　策】
地域団体における女性の
登用促進

地域団体において、「役職者は男性」といっ
た意識をあらため、女性を積極的に登用する
ように啓発に努めます。

クラブ数の減少もあり女
性会長が１名減となって
いるが女性役員・リー
ダーの育成に取り組んで
おり、３団体で会長を務
めているのでB+とした。

団体数や会員数の減少が活動の
縮小化とならないようにしてい
く必要がある。

団体数や会員数が減少
傾向にあるが、クラブ
内だけでなく地域でも
積極的に活動していっ
てほしい。

利用団体等の打ち合わせの場と
して、団体活動室２の利用促進
を図りました。定期的な打ち合
わせを行う利用団体もある他、
子ども連れの利用団体が効率良
く打ち合わせできるよう、子ど
もが遊べる場所を提供しまし
た。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
老人クラブ等の役員へ
の女性の登用の啓発 う

[目標値]
 地域団体において性別により
意見が反映されないようにしま
す。

市内にある老人クラブ６２団体
のうち　３団体で女性が会長を
務めています。老人クラブの団
体数は昨年度の６６団体から６
２団体へと減少している。

　前年同様の活動内容だった
ため。

[目標値]
　研修会年１回

4103

社
会
教
育
課

【事　業】
子ども会・ＰＴＡ役員
への女性の登用の啓発

い

[目標値]
　女性も積極的に役員に登用
し、その力量を十分発揮できる
よう啓発に努めます。

市
民
生
活
課

4103

【施　策】
地域団体における女性の
登用促進

　子ども会活動において、「役職者は男性」
といった意識をあらため、女性を積極的に登
用するよう啓発します。

子ども会の補助金の申請のあっ
たところの代表者では、１３団
体のうち女性の代表者は、７団
体となっている。女性の代表者
が半数以上であり、大変喜ばし
い結果となっている。今後も見
守って支援していく。

う

【施　策】
地域団体における女性の
登用促進

地域団体の活動において、「役職は男性」と
いったといった意識をあらため、女性の登用
を促進するための啓発に努める。
・男女の固定的な役割分担にとらわれない業
務内容
・女性が地域活動への参加がしやすいよう配
慮

【事　業】
自治会・町内会におけ
る女性の登用の啓発

研修会は開催できなかったが、
静岡県自治会連合会及び、静岡
県自治会連合会東部支部の研修
会で、「男女共同参画の発想で
一歩先行く自主防災活動を」・
「女性の視点からみた地域防災
について」というテーマについ
て研修を受け男女共同参画につ
いての理解を深め地域に持ち
帰ってもらいました。

４
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

１
地
域
団
体
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

研修会を有効に活用し、
男女共同参画についての
理解を深めることができ
たと思います。今後もア
ンテナを高くし研修会等
を有効に活用していきま
す。

自治会の役員は性別は関係なく
地域の実情に合わせて選出され
るべきである。

女性が自治会役員に、
登用されるかされない
かではなく、地域活動
で自分の持っている力
を有効に発揮できるか
どうかが重要である。
今後は自治会からの女
性の役員登用の相談に
対応できるように知識
を習得していく。

子ども会の補助金の申請
のあったところの代表者
では、１３団体のうち女
性の代表者は、７団体と
なっている。女性の代表
者が半数以上であり、大
変喜ばしい結果となって
いるため。

子ども会の代表は、男性、女性
にかかわらず、登用しているの
で、どちらの比が多いとかは問
題ではないと思う。また、逆に
時代的な背景の中で、男性の
リーダーが数なくなることが懸
念される。

子ども会に関しては、
女性が積極的に活動し
始めている。むしろ、
男性も積極的に参加し
ていただくことが望ま
しく、男女の比率とい
うより、子ども会に関
わっていく大人が増え
てほしいと願う。

　研修会は実施できませんでした
が、窓口や電話で地域活動におけ
る男女共同参画の推進についての
相談に対応しました。

　区長・町内会長である夫と
共に窓口に来て、地域の問題
について相談される女性の姿
が見られるようになりまし
た。
　また、自治会活動への関心
が強く、電話で問い合わせを
何度もしてくださる女性もい
らっしゃいます。
　役員ではなくても男女が共
に持てる力を発揮し、より住
みやすい地域づくりに取り組
む姿が日々の業務の中で感じ
とれます。

子ども会の補助金の申請のあった
ところの代表者では、１５団体の
うち女性の代表者は、８団体と
なっている。女性の代表者が半数
以上であり、大変喜ばしい結果と
なっている。今後も見守って支援
していく。

子ども会代表は男女比率がほ
ぼ半々になっており、男女問
わず子ども会への積極的な参
加をしていただいている現状
であるため。

　市内にある富士山シニアクラブ
６４団体のうち、３団体で女性が
会長を務めている。富士山シニア
クラブの団体数は、６２団体から
６４団体と増加している。

利用団体等の打ち合わせの場とし
て、団体活動室２の利用促進を図
りました。定期的な打ち合わせを
行う利用団体もある他、子ども連
れの利用団体が効率良く打ち合わ
せできるよう、子どもが遊べる場
所を提供しました。

気軽に利用できる雰囲気作り
に努め、ホームページ、掲示
物、チラシ等により利用者に
男女共同参画の情報を提供し
ている。
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26 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 B

市
民
生
活
課
（

交
通
対
策
室
） あ

危
機
管
理
局

市
民
生
活
課

【事　業】
活動しやすい環境づく
りへの情報提供

 あ

[目標値]
 市民活動を行っている団体へ
の情報提供を行う

　相談会開催の周知は
図ったが、相談件数は増
えなかったたため、Bと
評価した。

　市民活動を行っている団体の
ニーズを把握する必要がある。

4202

【施　策】
地域の市民活動を進める
ための情報提供・相談体
制の充実

・HPや広報誌での地域活動に則した情報の提
供

4201

【施　策】
地域の安全活動等におけ
る男女共同参画の推進

・交通安全教室を富士宮警察署交通安全指導
員（女性）の企画により実施
・幼児交通教室を、園児の母親と富士宮警察
署交通安全指導員（女性）の企画により実施

小学校交通安全教室の開催
市内小学校において、交通安全
協会富士宮地区支部交通安全指
導員（女性）の企画に基づく交
通教室を実施し、小学生の交通
安全に対する意識の啓発を図れ
ました。
実施校：２２校（市内全小学
校）、１０７回

幼児交通安全クラブ活動の実施
市内の私立幼稚園に通う園児の
母親と交通安全協会富士宮地区
支部交通安全指導員（女性）の
企画に基づき、交通安全教室を
実施し、園児の交通安全に対す
る意識の啓発を図れました。
実施幼稚園：１４園（市内私立
幼稚園）、２５回

【事　業】
総合防災訓練、地域防
災訓練、防災施設・資
機材の整備

う

[目標値]
自主防災会長へ訓練依頼文によ
り女性の参画について依頼
年２回（総合防災訓練、地域防
災訓練）

【事　業】
交通安全教室・幼児交
通安全クラブ

[目標値]
小学校１８校、
幼稚園１０園

4201

【施　策】
地域の安全活動等におけ
る男女共同参画の推進

・地域において、男女ともに参加しやすい防
災訓練が実施されるよう、努めます。
・地域における防災訓練の実施や、資機材の
整備、備蓄品について女性の意見を収集し、
施策に反映するよう努めます。

　総合防災訓練及び地域
防災訓練の参加総数（５
１，２６２人）に対し
て、女性の参加総数（１
７，７８６人）が約３
５％あったこと、女性の
訓練参加人数目標値２万
人に対して、実参加者が
約８９％あったことから
Ｂ＋と評価した。

・自主防災会は、自治活動の一
環であるため、強制力がない。
・地域によって温度差があり、
啓発が難しい。

４
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

２
地
域
の
一
員
と
し
て
の
地
域
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　訓練（年２回）の重点項目と
して、「女性の参画」について
記載した依頼文を作成し、訓練
の前に自主防災会長へ送付し
た。また、平成２５年度まで
は、女性の参画に関する数値を
取っていなかったが、本年度か
ら把握することにした。
結果
・総合防災訓練
参加総数：２５,１５２人
（内女性:９，２５３人）
・地域防災訓練
参加総数：２６，１１０人
（内女性：８，５３３人)
＊平成２６年１２月２５日現在

　平成26年4月に開設した富士宮
駅前交流センターきららで、
「ＮＰＯ・市民活動相談会」を
毎月２回以上開催。
　チラシやＥメールにて、市内
のＮＰＯをはじめ市民活動団体
へ相談会開催の周知を図った。

　訓練（年２回）への
女性の参画依頼文の送
付のみならず、避難所
運営連絡会、災害時地
域リーダー研修会、出
前講座等において、更
なる啓発を実施する。
なお、訓練（年２回）
への女性の参加人数の
目標を２万人とする。

目標値を達成し、全小学
校、私立幼稚園で開催で
きているため。

幼稚園児、小学生が交通安全に
ついて、より一層理解を深める
ことができるよう啓発内容を工
夫する。

市内の交通状況を鑑
み、幼稚園児、小学生
を通じて家庭において
交通安全について考え
る機会を提供する。

　引き続き、市内のＮ
ＰＯ法人や市民活動団
体へ相談会の周知を図
るとともに、交流会等
を開催し、地域の市民
活動を進めるための情
報提供や相談体制を充
実していく。

　総合防災訓練及び地域防災
訓練の参加総数（４９，０７
４人）に対して、女性の参加
総数（２０，７９８人）が約
４２．４％あったこと、女性
の訓練参加人数目標値２万人
に対して、実参加者が２０，
７９８人あり、目標値を上
回った（約１０４％）ことか
らＡ評価とした。

小学校交通安全教室の開催
市内小学校において、交通安全協
会富士宮地区支部交通安全指導員
（女性）の企画に基づく交通教室
を実施し、小学生の交通安全に対
する意識の啓発を図れました。
実施校：２２校（市内全小学
校）、１１５回

幼児交通安全クラブ活動の実施
市内の私立幼稚園に通う園児の母
親と交通安全協会富士宮地区支部
交通安全指導員（女性）の企画に
基づき、交通安全教室を実施し、
園児の交通安全に対する意識の啓
発を図れました。
実施幼稚園：１４園（市内私立幼
稚園）、２５回

目標値を達成し、全小学校、
私立幼稚園で開催できている
ため。

富士宮駅前交流センターきらら
で、「ＮＰＯ・市民活動相談会」
を毎月２回以上開催。
　チラシやＥメールにて、市内の
ＮＰＯをはじめ市民活動団体へ相
談会開催の周知を図った。

相談会開催の周知は図った
が、相談件数は増えなかった
たため、Bと評価した。

　訓練（年２回）の重点項目とし
て、「女性の参画」について記載
した依頼文を作成し、訓練の前に
自主防災会長へ送付した。また、
平成２５年度までは、女性の参画
に関する数値を取っていなかった
が、平成２６度から把握すること
にした。
結果
・総合防災訓練
参加総数：２０,９７８人
（内女性:８，７３１人）
・地域防災訓練
参加総数：２８，０９６人
（内女性：１２，０６７人)
＊平成２８年３月２５日現在
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27 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 －

H24 Ｂ+

H25 －

H26 Ｂ+

H27

 え

[目標値]
　隔年開催であるが、情報交換
を密にして、ネットワーク作り
を進めます。

実施せず 平成27年度は実施なし。（以
後の開催未定）

4203

【施　策】
地域における女性グルー
プの支援と交流促進

　女性や女性団体の活動の一環として、近江
八幡市女性団体との交歓事業を通じた女性の
ネットワーク作りを推進します。

社
会
教
育
課

【事　業】
近江八幡市女性団体と
の交歓事業
            （隔年）

近江八幡市の女性団体と
情報交換や交流を図るこ
とができたため。

両市の女性団体とも、構成員数
の減少、高齢化などに伴い、事
業の継続が難しくなりつつあ
る。

社
会
教
育
課

【事　業】
地域文化をほりおこす
市民のつどい

う

[目標値]
　必要な支援を行ないます。

富士宮市地域女性連絡会
の主体性を尊重しつつ、
必要な支援を行うことが
できたため

富士宮市地域女性連絡会が、社会
教育指導員の支援のもと、「地域
文化をほりおこす市民のつどい」
を企画・運営しました。
平成28年3月6日
大型紙芝居「富士山本宮浅間大
社」の制作発表、
上野演劇サークル　チョンマの会
による演劇上演
参加者：350人4203

【施　策】
地域における女性グルー
プの支援と交流促進

　地域文化をほりおこす市民のつどいなど、
地域における女性グループの活動発表を支援
し、女性グループ間の交流を促進します。

4202

【施　策】
地域の市民活動を進める
ための情報提供・相談体
制の充実

　
　男女の別なく相談できるよう各種相談事業
を実施します。

なし 今後も、引き続き支援
を行う。

市
民
生
活
課

【事　業】
市民生活課の各種相談
事業

 あ

[目標値]
　各種相談窓口の周知を図り、
気軽に相談できる窓口を目指し
ます。

４
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

２
地
域
の
一
員
と
し
て
の
地
域
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進

「広報ふじのみや」のカレン
ダーに各種相談時間の案内を掲
載。
県で開催される交通事故相談研
修、県司法書士会で開催される
法律相談研修、また消費生活相
談では国民生活センターで開催
される研修などに積極的に参加
し、身近な市民の相談に対応で
きるようスキルアップの向上に
努めました。
　また、市民生活課内の消費生
活センターと市民相談員が連携
し相談体制の充実を図りまし
た。

富士宮市地域女性連絡会が、社
会教育指導員の支援のもと、
「地域文化をほりおこす市民の
つどい」を企画・運営しまし
た。
平成27年3月8日
大型紙芝居「富士山と山宮浅間
神社」の制作発表、
朗読俳優・小口ゆい さんの講演
会
参加者：311人

Ｈ26.6.13～6.14
近江八幡市にて
富士宮市・近江八幡市女性交歓
会を実施した。

毎月「広報ふじのみや」
を利用し、各種相談窓口
の周知を図ることができ
た。また、研修会にも積
極的に参加し相談体制の
充実を図ることができた
ため、Ａ判定とした。

今後も多様化、複雑化する市民
相談に対応できるよう研修等を
活用し、相談員同士の連携もと
りながら相談体制の充実。

今後も多様化、複雑化
する市民相談に対応で
きるよう研修等を活用
し、相談員同士の連携
もとりながら相談体制
の充実を図ります。
　また、各種相談窓口
の周知をより一層努め
ます。

両市で、事業を今後ど
のように展開していく
かを協議していく。

「広報ふじのみや」のカレンダー
に各種相談時間の案内を掲載。
県で開催される交通事故相談研
修、県司法書士会で開催される法
律相談研修、また消費生活相談で
は国民生活センターで開催される
研修などに積極的に参加し、身近
な市民の相談に対応できるようス
キルアップの向上に努めました。
　また、市民生活課内の消費生活
センターと市民相談員が連携し相
談体制の充実を図りました。

毎月「広報ふじのみや」を利
用し、各種相談窓口の周知を
図ることができた。また、研
修会にも積極的に参加し相談
体制の充実を図ることができ
たため、Ａ判定とした。

富士宮市地域女性連絡会の主
体性を尊重しつつ、必要な支
援を行うことができたため
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ-

H24 Ｂ-

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 －

H24 －

H25 Ａ

H26 －

H27

H23 Ａ

H24 Ｃ

H25 Ｃ

H26 －

H27

H23 －

H24 －

H25 －

H26 Ａ

H27

社
会
教
育
課

【事　業】
事業所における男女共
同参画調査（随時）

 え

[目標値]
　平成２７年度までに１回実施
し、回答率を増やして精度を高
めます。

平成２６年７月、市内の事業所
２００社（無作為抽出）を対象
に「男女共同参画に関するアン
ケート」調査を実施しました。
回収率53％

定期的に調査を実施
し、事業所における男
女共同参画の状況を把
握ていく。
次回調査においては、
調査対象事業所数を増
やすことを検討し、調
査項目の内容精査を行
う。

5102

【施　策】
企業における男女共同参
画の調査

　事業所における男女共同参画の状況を把握
するため、調査を実施します。

【事　業】
外国人就労調査（随
時）

 え

[目標値]
　市民課の外国人登録原票を閲
覧・集計し外国人就労状況を把
握します。

事業所対象の意識調査の
回収率
Ｈ21：40.5％　　Ｈ26：
53％
53/40.5＝130.9％

調査対象事業所数が少ない（Ｈ
26：200）ので、回収率53％でも
回収数は106。精度を高めるには
調査対象事業所数を増やすこと
も必要。

商
工
振
興
課

5101

【施　策】
労働条件に関する情報の
啓発、収集及び対応

　市内に在住している外国人の労働実態を把
握するため、就労状況を調査します。

商
工
振
興
課

[目標値]
　企業訪問の実施

外国人対策等に関する目的で照
会があった場合に随時調査また
は5年に1回調査している。
平成26年度は調査実施年でな
く、また、照会もなかったた
め、調査を行いませんでした。

　
　企業訪問は3年に1度実
施しており、平成25年度
に実施したため、平成26
年度は実施なし

　
　訪問企業の選定や聴取事項の
見直し

　
　3年に1度の企業訪問
や通常業務の中で企業
を訪問する中で情報収
集を図ります。

　
　市内主要企業100社の企業訪問
は3年に1度実施しており、平成
25年度に実施したため、平成26
年度は実施なし

市内主要企業100社の企業訪問は3
年に1度実施しており、平成25年
度に実施したため、平成27年度は
実施なし。

企業訪問は3年に1度実施して
おり、平成25年度に実施した
ため、平成27年度は実施な
し。

商
工
振
興
課

5101

【施　策】
労働条件に関する情報の
啓発、収集及び対応

　企業の現場を知ることや、企業の経営者等
との交流を目的として、企業を訪問し、労働
条件など雇用についての情報を収集する。

【事　業】
市内企業訪問（随時）

 え

5101 【事　業】
男女雇用機会均等法の
啓発（厚生労働省、静
岡労働局のパンフレッ
ト配布）

う

[目標値]
　ポスター･チラシ及び広報ふ
じのみやへの記事掲載により啓
発を図ります。

厚生労働省・静岡労働局パンフ
レットの配架を行い「男女雇用機
会均等法」についての啓発に努め
ました。

前年度と同様の取り組みを
行った。 　厚生労働省・静岡労働局のパ

ンフレットの配架を行い「男女
雇用機会均等法」についての啓
発に努めました。

【施　策】
労働条件に関する情報の
啓発、収集及び対応

　厚生労働省・静岡労働局のパンフレットの
配布や広報ふじのみやへの掲載を通じて「男
女雇用機会均等法」についての啓発に努めま
す。

５
就
労
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推
進

１
男
女
均
等
な
雇
用
機
会
と
待
遇
の
確
保
の
推
進
・
啓
発

　前年度と同様の取り組
みを行った。

 
　更なる周知方法を検討し、事
業の周知を充実させる。

　厚生労働省や静岡労
働局のパンフレットを
活用し今後も啓発をし
ます。

平成26年度は調査実施年
でなく、また、照会もな
かったため

平成24年7月に外国人登録法が廃
止され外国人登録原票での調査
が不可能になったため、新たな
調査方法を検討する必要があ
る。

新たな調査方法を検討
し、外国人の就労状況
の把握に努めます。

外国人対策等に関する目的で照会
があった場合随時調査または5年
に1回調査している。
平成27年度は調査実施年ではな
く、また、照会もなかったため、
調査を行いませんでした。

平成27年度は調査実施年では
なく、照会もなかったため。

実施せず 事業所対象意識調査は平成26
年度に実施、平成27年度は実
施なし。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 A

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

商
工
振
興
課[目標値]

　新規学卒者を重点に雇用の安
定確保を推進する。市から雇用
対策協議会に対し負担金を支払
う。

　関係機関で組織する雇用対策
協議会活動の推進に努め、地元
企業見学会(高校生47名参加）や
高校生対象の就職ガイダンスの
開催等を行った。

　前年度と同様の取り組
みを行った。

　事業の内容を充実させ、今後
も就業支援を図っていく。

　今後も補助金交付等
を通じて雇用対策協議
会の活動を支援しま
す。

商
工
振
興
課

5202

【施　策】
就業機会に関する情報の
提供と就労の支援

　地域産業と学校等との交流事業を実施し、
新規学卒者などへの就職情報の提供に努めま
す。

【事　業】
富士宮地区雇用対策協
議会を中心とした新規
学卒者などの雇用の確
保

う

5202

【施　策】
就業機会に関する情報の
提供と就労の支援

【事　業】
内職相談事業

 あ

[目標値]
　家内労働の安定に資するた
め、内職相談員を配置し、内職
の斡旋を行う。毎週月・木曜
日、市民相談室にて開設。

　事業の周知を充実させ、一層
の就業支援を図っていく。

　今後も内職相談員を
配置し、内職相談事業
を継続します。

　家内労働の安定に資するため、
内職相談員を配置し、毎週月・木
曜日に市民相談室にて内職の斡旋
を行いました。
相談件数　　261件
斡旋件数　　86件
（平成28年2月時点）

う

[目標値]
　地域経済の発展及び労働力需
要の拡大を図るため、積極的な
企業誘致活動を実施します。

　家内労働の安定に資するた
め、内職相談員を配置し、毎週
月・木曜日に市民相談室にて内
職の斡旋を行いました。
相談件数　　298件
斡旋件数　　150件
（平成27年2月時点）

　富士山南陵工業団地に
進出した企業2社が操業
を開始し、市内雇用者の
増加が図られた。

　富士山南陵工業団地の残り6区
画の完売に向けて、引き続き県
や売主の大成建設㈱と協力して
企業誘致活動を行う。

　
 毎年相談件数、斡旋件
数とも堅調な利用状況と
なっている。

　内職相談員による、就業に関する相談事業
を推進します。

5201

【施　策】
就業機会の拡大促進

　地域経済の発展及び労働力需要の拡大に伴
う女性の雇用を促進するため企業誘致活動を
促進します。

商
工
振
興
課

　平成26年度については富士山
南陵工業団地に進出した企業2社
が操業を開始し、市内雇用者の
増加が図られました。

　今後も積極的な企業
誘致活動を実施しま
す。また、地元企業に
対しても企業留置策を
講じます。

【事　業】
企業誘致活動と誘致に
伴う女性の雇用促進

５
就
労
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推
進

２
男
女
の
雇
用
機
会
の
拡
大

平成27年度については富士山南陵
工業団地で新たに3区画がについ
て契約し、来年度以降の操業開始
がが見込まれることから、市内の
女性の雇用者の増加が期待でき
る。

富士山南陵工業団地で新たに3
区画が売約済みとなり、市内
の女性の雇用者の増加が見込
まれるため。

 内職求人をする事業者が減少
しており、斡旋件数が減少し
ている。

関係機関で組織する雇用対策協議
会活動の推進に努め、地元企業見
学会(高校生90名参加）や高校生
対象の就職ガイダンスを行った。

前年度と同様の取り組みを
行った。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 B

【事　業】
働く人の労働安全衛生
講座

「こころサポーター講座」を平
成26年10月31日（金）市役所710
会議室で健康増進課と共同で行
い、約60名の参加がありました。
参加者の約3割強は女性でした。 商

工
振
興
課

 あ

[目標値]
　平成２３年9月下旬市役所会
議室にて開催する。予定人数５
０人。

【事　業】
厚生労働省、静岡労働
局、21世紀職業財団の
パンフレットの配布

う

[目標値]
　ポスター･チラシ及び広報ふ
じのみやへの記事掲載により啓
発を図ります。

5301

【施　策】
労働知識の啓発及び学習
機会の充実

　充実した職業生活が送れるよう、職業生活
における労働安全衛生に関する講座を開催し
ます。
　募集は男女区別なく行います。

5301

【施　策】
労働知識の啓発及び学習
機会の充実

　充実した職業生活が送れるよう、労働に関
する権利や法律・制度などに関するパンフ
レットを使って労働知識を啓発します。

商
工
振
興
課

　ポスター、チラシの配布によ
り労働知識の啓発を行いまし
た。
　また、雇用対策協議会で作成
した労働に関する権利や法律、
制度等をまとめた「労働ハンド
ブック」を窓口に配置しまし
た。

５
就
労
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推
進

３
女
性
の
職
業
意
識
の
向
上
と
能
力
発
揮
の
支
援

　前年度と同様の取り組
みを行った。

　事業の周知を充実させ、一層
の就業支援を図っていく。

　労働者のニーズ、傾
向を把握し、その時々
にあった内容のものを
開催するよう心がけま
す。

　ほぼ予定通りの参加者
数であり、アンケート結
果も良好な回答がほとん
どであった。

　講座の内容を精査し、より効
果のある内容を実施する。

　労働者のニーズ、傾
向を把握し、その時々
にあった内容のものを
開催するよう心がけま
す。

ポスター、チラシの配布により労
働知識の啓発を行いました。
　また、雇用対策協議会で作成し
ている労働に関する権利や法律、
制度等をまとめた「労働ハンド
ブック」の改訂作業を行い窓口に
配置しました。各種事業において
活用いたしました。

前年度と同様の取り組みを
行った。

「富士宮市の健康状態〜健康診断
と生活習慣〜」を平成27年10月8
日（木）市役所特大会議室で健康
増進課と共同で行い、約40名の参
加がありました。参加者の約２割
弱は女性でした。

　ほぼ予定通りの参加者数で
あり、アンケート結果も良好
な回答がほとんどであった。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ-

H24 Ｂ-

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ

[目標値]
　対象者のニーズに配慮した講
座を実施します。

【事　業】
女性の再雇用制度の広
報啓発

う

[目標値]
　ポスター･チラシ及び広報ふ
じのみやへの記事掲載により啓
発を図ります。

5401

社
会
教
育
課

【事　業】
再就職のためのパソコ
ン講座

う

商
工
振
興
課

5402

【施　策】
再就職のための学習機会
の提供

　再就職に必要な、職業技術を習得するた
め、パソコンに関する学習機会を提供しま
す。

仕事に活かすパソコン講座を３
回開催しました。
内訳は、ワード講座（１０月開
催）、エクセル講座（１１月開
催）、パワーポイント講座（託
児付き、２月開催）です。

【施　策】
女性再雇用制度の普及促
進

　女性の再雇用制度について、パンフレット
や広報誌、地方紙等に掲載することによって
啓発を図ります。

　子育て世代の女性等を対象と
した個別相談窓口「しずおか
ジョブステーション東部」の事
業内容について、当該事務所の
チラシを窓口に配置しました。

　前年度と同様の取り組
みを行った。

　関係機関と情報交換を行い、
効果的な周知を実施する。

５
就
労
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推
進

４
女
性
の
再
就
職
に
向
け
て
の
支
援

　今後もしずおかジョ
ブシテーション東部と
連携し、チラシ等を活
用し啓発します。

参加者数は微減であっ
が、参加者の満足度が高
かったため。

より多くの子育て中の女性がパ
ソコン講座に参加できるよう、
託児付きの講座を拡大したい。
しかし、託児ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ謝礼にかか
る予算増額が認められず、託児
付き講座を拡大できない。

引き続き、対象者に
ニーズに配慮した仕事
に活かすパソコン講座
の充実を図ります。
託児ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ謝礼にかか
る予算増額を要求して
いく。

　子育て世代の女性等を対象とし
た個別相談窓口「しずおかジョブ
ステーション東部」の事業内容に
ついて、当該事務所のチラシを窓
口に配置しました。

前年度と同様の取り組みを
行った。

仕事に活かすパソコン講座を３回
開催しました。
内訳は、エクセル講座（１０月開
催）、ワード講座（１１月開
催）、パワーポイント講座（託児
付き、２月開催）です。

参加者数が減少し、再就職が
目的ではない参加者も少なく
ないため。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｃ

H24 Ｃ

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ｃ

H24 Ｃ

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ｂ

農
政
課

【事　業】
家族経営協定の促進

 あ

[目標値]
　夫婦間協定締結数
１５件

女性の農業経営における地位向上
のため、家族経営協定の締結推進
を図り、４件増加した内２件が女
性参加の締結となった。

　家族経営協定の認知度が低
い。

5501

【施　策】
農業や商工業等自営業に
従事している女性の経営
参画を促進するための啓
発

　男女の固定的な役割分担にとらわれない内
容

5501

【施　策】
農業や商工業等自営業に
従事している女性の経営
参画を促進するための啓
発

　農業や商工業等、自営業における女性の役
割を適正に評価するとともに、女性が自らの
意思によって経営に参画できるよう、家族経
営協定について啓発します。

女性の農業経営における地位向
上のため家族経営協定の締結推
進を図り、前年度末協定数を上
回る協定累計となっている。
累計２７件

　協定数が目標値を上
回ったため。

商
工
振
興
課

【事　業】
女性の経営参画の促進

う

[目標値]
　ポスター･チラシ及び広報ふ
じのみやへの記事掲載により啓
発を図ります。

  農産漁村男女共同参画推進協
議会で発行している冊子を窓口
に配置し、啓発を図りました。

農産漁村男女共同参画推進協議会
で発行している冊子を窓口に配置
し、啓発を図りました。

商
工
振
興
課

【事　業】
家内労働法の啓発

う

[目標値]
　厚生労働省等のパンフレット
で啓発を図ります。

　関係機関と情報交換を行い、
効果的な周知を実施する。

前年度と同様の取り組みを
行った。

5501

【施　策】
農業や商工業等自営業に
従事している女性の経営
参画を促進するための啓
発

　農業や商工業等、自営業において重要な役
割を果たしている女性の労働を評価するた
め、家内労働法の啓発に努めます。

　前年度と同様の取り組
みを行った。

　家内労働者は通常自宅を作業
場として一人または同居の家族
とともに作業を行い、その労働
に対して工賃を受け取る人を言
うが、家内労働法の規定によ
り、帳簿を備え付けなければな
らない等、様々な義務が規定さ
れているため、厚生労働省ホー
ムページに掲載されている「家
内労働法の概要」を印刷し、窓
口に配置しました。

　家内労働者は通常自宅を作業場
として一人または同居の家族とと
もに作業を行い、その労働に対し
て工賃を受け取る人を言うが、家
内労働法の規定により、帳簿を備
え付けなければならない等、様々
な義務が規定されているため、厚
生労働省ホームページに掲載され
ている「家内労働法の概要」を印
刷し、窓口に配置しました。

５
就
労
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推
進

５
農
業
や
商
工
業
等
自
営
業
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

  家内労働法の啓発の
ため、窓口等での配布
を続けます。

　前年度と同様の取り組
みを行った。

 
　更なる周知方法を検討し、事
業の周知を充実させる。

　今後もポスター、チ
ラシ等を活用し啓発を
続けます。

　農業経営への女性の
地位向上を目指し、家
族経営協定の締結推進
を図ります。

前年度と同様の取り組みを
行った。

目標地に到達できなかったた
め。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ａ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

社
会
教
育
課

【事　業】
家庭教育学級リーダー
講座

 あ

[目標値]  年４回の家庭教育学
級リーダー講座を開設する。一
回の講座に８０人以上の参加者
を招聘できるように呼びかけを
工夫します。

　リーダーを対象とした講座実施
回数は年６回、講話が３回、グ
ループワーク１回、施設見学が２
回となっている。
　バス利用等、定員が２４名と限
られている講座を除くと、一講座
当たり、８０人弱の参加があっ
た。
　参加予定であっても、子供の体
調等で参加できない受講生も多
かった。
　参加した受講生からは、満足の
いく講座であったとの声が多かっ
た。

　講座数は計画通りであった
が、参加人数が僅かに予定数
に届かなかったことが主たる
要因である。

　今後を見据えて講座の実施
時期や講座内容の見直しが求
められる。

6101

【施　策】
家庭教育に関する学習機
会の提供

　家庭教育学級リーダーとしての資質を高め
るためのリーダー講座で、男女共同参画の視
点を養うための学習を推進します。

6101

【施　策】
家庭教育に関する学習機
会の提供

　リーダーを対象とした講座実
施回数は年５回（台風による中
止１回）、講話が３回、グルー
プワーク１回、施設見学が１回
となっている。
　家庭教育学級の構成は女性が
殆どであり、男性は数人に過ぎ
ない。
　講座で得たことを家庭に持ち
帰り、父母が協力して実践する
姿が見られた。

　講座数、参加人数の減
少が主たる要因である。
　今後を見据えて、講座
内容の見直しが求められ
る。

　講座の参加定員が限られ、全
員が参加するということが困難
である。
　仕事を持っている方が多く、
講座の期日、開催時間の関係
で、休暇をとって参加してい
る。
　男性の直接参加は殆ど無いの
で、間接的に内容を伝えていく
ように、投げかけていく必要が
ある。

　参加して良かったと
いえる様に内容を一層
充実させていく。
　家庭の中で、偏るこ
と無く、男女協力して
取り組むよう意識付け
していく。
　講座に参加すること
で、自分が成長すると
ともに、実践に取り組
む中で男女区別なく大
勢の方を引き込んでい
くようにする。

社
会
教
育
課

【事　業】
家庭教育学級

 あ

[目標値]  公民館・地域学習セ
ンター１０会場、幼稚園１０会
場、小学校１６会場、中学校１
０会場、小中合同２会場におい
て年間平均７講座以上開設しま
す。

　講座実施回数が、目標値の7
回に達したが主たる要因であ
る。
　今後は、講座数とともに、
講座内容の改善が求められ
る。

　家庭教育に関する学習事業の開催時間や内
容等を改善し、夫婦や男性を対象とした学習
機会の提供に努めると共に、男女共同参画の
視点を養うための学習を推進します。

　幼児家庭教育学級
　７公民館・２地域学習セン
ター
　６４講座開講

　講座実施回数は年6.6回
　家庭教育学級の構成は女性が
殆どであり、男性は数人に過ぎ
ない。
　講座で得たことを家庭に持ち
帰り、父母が協力して実践する
姿が見られた。

　防災対策講座や家庭の
コミュニケーションを促
進する講座の開講によ
り、家庭や家族に対する
意識を高めることに繋
がったため。

　幼児家庭教育学級
　７公民館・２地域学習センター
　６４講座開講

父親の参加する子育ての仕方
や読み聞かせの講座の開講に
より、家庭や家族に対する意
識を高めることにつながった
ため。

　講座実施回数は年7.0回
　構成人数や各学級の実態によ
り、７講座の実施が困難な状況に
ある家庭教育学級もあった。
　各学級の構成は女性が殆どであ
り、男性が０のところもあった。
　父母が協力して取り組める内容
を講座に盛り込むことで、受講し
たことを家庭に持ち帰り、父母が
協力して実践する姿が見られた。

6101

【施　策】
家庭教育に関する学習機
会の提供

　家庭教育に関する学習事業の開催時間や内
容等を改善し、夫婦や男性を対象とした学習
機会の提供に努めるとともに、男女共同参画
の視点を養うための学習を推進します。

社
会
教
育
課

【事　業】
幼児家庭教育学級

い

[目標値]
　開催時間や内容等を改善し、
男女共同参画の視点を養うため
の学習を推進します。

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

１
家
庭
に
お
け
る
家
事
・
子
育
て
・
介
護
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供

　参加者のニーズにもよるが、
趣味の講座としての側面が強く
なっている学級がある。

　一時託児付きの講座
や教室等を続けて開催
します。

　講座数が、目標値を達
成できなかったことが主
たる要因である。
　今後を見据えて、講座
数とともに、講座内容の
見直しが求められる。

　講座数にこだわらず、質の向
上を図る。男女及び子どもの参
加できる講座を増やしていく。
　仕事を持っている方が多く、
講座の期日、開催時間の関係
で、休暇をとって参加している
学級生が多い。
　男性の直接参加は少ないが、
気楽に参加できるように投げか
けを工夫する学級は多い。

　参加して良かったと
いえる様に内容を一層
充実させていく。
　だれでも参加できる
ように、活動内容、設
定期日を工夫する。
　講座に参加すること
で、自分が成長すると
ともに、実践に取り組
む中で男女区別なく大
勢の方を引き込んでい
くようにする。
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34 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

H23 Ｃ

H24 Ｃ

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ｂ-

H24 Ｂ-

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

人
事
課

【事　業】
育児・介護休業制度の
普及啓発

い

[目標値]
　男性職員の育児休業の取得を
実現します。

6102

【施　策】
家庭生活とその他の生活
を両立するための情報提
供の充実

　家庭生活と職業生活その他の活動との両立
に必要な、育児･介護休業制度の利用促進の
ための啓発に努めます。

6102

【施　策】
家庭生活とその他の生活
を両立するための情報提
供の充実

平成２６年度において、男性職
員で育児休業を取得した者は一
人もいませんでした。

実績による。 　制度の周知とともに、男性職
員が育児休業を取得しやすい環
境づくりが必要と考えます。

　今後特定事業主行動
計画を策定していく中
で、育児休業等の制度
や市の取得目標等につ
いても、職員に周知し
ていきます。

商
工
振
興
課

【事　業】
育児・介護休業制度の
普及啓発

う

[目標値]  現制度については周
知されているので、制度の新設
や改正があったときに、通知等
により利用促進のための啓発を
行ないます。

　静岡県労働政策課と協力し、
実施内容を充実させる。

　今後も積極的に啓発
します。また制度の新
設、改正があったとき
は、市内企業に通知等
により啓発を行いま
す。

[目標値]
　保育園の入園案内、保育料等
の情報を市のホームページ、広
報に掲載します。

　家庭生活と職業生活その他の活動との両立
に必要な、育児･介護休業制度の利用促進の
ための啓発に努めます。

市ホームページ、広報等に保育
園の入園案内、保育料の情報を
掲載。保育等に関する情報提供
ができた。

　休暇制度等各種の労働相談を
請け負うライフサポートセン
ターについて、広報ふじのみや
及びチラシの窓口配置をし、啓
発を図りました。

入園案内、保育料等の情
報をホームページ、広報
で利用する人は多く喜ば
れている。

継続して情報発信して
いく。

　前年度と同様の取り組
みを行った。

6102

【施　策】
家庭生活とその他の生活
を両立するための情報提
供の充実

　保育園の入園案内、保育料等の情報を市の
ホームページ、広報に掲載します。

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
保育情報の広報、ホー
ムページへの掲載

う

なし６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

１
家
庭
に
お
け
る
家
事
・
子
育
て
・
介
護
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供

市ホームページ、広報等に保育園
の入園案内、保育料の情報を掲載
し広く情報提供ができた。

インターネット等により知り
たい情報を検索することが一
般的になり、子育てに関する
情報を広く配信できたため。

休暇制度等各種の労働相談を請け
負うライフサポートセンターにつ
いて、広報ふじのみや及びチラシ
の窓口配置をし、啓発を図りまし
た。

　前年度と同様の取り組みを
行った。

　平成２７年度において、男性職
員で育児休業を取得した者は一人
もいませんでした。

実績による。

34



35 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
子育て講座・講演会

う

[目標値]
　世代間交流事業、育児講座、
異年齢児交流事業等を実施しま
す。

6103

【施　策】
子育て講座・講演会の開
催

　公立及び私立保育園で、子育てに関する講
座を開催します。

6103

【施　策】
子育て講座・講演会の開
催

公立１３園、私立７園で随時
に、園児の保護者に対して実施
しました。

子育てに対する不安や疑
問を解消するに役立っ
た。

もっと広く参加者を募って実施
すること。

継続して子育てに関す
る講座を実施してい
く。

社
会
教
育
課

【事　業】
カウンセリング講座

う

[目標値]
　子育てに接する指導者や保護
者に幅広く参加してもらい、育
児を円滑に進められるようにし
ます。

子育てに生かすことのできるカ
ウンセリング講座の男性の割合
を、少しでも高めたい。ただ、
少しでも多くの人に受けていた
だければということで、男性、
女性に限らず募集している。特
に男性に参加していただきたい
講座というより、参加者を多く
したいというのが、現状であ
る。

子育ては、男性も積極
的に関わってほしいの
で、男性にも参加を促
せるような魅力ある講
座としたい。ただし、
男性をターゲットにし
すぎて、参加者が減る
ことは避けたい。

[目標値]
　女性が家庭と仕事の両立に必
要な育児支援等の情報を積極的
に配信します。

　子育てに接する保護者や指導者が指導のあ
り方や正しい子どもの理解の仕方を学ぶため
にカウンセリング基礎講座を行う。幅広い層
の人に参加してもらうよう広報を工夫しま
す。

健康増進課・中央図書館等と連
携し、子育てに参考となるよう
な内容の掲載に努めた。
県の子育て関係の内容を盛り込
み、「巻頭言」「編集後記」等
にに関しては、男性の立場での
子育てを掲載することができ
た。
メール配信サービスを利用する
人は、4月当初より２３名増え、
４６１名が登録している。

第１回　開校式
　第２回　基礎的技法①
　第３回　基礎的技法②
　第４回　ミニカウンセリング
　第５回　閉校式
　　参加者　３８人
　　　　　男　３人
　　　　　女３５人
子育てに生かすことのできるカ
ウンセリングの基礎講座を行っ
た。

多くの人に読んでいただ
いていおり、登録者も少
しずつであるが増えてい
る。

子育て応援メールマガ
ジンの存在を「ともし
び」やその他の機会を
とらえ広報していきた
い。

男性、女性に限らず募集
している。特に男性に参
加していただきたい講座
というより、参加者を多
くしたいというのが、現
状である。前年度に比べ
て参加者が増えたため。

6102

【施　策】
家庭生活とその他の生活
を両立するための情報提
供の充実

　家庭生活と職業生活その他の活動との両立
に必要な、育児支援等に関する情報と育児休
業、介護休業制度等の情報を提供します。

社
会
教
育
課

【事　業】
子育て応援メールマガ
ジン

う

適時性と内容を選別し、直近の
イベント等を紹介してもよいの
かもしれません。

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

１
家
庭
に
お
け
る
家
事
・
子
育
て
・
介
護
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供

今年も、１２回のメルマガを配信
することができた。母性・父性の
両方が必要であることなど保護者
の役割などを盛り込み、伝えるこ
とができた。利用者も、５５９人
と増えている。

家庭教育支援条例等も策定さ
れ、母親・父親の役割や家庭
生活の安定を目指すための
メッセージを送ることができ
た。

第１回　カウンセリングについて
Ⅰ
第２回　基礎的技法
第３回　ミニカウンセリング
第４回　グループエンカウンター
第５回　ロールプレイ
　　参加者　２９人
　　　　　男　２人
　　　　　女２７人
子育てに生かすことのできるカウ
ンセリングの基礎講座を行った。

男性、女性に限らず募集して
いる。特に男性に参加してい
ただきたい講座というより、
参加者を多くしたいというの
が、現状である。前年度に比
べて参加者における男性の比
率は高くなっている。

公立１３園、私立７園で随時に、
園児の保護者に対して実施しまし
た。

子育てに対する不安や疑問を
解消するに役立った。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ

H27 Ｂ－

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ｂ-

H23 Ｂ+

H24 Ｂ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

健
康
増
進
課

【事　業】
もうすぐパパ・ママ学
級

 あ

[目標値]
初産婦の夫の参加割合
４０％

6105

【施　策】
育児、介護を男女が共に
担うための学習機会の提
供

　子育ては夫婦で共に担う仕事であるとの認
識に立ち、男性の育児への積極的参画を促進
するための学習機会を提供します。

夫婦で共に育児することを促す
ための体験学習の機会を計画通
り提供しました。
栄養、歯科、沐浴・育児、母
乳・出産の4課について年２７回
開催しました。
また、父親の参加促進のため、
夫婦での参加を前提としたもう
すぐパパママパートⅡの教室を
年3回日曜日に開催しました。
延べ参加者数848人　うち父親の
参加者数　実173人　延べ197人
初妊婦の夫の参加割合　37.9％

例年同様の参加人数だっ
たため。

なし 今後も子育ては夫婦で
共に担う仕事であると
の認識に立ち、学習機
会を提供します

6105

【施　策】
育児、介護を男女が共に
担うための学習機会の提
供 福

祉
総
合
相
談
課

【事　業】
家族介護教室

 あ

[目標値]
家族介護教室開催回数
３５回

[目標値]
家族での参加で
毎年各回８組

　
女性偏重の介護を見直し、男性をはじめ家族
全員が介護に携わることができるよう、介護
に必要な技術を学ぶための学習機会を提供し
ます。

父・母・赤ちゃんを一組とし、
５月開催４組、１０月開催６組
が参加し、家庭生活における男
女共同参画についての学習機会
を提供しました。

　地域型支援センターを運営す
る５法人に委託して家族介護教
室を実施した。

講座を土曜日開催としている
が、土曜日に勤務のため参加で
きない父親もいる。

日曜日の開催を検討す
る。

　事業受託法人は、人
的、時間的余裕が少ない
中、３７回の講座を開催
し、６７０人（うち男性
１６３人）の参加があっ
たため。

6104

【施　策】
男性の自立を促進するた
めの学習機会の提供

　家庭内の家事分担と男性の自立促進のた
め、家庭生活における男女共同参画について
の学習機会を提供します。

社
会
教
育
課

【事　業】
男性の家庭参画講座

 あ

10組/8組×2回＝62.5％６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

１
家
庭
に
お
け
る
家
事
・
子
育
て
・
介
護
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供

　相談件数の増加に伴い、地域
型支援センターでの実施は困難
な状況にある。

　地域型支援センター
運営法人への委託を見
直し、形態を変えて実
施する予定。

父・母・赤ちゃんを一組とし、５
月開催３組、１０月開催２組が参
加し、家庭生活における男女共同
参画についての学習機会を提供し
ました。

5組/8組÷2回＝31.0％

　富士宮市社会福祉協議会に委託
し、家族介護教室を実施した。実
施回数は、１２回。

　委託先を１か所にし、市域
全体を対象としたため、実施
回数は減少したが、内容に関
しては多岐にわたり充実して
いた。

夫婦で共に育児することを促すた
めの体験学習の機会を、計画通り
提供しました。
栄養、歯科、沐浴・育児、母乳・
出産の4課について年２７回開催
しました。
また、父親の参加促進のため、夫
婦での参加を前提とした「もうす
ぐパパママパートⅡ」を年3回日
曜日に開催しました。
延べ参加者数616人　うち父親の
参加者数　実131人　延べ158人
初妊婦の夫の参加割合　28.2％

昨年度と比べ、参加者数が減
少しました。初妊婦の夫の産
科割合は目標の70.5％にとど
まっています。教室の周知
と、参加しやすい教室の運営
を検討していきたい。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ

H27 Ｂ－

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

【事　業】
親子の体験教室（富士
登山・サイエンスワー
ルド等）

 あ

[目標値]  男性の育児への参加
を促進するために、親子で参加
しやすい学習機会の提供に努め
ます。親子富士登山やサイエン
スワールドを年1回、継続的に
開催します。

第１７回富士宮市親子富士登山
　平成２７年８月４日（火）
　４：００～１９：３０
　参加者：親子４８組９６名
　参加費：親子１組あたり３，０
００円
　登頂率：８６．５％
　参加児童は男子２８名・女子２
０名で男子が若干多く、参加保護
者も男性２３名・女性２５名で父
親の積極的な参加が見受けられ
る。

本事業は父親や男児が比較的
参加しやすく、参加率も軒並
み良好である。登山は危険と
隣り合わせの事業でもあるた
め、事業の実施にあたり事故
のないよう細心の準備が求め
られる。
　本番までに参加者が自ら体
力づくりをし、基礎体力をつ
けてもらうなどの自助努力に
より事故やけがを防ぐことに
もつながるため、その点徹底
した呼びかけを行い応募して
もらえるよう、より一層の周
知が必要である。

6105

【施　策】
育児、介護を男女が共に
担うための学習機会の提
供

　子育ては、夫婦でともに担う仕事であると
の認識を持ち、男性の育児への積極的な参画
を促進するために必要な情報や学習の機会を
提供します。

[目標値]
　毎年度６０人以上

【事　業】
子育てママの教室（料
理・体操教室）

 あ

　子育て中の母親を対象に託児
付きで実施し、参加者同士の交
流を促進しました。
料理教室  　　参加者９人
体操教室前期　参加者１６人
体操教室後期　参加者１６人

親子富士登山
８月５日（火）
４：００～１９：３０
参加者：親子４８組９６名
参加費：３，０００円
登頂率：７７．１％
親子富士登山に関しては、父親
の参加が多く、４８名中２１名
が男性であった。
サイエンスワールド　１２月６
日（土）９：３０～１５：００
出展数：１７ブース　来場者
７００人
　サイエンスワールドに関して
も、両親と子どもという参加が
多く見られた。

社
会
教
育
課

6105

【施　策】
育児、介護を男女が共に
担うための学習機会の提
供

　育児中の母親の心身のリフレッシュを目的
として、料理教室、体操教室などを託児付き
で開催します。

社
会
教
育
課

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

１
家
庭
に
お
け
る
家
事
・
子
育
て
・
介
護
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
た
め
の
情
報
や
学
習
機
会
の
提

供 全体的に参加者数の落ち
込みが見られたため。
（41÷60＝68.3％）

周知方法について、HPが未整備
であった等、十分なものではな
かった。

広報誌、HP、ローカル
誌によるPRに併せ、保
育所等へ出向く等行
う。

親子富士登山の参加者
は、児童・保護者とも男
性の参加率は良好で、男
女の別なく参加しやすい
事業として定着してい
る。
サイエンスワールドの来
場者は、親子で、男女比
は変わらないが、出展者
は、男性のほうが多く、
積極的に参加してくれて
いる。

男女関係なく、参加者が増える
よう、広報していく。

今後も、男性が家庭教
育的な行事に参加して
くれるよう広報してい
きたいと思います。

　子育て中の母親を対象に託児付
きで実施し、参加者同士の交流を
促進しました。
料理教室  　　参加者８人
体操教室前期　参加者９人
体操教室後期　参加者８人

全体的に参加者数の落ち込み
が見られたため。
（25÷60＝41.0％）
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

子
ど
も
未
来
課[目標値]

　子育ての手伝いを行う「受託
会員」の増加を目指します。

6203

【施　策】
ファミリー・サポート・
センターの支援

　地域における育児の相互扶助を行うファミ
リー・サポート・センター事業を推進しま
す。

　仕事と育児等の両立の支援

【事　業】
ファミリー・サポー
ト・センター事業

い

【施　策】
子育て支援行動計画の推
進

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
特別保育（一時預り・
延長保育・休日保育・
乳児保育）サービスの
充実

 あ

[目標値]
平成26年度目標
・一時預かり事業：19か所、
・延長保育事業：14か所、
・休日保育事業：100人、
・病児・病後児保育事業：2か
所

子
ど
も
未
来
課

6202

【施　策】
多様な保育サービスの推
進

　社会環境、生活様式、就労形態等の変化に
伴う保護者のニーズを踏まえて、保護者が安
心して働くことのできる保育環境を確保して
いきます。

【事　業】
子育て支援行動計画の
周知と推進体制の整備

6201

子供が安心して健やかに育つ環
境の推進を行うため、①通常保
育事業②延長保育事業③休日保
育事業④病後児保育事業⑤放課
後児童健全育成事業⑥地域子育
て支援拠点事業⑦一時預かり事
業⑧ファミリーサポートセン
ター事業を実施し、プランの数
値目標を達成することができ
た。

一時預かりを２０園（公立１３
園、私立７園）で実施し、延長
保育を１４園（公立７園、私立
７園で実施し、休日保育を１園
（私立１園）で実施し、病後児
保育を２園（公立１園、私立１
園）で実施しました。

数値目標を達成すること
ができたため。

　「宮っ子いきいきプラン」に基づき、子ど
もが安心して健やかに育つ環境の整備を進め
ます。
　
　男性の育児参加に配慮

う

[目標値]
　関係各課が「宮っ子いきいき
プラン」に基づき、子育て支援
事業に取り組みます。

計画に位置付けられた数
値目標を達成することが
できたため。

男性の育児参加に配慮するこ
と。

平成２７年度からス
タートする子ども子育
て支援新制度に対応
し、事業の着実な推進
を図る。

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

ファミリー・サポート・セン
ター事業を実施した。
登録会員数718人
活動延回数4,141回

なし 保護者のニーズを踏ま
えて、保護者が安心し
て働くことができる保
育環境を確保していき
ます。

登録会員のうち受託会員
数178人で昨年度164人か
ら増加したため。

増加が見込まれる需要への対
応。

引き続き事業を推進す
る。

「宮っ子いきいきプラン」に基づ
き通常保育のほか延長保育事業、
休日保育事業や放課後児童健全育
成事業、ファミリーサポートセン
ター事業などを実施し子どもが安
心して健やかに育つ環境の整備を
進めました。

計画に位置付けられた事業を
実施することで子育て世代の
ニーズに応えることができ
た。

一時預かりを２０園（公立１３
園、私立７園）で実施し、延長保
育を１４園（公立７園、私立７園
で実施し、休日保育を１園（私立
１園）で実施し、病後児保育を２
園（公立１園、私立１園）で実施
しました。

計画に位置づけられた実施数
の目標値を達成することがで
きた。

ファミリー・サポート・センター
事業を実施した。
登録会員数741人
活動延回数5,435回

登録会員のうち受託会員数181
人で昨年度178人から増加した
ため。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

6204

【施　策】
育児サークル等の育成支
援、交流促進

　多胎児を持つ親の育児不安等を軽減するた
め、未就学の多胎児を持つ親の自主グループ
の活動を支援します。

健
康
増
進
課

【事　業】
多胎児の育児支援

い

[目標値]

　実施回数　　年6回

多胎児を持つ保護者が開催す
る、「わんぱくキッズ」につい
て、開催内容、運営等は主催者
に任せるなど、主催者の自主性
を尊重しながら、開催への助
言、対象者への周知、場所の提
供など側面的な支援を行いまし
た。
開催回数　年12回
延べ参加者277人。妊娠中から3
名の妊婦が参加しました。

多胎児の保護者や子ども
が交流し、情報交換しあ
う場を提供することがで
きた。

なし 今後も主催者の自主性
を尊重しながら支援を
していきます。

社
会
教
育
課

【事　業】
あそびの教室

 あ

[目標値]
　あそびの教室を週２回実施
し、親子がふれあう場を積極的
に設定、育児サークル等の活動
の充実を図ります。

２６年度実績
毎週水・金曜日開催
全６４回　３，４７２名

講座数が減少しても充
実したものとなるよ
う、検討していく。

6204

【施　策】
育児サークル等の育成支
援、交流促進

　歌やゲーム等で親子がふれあう場を提供
し、育児サークル等の育成を支援するととも
に、参加者の交流を支援します。

【事　業】
母親クラブ（宮っ子21
母親クラブ・ポカポカ
母親クラブ）の育成

う

[目標値]
　母親クラブ相互の連絡提携を
密にし、活動の充実、発展を図
れるよう支援します。

２６年度に閉館する影響
もほとんどなく、例年並
みの実績を得ることがで
きた。

２７年度からは毎週水曜日の開
催となるため、講座数は減少す
るが、内容が充実したものとな
るよう、検討していく。

6204

【施　策】
育児サークル等の育成支
援、交流促進

　｢春の子どもまつり」「秋の子どもまつ
り」「こどもの料理教室」を実施し、母親ク
ラブ相互の連絡提携を密にし活動の充実を図
れるよう支援します。

社
会
教
育
課

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

２６年度実績
春の子どもまつり：１会場６回
公演（各団体の個別開催をのぞ
く）　観客数２５９名
秋の子どもまつり：来場者数６
００名
子どもの料理教室：３回　５２
名

２６年度で児童館が閉館
することに伴い、こども
の料理教室の回数を減ら
したことがあるが、子ど
もまつりについては例年
どおりの盛況ぶりであっ
た。

２７年度からは子どもまつりを
場所を移して行うこともあり、
どの程度の集客が見込めるのか
等、未知数な部分もあるが、例
年どおりの開催ができるよう取
り組む必要がある。

例年どおりの実績を得
ることができるよう、
事業の運営に取り組ん
でいく。

２７年度実績
子ども演劇まつり（旧春のこども
まつり）：１会場６回公演（各団
体の個別開催を除く）
観客数：３２２名

秋の子どもまつり：１会場１回開
催
来場者数：６００名

本年度から当課主管となり、
名称も春のこどもまつりを
「子ども演劇まつり」と改称
した（秋の子どもまつりは改
称なし）。
両事業とも総合福祉会館を会
場に実施し、場所の変更（従
前は児童館）に伴う対前年度
比での来場者の減少等もな
く、例年どおりの盛況ぶりで
あった。

あそびの教室
毎週水曜日　年間計36回
内容：ボランティア（歌・手遊
び・紙芝居・工作など、）体操教
室講師（親子体操）、読書サポー
ター（読み聞かせ・わらべうた）
参加者数　２,０５０名

ボランティア数の減により週1
回の実施となった。
新たに親子体操や読み聞かせ
などを、専門の体操講師や読
書サポーターに依頼して実施
した。
付添いのほとんどが母親で父
親や祖父母の参加が昨年より
かなり少なかった。
場所も年度途中で変更になっ
た。

多胎児を持つ保護者が開催する、
「わんぱくキッズ」について、開
催内容、運営等は主催者に任せる
など、主催者の自主性を尊重しな
がら、開催への助言、対象者への
周知、場所の提供など側面的な支
援を行いました。
開催回数　年12回
延べ参加者236人。妊娠中から4名
の妊婦が参加しました。

多胎児の保護者や子どもが交
流し、情報交換しあう場を提
供することができた。また母
子手帳交付時に対象者には活
動を紹介し妊娠中からの参加
に繋げた。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

う

子
ど
も
未
来
課[目標値]

子育てに係る負担の軽減するた
め、支給事務を適正に執行しま
す。

6206

【施　策】
子育てにおける保護者負
担の軽減

　子育ての経済的な負担を軽減するため、児
童手当を支給します。

【事　業】
児童手当の給付

【施　策】
保育サービスに関する調
査の実施

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
子ども医療費の助成

う

[目標値]
保護者の負担の軽減を図るた
め、助成事務を適正に執行しま
す。

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
保育サービスに関する
調査

6205

　各保育園に、保護者等からの保育に関する
要望を聞くための意見箱を設置します。

子ども医療費助成事業を実施し
た。
給付件数238,133円
助成額349,658,620円

給付件数：昨年度比
101.8％
助成金額：昨年度比
97.4％

なし 引き続き子ども医療費
助成事業を実施する。
平成27年度から入院に
かかる自己負担500円を
無料化する。

給付件数：昨年度比　103.4％
助成金額：昨年度比　100.9％

6206

【施　策】
子育てにおける保護者負
担の軽減

　子育ての経済的な負担を軽減するため、子
どもの医療費を助成します。

各保育園に、保護者からの保育に
関する意見箱設置するとともに、
電話等で子ども未来課に寄せられ
た意見等について現場にフィード
バックし、それらを月例の園長会
議で情報共有した。

意見を有効に実務に反映する
ことができた。

う

[目標値]
　公立１３園
　私立７園

意見を有効に実務に反映
することができた。

なし 継続して実施する。６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

児童手当を支給した。
延対象児童数215,381人
支給額2,374,804,727円

各保育園に、保護者からの保育
に関する意見箱設置するととも
に、電話等で子ども未来課に寄
せられた意見等について現場に
フィードバックし、それらを月
例の園長会議で情報共有した。

子ども医療費助成事業を実施し
た。
給付件数230,374件
助成額346,312,484円

延べ対象児童数：昨年度
比　98.7％
支給金額：昨年度比
98.6％

なし 引き続き児童手当支給
事業を実施する。

児童手当を支給した。
延対象児童数211,331人
支給額2,327,700,000円

延べ対象児童数：昨年度比
98.1％
支給金額：昨年度比　98.0％
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ａ

H23 Ｂ

H24 Ｂ+

H25 Ｃ

H26 Ｂ

H27 Ｂ+

6207

【施　策】
地域における児童養育活
動の推進

　地域における児童養育活動を推進するた
め、子ども会活動を支援します。

社
会
教
育
課

【事　業】
子ども会の育成

い

[目標値]
【変更後】変更後各区ごとの子
ども会活動の充実と市子連への
加盟増加を目指します。
【変更後】変更後各区ごとの子
ども会活動の充実と子ども会へ
の児童の加盟率の向上を目指し
ます。

市内の子ども会対象の補助金交付
事業を行った。
補助金交付件数：15件（前年比＋
2件）
補助金交付総額：1,063,000円
（前年比＋205,000円）

昨年度と比べ、補助金交付件
数が増加し、補助金交付総額
も増額した。子ども会へ補助
金制度が周知され、複数の子
ども会が合同で行うイベント
に積極的に利用されている。

子ども会連合会の解散に
もあるように、子ども会
活動が少子化や子ども達
の状況の変化（少年団等
への加入や、習い事など
の増加）のため、なかな
か加盟率の増加は、難し
い一面もある。ただ、子
ども会活動への補助金を
することによって、少し
でも、支援できたと考え
る。

子ども会の補助金は、小さな子
ども会は、他と合同で何か事業
を行わないと補助金の対象とな
らないため、広報し、合同で魅
力あるイベントを開催していた
だけるよう、支援していく必要
がある。

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
放課後児童クラブの充
実

 あ

[目標値]
平成26年度目標　　26クラブ

目標値を下回ったため。
達成率96.2%

6207

【施　策】
地域における児童養育活
動の推進

　昼間保護者のいない小学校低学年児童の健
全育成のため、児童クラブの充実を図りま
す。

　仕事と育児等の両立の支援

【事　業】
私立幼稚園就園奨励費
補助事業

う

[目標値]
法定基準に基づいて補助を行う
事業であるため、目標値の設定
は困難

幼児教育の振興を図るた
め、私立幼稚園に通園さ
せている児童の保護者の
保育料の負担軽減につな
がった。
補助金交付額
　昨年度比　129.5.％

6206

【施　策】
子育てにおける保護者負
担の軽減

　子育ての経済的な負担を軽減するため、就
園奨励費補助金を支給します。法定基準に基
づいて補助を行う事業であるため、配慮の余
地がない 子

ど
も
未
来
課

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

平成２６年度は認可幼稚園１１
園が実施する保育料の減免に対
し補助金（208,412千円）を交付
した。

放課後児童クラブ運営事業を実
施した。
クラブ数25
利用児童数1,089人

市内の子ども会対象の補助金交
付事業を開始した。
補助金交付件数：13件
補助金交付総額：858000円

平成２７年度から子ど
も・子育て支援新制度
が始まるため、順次移
行しながら新しい軽減
策を実施していく予
定。

増加が見込まれる需要への対
応。
施設の老朽化。

引き続き放課後児童ク
ラブ運営事業を実施す
る。
平成27年度は1つの大規
模クラブを分割し26ク
ラブとする予定。
施設の老朽化への対応
として、整備計画を策
定し計画的な施設整備
を行う予定。

広報に力を入れ、合同
で魅力あるイベントを
開催していただけるよ
う、支援していく。

なし認可幼稚園１0園が実施する保育
料の減免に対し補助金（210,599
千円）を交付した。

私立幼稚園に通園させている
児童の保護者の保育料の負担
軽減につながった。

放課後児童クラブ運営事業を実施
した。
クラブ数26
利用児童数1,067人

目標クラブ数に達したため。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

社
会
教
育
課

6208

【施　策】
青少年相談体制の充実

　多様化する子どもの相談に対応できるよ
う、各機関との連携に努め、より広く、より
専門的な指導や助言ができる体制を整えま
す。

[目標値]
　不登校や学業に関する内容の
外、発達障害に関する相談やい
じめや非行の問題にも積極的に
関わります。

相談センターの指導員は、男性
３人女性４人で対応しており、
バランスが取れている。子ど
も・若者プランは、男性の相談
員が対応している。女性に特化
したものは男女共同参画セン
ターや福祉部門にお願いしてい
る。

【施　策】
地域における児童養育活
動の推進

【事　業】
青少年相談センター事
業（電話相談・面接相
談・適応指導教室）

う

社
会
教
育
課

【事　業】
青少年指導員事業

う

[目標値]  青少年指導員がより
効果的に街頭指導をおこなうこ
とと、街頭指導の際の補導・声
かけを青少年の気持ちに寄り
添って実施するようになる。

社
会
教
育
課

6207

【施　策】
地域における児童養育活
動の推進

　青少年の健全育成のため、街頭指導や研修
等を実施します。

【事　業】
青少年健全育成の支援

6207

　次世代を担う青少年とそのリーダーを健全
育成するため、指導者を対象とした研修会、
団体の連絡会等を実施します。

女性班の活動が昼間の活
動であり、一般の市民に
見える活動であるため、
多くの人に認められてい
る。

危険が伴う活動であるため、
チームで無理なく行うことが必
要である。

男性・女性が一緒に
チームを組んでいくこ
とが必要だと思う。ま
た、女性の温かさ「母
性」的な指導・支援に
より、子供たちの構え
ずに指導できると思
い、女性指導員を多く
することを考えていき
たい。同時に、明るい
時間の補導を増やして
いきたい。

年１回実施している「青少年団
体指導者研修会」を今回「青少
年指導員研修会」と合同で実施
した。内容は「子育て支援の中
で見えてきたこと」と題材で、
ほとんどが男性である、青少年
指導員さんに研修していただく
ことで、幼少の子育てが、その
後にどのように影響していくか
研修を積んでいただいた。
レクリエーション指導者講習会
も５回すべて実施した。ほとん
どが、女性の保育士さんという
ことで、男性の参加は１９分の
２であった。

通常の巡回指導は夜であるが、
女性班を組織して、昼間の巡回
を実施している。１２８人中女
性の指導員は１１人である。

男女問わず知っていても
らいたいことなどを企画
してきた。青少年指導員
の感想等から男性の指導
員に子育ての大切さを理
解してもらえた。レクリ
エーション指導者講習会
は、参加人数の少なさ
と、一般の人には難しい
内容となってしまていた
ように感じる。そのた
め、仕事としてのスキル
アップとして参加する保
育士が多くなってしまっ
た。

講習の内容により、参加者の男
女割合に偏りが生じている。

う

[目標値]
レクリエーション講習会や青少
年団体指導者研修会を実施し、
指導者の底辺拡充と資質向上を
図ります。

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

男性・女性がバランス
よく参加できるような
事業内容を行っていき
たい。

学習支援・生活習慣の支
援を手厚く行うことによ
り、学校復帰できる児
童・生徒が多くなってき
ている。また、発達障害
への指導も多くの依頼が
ある。

なし 今後も体制の充実を
図っていく

年１回実施している「青少年団体
指導者研修会」を「青少年指導員
研修会」と合同で実施した。内容
は「非行のこころ～彼らがもとめ
るもの、私たちが援助できること
～」と題した外部講師による講演
会で、参加者の多くが男性であ
る。
青少年指導員に研修していただく
ことで、非行少年の心理や接する
際の心がまえなどについて研修を
積んでいただいた。
前年度まで行っていたレクリエー
ション指導者講座を改め、親子レ
クリエーション講座を行った。１
２組中３組が父親の参加であっ
た。

男女問わず知っていてもらい
たいことなどを企画した。青
少年指導員の感想等から男性
の指導員に子供の内面と向き
合うことの大切さや、普段青
少年と接する際の参考となる
内容であった。
親子レクリエーション講座に
ついては、父親・母親問わず
子育てに参加する機会を作る
ことができた。

子供たちの生活様式の変化に伴
い、昼間の巡視をしていただいて
いる女性班の活動が役に立ってい
る。また、女性からの優しい声掛
けにより、子供・若者も構えずに
話ができているようである。

本来夜の活動が主であるた
め、女性の参加が難しいと思
う。これから工夫する中で、
女性が活動できる場を設定
し、広報していきたい。

相談件数が多くなり、適応指導教
室への通級者も増えている。今年
は、女性のセンター長となり、子
供たちに寄り添った細かな指導が
展開できた。子供の困り感の陰に
ある不安定な母親の相談を女性相
談員の先生が相談にのることがで
き、組織的な支援が多くできた。

今年も、行うことができてい
るが、継続的、重点的に指導
していく。その中でも、母親
の愛情に飢えている子供たち
や、基本的な生活習慣が身に
ついていない子が多くみられ
る。女性に特化したものでは
ないが、学習指導と生活指導
を並行して行っていきたい。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 A

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ａ

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ

H26 Ａ

H27 B+

[目標値]
　平成２６年度目標
　７か所

6210

【施　策】
地域子育て支援センター
の充実

　保育園が有する育児に関する知識や技術
を、地域子育て支援センターを通じて活用す
ることで、保育園に通っている家庭だけでな
く、多くの子育て家庭に対して、育児相談、
園庭開放等様々な子育て支援を実施します。

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
地域子育て支援セン
ター事業

 あ

地域子育て支援センター運営事
業を実施した。
センター数7（直営3・委託4）
延利用者数48,286人

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
家庭児童相談室相談業
務

う

[目標値]
 　相談体制を充実させます。

相談体制が充実したた
め。
【平成25年度】
正規職員1人　臨時職員1
人　嘱託員2人
⇓
【平成26年度】
正規職員2人　嘱託員2人

家庭児童相談事業を実施した。
相談件数5,873件
相談体制　正規職員2人　嘱託員
（家庭相談員）2人　計4人

6209

【施　策】
家庭児童相談体制の充実

　子どもの人権を擁護するとともに、親の育
児不安や家族関係に関する問題に適切に対応
し、充実した家庭生活を営めるよう、相談事
業を実施します。

【事　業】
スクール・カウンセ
ラー

う

[目標値]  申し込みや自ら相談
するために来室するのを待って
いるだけでなく、子ども全員対
象とする相談を実施したり、職
員向けのカウンセリングの講習
をするなど、積極的にスクール
カウンセラーを活用していきま
す。

　各学校では、「不登校・いじ
め問題等対策委員会」などを組
織し、教師による教育相談や
日々のスクールカウンセラーと
のカウンセリングを実施してい
ます。また、必要に応じて、青
少年相談センターとの連携をと
り、個に応じた相談活動や支援
を行っています。
　また、スクールカウンセラー
による職員向けのカウンセリン
グの講習を実施し、相談活動、
支援活動が充実してきていま
す。
　不登校児童生徒が学校復帰を
目指し、意欲的に相談センター
に通所したり、悩みを抱える保
護者の相談件数も増えていま
す。
　また、相談によるアドバイス
や適切な指導で不安や悩みの解
消と不登校児童生徒の学校復帰

学
校
教
育
課

6208

【施　策】
青少年相談体制の充実

　小中学生の悩みや不安に対応するため、養
護教諭、スクールカウンセラー、青少年相談
センターによるカウンセリングを実施しま
す。

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

スクールカウンセラーに
よる相談体制が確立さ
れ、児童生徒、保護者が
活用しやすくなってい
る。また、相談センター
の利用も多く、電話相談
や来所、通所による相談
も多い。

　スクールカウンセラーの配置
人数を増やすことや、勤務日数
を増やすことを希望します。

　今後も、各学校の
「不登校・いじめ問題
等対策委員会」などの
組織を中心とし、教育
相談やカウンセリング
を行い、小中学生の悩
みや不安に対応してい
きます。

増加傾向にある児童虐待相談へ
の対応。

引き続き家庭児童相談
事業を実施する。
相談員のスキルアッ
プ、関係機関との連携
強化により相談体制の
さらなる充実を図る。

目標値に到達したため。 なし 引き続き地域子育て支
援センター運営事業を
実施する。
センター数については7
か所を維持する。

　各校において、教師による教育
相談、スクールカウンセラーによ
るカウンセリング等を実施した。
また、青少年相談センターとの連
携を図り、個に応じた相談や支援
を行った。
　スクールカウンセラーによる職
員向けのカウンセリングの講習を
実施した。

　スクールカウンセラーによ
る相談体制が確立し、小中学
生の悩みや不安への対応を充
実させることができたため。

家庭児童相談事業を実施した。
相談件数5,778件
相談体制　正規職員2人　嘱託員
（家庭相談員）2人　計4人

　今年度も、相談事業を継続
し行うことができてたが平成
２６年度には、正規職員１名
の増員があり、体制の強化充
実が図れたとして評価をした
が、平成２７年度は、人員増
減はないものの、過去の相談
件数の平均の値を対応したの
で左記の評価とした。

地域子育て支援センター運営事業
を実施した。
センター数7（直営3・委託4）
延利用者数47,854人

センター数は目標の７箇所を
維持しているが、延利用者人
数が減少したため。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ

H26 Ａ

H27 B+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

子
ど
も
未
来
課[目標値]

　主任児童委員が中心となり実
施する「子育てママのふれあい
サロン」を定期的に開催しま
す。

6212

【施　策】
民生委員・児童委員、主
任児童委員による支援

　それぞれの地域で子育て家庭に対する支援
活動を実施します。

【事　業】
主任児童委員の活動

う

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
民生委員・児童委員の
活動

う

[目標値]
民生委員・児童委員等との連携
体制を充実させます。

6212

【施　策】
民生委員・児童委員、主
任児童委員による支援

　児童虐待をはじめ、地域における子どもや
子育て家庭の問題に、民生委員・児童委員等
と連携し対応します。

　相談に対し、さまざま
な関係機関が連携するこ
とが重要である。
　民生委員・児童委員は
地域の一番身近な福祉の
相談窓口となり、行政に
つないでいただけたた
め。

なし 　引き続き要保護児童
対策地域協議会をはじ
め、民生児童委員と連
携し対応する。

 年2回要保護児童対策地域協議
会において情報共有しました。
　オレンジリボン運動として児
童虐待防止の街頭ＰＲを行いま
した。
　個別ケースにおいて、担当地
区の民生児童委員に参加を随時
要請しました。

 年2回要保護児童対策地域協議会
において情報共有しました。
　オレンジリボン運動として児童
虐待防止の街頭ＰＲを行いまし
た。
　個別ケースにおいて、担当地区
の民生児童委員に参加を随時要請
しました。

　要保護児童対策地域協議会
の開催に伴い、関係団体とし
て出席していただき、協力体
制を継続し、各相談に対し、
連携することが出来たため。
　民生委員・児童委員は地域
の身近な福祉の相談窓口とな
り、行政につないでいただけ
たため。

 あ

[目標値]
　平成２６年度目標
　７か所

6211

【施　策】
地域における子育て支援

　
　地域子育て支援センターを開設すること
で、育児講座、サークル支援等を通じて地域
全体で子育てを支援する基盤を形成し、育児
支援を図ります。

センター数は目標の７箇所を
維持しているが、延利用者人
数が減少したため。

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
地域における子育ての
支援

地域子育て支援センター運営事業
を実施した。
センター数7（直営3・委託4）
延利用者数47,854人

地域子育て支援センター運営事
業を実施した。
センター数7（直営3・委託4）
延利用者数48,286人

目標値に到達したため。 なし６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

 年2回要保護児童対策地域協議
会において情報共有しました。
　オレンジリボン運動として児
童虐待防止の街頭ＰＲを行いま
した。
　個別ケースにおいて、担当地
区の主任児童委員に参加を随時
要請しました。

引き続き地域子育て支
援センター運営事業を
実施する。
センター数については7
か所を維持する。

　相談に対し、さまざま
な関係機関が連携するこ
とが重要である。
　主任児童委員は、広域
を担当するが、地域の児
童委員さんと連携し、ま
た、身近な福祉の相談窓
口となり、行政につない
でいただけたため。

なし 　引き続き要保護児童
対策地域協議会をはじ
め、主任児童委員と連
携し対応する。

「子育てママのふれあいサロン」
を定期的に開催することができ
た。
月１回

サロンを定期的に開催できた
ため。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

6214

【施　策】
障害児を持つ親への支援

　個々の障害発達状況を捉え、親と連携をと
りながら子どもの発達を促していきます。
　療育と仕事についてもできる範囲でサポー
トしていきます。

あすなろ園入園児数は定員の
30人。個々にあった適切な療
育支援を提供し発達を促すこ
とで、一般園へ移行した児童
は5人を数えました。
保護者の就労等に対応する
「サポート保育」も実施し活
用されています。 療

育
支
援
課

【事　業】
障害児通園施設「あす
なろ園」の充実

う

[目標値]
　安定した親子関係作りの援助
をしながら、子どもの持ってい
る力を伸ばします。

あすなろ園定員の30人が
入園。個々にあった丁寧
な療育支援を行い発達を
促すことで一般園への移
行児が2人ありました。
保護者の就労等に対応す
る「サポート保育」も実
施し活用されています。

あすなろ園入園児が徐々に増加
し、H26年度も昨年同様定員の30
人が入園し、途中入園希望者の
受け入れが困難な状況になって
います。
また、あすなろ園に対する抵抗
感をを抱えている保護者もみら
れ、あすなろ園入園に対し拒否
的な保護者もみられる。

あすなろ園入園者が増
加していることから、
入園対象児の優先順位
等の検討を実施する。
また、発達を促すため
に、子どもにとって望
ましい園へ入園するこ
とができるよう、保護
者への支援を図りま
す。

あすなろ入園児及び一般園移行児
H23年　入園　28人　移行　2人
H24年　入園　28人　移行　3人
H25年　入園　30人　移行　3人
H26年　入園　30人　移行　2人
H27年　入園　30人　移行　5人

発達を促し、生活習慣を身につけ
られるよう療育支援を実施しまし
た。
また、保護者の就労を支援する
「サポート保育」も実施しまし
た。

介
護
障
害
支
援
課

【事　業】
障害者計画・障害福祉
計画の推進

う

[目標値]  入所施設入所者の地
域生活への移行促進、福祉施設
利用者の一般就労への移行促
進、訪問系・日中活動系・居住
系・相談支援提供事業者（供給
量）の確保、地域生活支援事業
の供給量確保（社会資源、人材
の確保）

　地域自立支援協議会専
門部会において、地域課
題の解決に取り組む中
で、次のとおり成果を確
認しました。
①富士特別支援学校富士
宮分校卒業生の一般就労
を支援（26名中15名が一
般就労）
②市内障害福祉サービス
事業所の物品展示会等の
開催から､市による調達
額の増加
③富士特別支援学校富士
宮分校生徒の企業実習時
に宮タクによる通勤支援
を実施
④宮タク運行形態の改善
により､市内北部工業団
地への公共交通機関を確
保
④就労継続支援事業所の
増設と定員増､放課後等
デイサービス事業所の増
設と定員増

6214

【施　策】
障害児を持つ親への支援

障害者計画は、障害者基本法に基づき、地域
における障害を持つ人の状況を踏まえ、障害
者施策に関する基本的な考え方や方向性を明
らかにする計画。障害福祉計画は、障害者自
立支援法に基づき、障害福祉サービスの実施
内容や必要量を明らかにし、目標年度までの
目標量、供給体制当を明らかにする計画

【事　業】
保育園・幼稚園・小学
校の職員合同研修

う

[目標値]
 　幼稚園、保育園との円滑な
接続を図るために、合同の研修
会や行事等を実施したかを調査
により確かめます。

　地域生活への移行と定着を推
進するため、地域自立支援協議
会を中心に、身近な場所での日
中活動、生活が可能となる環境
づくりに努めていますが、ニー
ズの高まりに供給が追いつかな
い状況にあります。
　また、障害者の重度化、高齢
化､そして「親亡き後」を見据え
たニーズがクローズアップされ
る中で、地域における相談支
援、活動体験の機会や場の提
供、生活の場の確保、緊急時の
受入れ対応といった専門的機能
を持った拠点の整備も求められ
ています。

　計画に基づき、地域
生活への移行と定着を
推進するため、地域自
立支援協議会をはじめ
とする官民協働の取組
みにより、障害福祉
サービスの提供事業所
の確保（サービス供給
量の確保）と、その質
の向上に努めてまいり
ます。

6213

【施　策】
幼稚園と小学校の連携

　保育園・幼稚園・小学校の職員の合同研修
会などを通じて、育児についての情報の交換
などによる連携を強化します。

学
校
教
育
課

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

　５月２日に、市内幼稚園、保
育園、小中学校の就学指導担当
者が集まり、合同研修会を実施
しました。また、療育支援セン
ターこあらの子育て講座に学校
教育課担当が出席するなど、連
携を強めました。小学校に入学
する園児や保護者が安心して就
学を迎えられるように、必要に
応じて、学校教育課の相談員が
園児の観察や保護者の教育相談
にも応じました。

　地域生活への移行を推進する
ため、地域自立支援協議会専門
部会において、次の取組みを実
施しました。
＜就労支援＞①ハローワークに
よる企業説明会、富士特別支援
学校富士宮分校の学校見学会等
への参画、②市内障害福祉サー
ビス事業所からの物品調達、役
務の提供の推進
＜交通支援＞①富士特別支援学
校富士宮分校生徒の企業実習時
における公共交通による通勤支
援、②市内北部工業団地への交
通弱者のための公共交通機関の
整備検討
＜その他＞日中活動系のサービ
ス事業（就労継続支援事業、放
課後等デイサービス事業等）の
増設。次期計画（第5期障害者計
画、第4期障害福祉計画／平成27
～29年度）を策定しました。

あすなろ入園児及び一般園移行
児
H23年　入園　28人　移行　2人
H24年　入園　28人　移行　3人
H25年　入園　30人　移行　3人
H26年　入園　30人　移行　2人
発達を促し、生活習慣を身につ
けられるよう支援を行いまし
た。
また、保護者の就労を支援する
「サポート保育」も実施しまし
た。

　療育支援センターとの
連携が深まりました。ま
た、研修会も継続的に
行ってきたため、幼稚
園・保育園の担当者と小
学校の担当者が連携を図
りやすくなっている。
　幼稚園、保育園との接
続については、担当者が
どの時期に。どのように
引き継いでいくのがよい
か、相談をしながら、
ケーズに応じて行うよう
にしました。

　私立の場合、保育園や幼稚園
によって、考え方も様々であ
り、引き続き、研修会への参加
や学校教育課相談員の園訪問な
どをさせていただく中で、共通
理解を図っていきたい。

　これまで継続してき
た研修会や園訪問が定
着し、効果が上がって
きています。今後も継
続していきます。

　５月14日に、市内幼稚園・保育
園・小中学校の就学支援担当者が
集まり、合同研修会を実施しまし
た。また、療育支援センター「こ
あら」の子育て講座に担当指導主
事が出席する等、連携を図りまし
た。

　合同研修会等を継続的に実
施し、幼稚園・保育園・小中
学校の円滑な接続を図ること
ができたため。

地域生活への移行を推進するた
め、地域自立支援協議会専門部会
において、次の取組みを実施しま
した。
＜就労支援＞①ハローワークによ
る企業説明会、富士特別支援学校
富士宮分校の学校見学会等への参
画、②市内障害福祉サービス事業
所からの物品調達、役務の提供の
推進
＜交通支援＞①富士特別支援学校
富士宮分校生徒の企業実習時にお
ける公共交通による通勤支援、②
市内北部工業団地への交通弱者の
ための公共交通機関の整備検討
〈子ども〉
特別支援教育との連携を行い、教
育・福祉関係機関のネットワーク
構築を行った。
＜その他＞障害児福祉サービス事
業（放課後等デイサービス事業
等）の増設。

地域自立支援協議会専門部会
において、地域課題の解決に
取り組む中で、次のとおり成
果を確認しました。
①富士特別支援学校富士宮分
校卒業生の一般就労を支援
（富士宮市在住14名中10名が
一般就労）
②市内障害福祉サービス事業
所の物品展示会等の開催から､
市による調達額の増加
③富士特別支援学校富士宮分
校生徒の企業実習時に宮タク
による通勤支援を実施
④宮タク運行形態の改善によ
り､市内北部工業団地への公共
交通機関を確保
⑤放課後等デイサービス事業
所の増設と定員増
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

福
祉
総
合
相
談
課

[目標値]
 　相談支援体制を充実させま
す。

6214

【施　策】
障害児を持つ親への支援

　障害児を持つ親の負担を軽減するために、
身体、知的、精神障害者に関する生活上の相
談を実施します。

【事　業】
総合相談

う

【施　策】
障害児を持つ親への支援

療
育
支
援
課

【事　業】
ことばの教室

う

[目標値]
　親が子どもの発達を捉え、適
切な関わりができるようにな
る。発語面の伸び。

療
育
支
援
課

6214

【施　策】
障害児を持つ親への支援

　発達の様子、言葉の状況を捉え、親子で通
所する中、あそびを通して言葉を育てていき
ます。就園先とも連携をとり支援していきま
す。

【事　業】
早期療育教室

6214

　療育教室（グループ指導・個別指導）を通
して、相談や早期療育の親子支援の充実に努
めます。父親の参加についても、促していき
ます。
また、就園先とも連携をとり支援していきま
す。

療育支援センターが開設
されたことや、保育園等
の連携が図られたことで
相談数が倍に増加。

ことばの遅れについては、保護
者の関心が高いため、相談につ
ながりやすいが、ことば以外の
発達の問題を抱えていることも
ある。
吃音については、家庭での関わ
り方が大きく影響するため、家
族等の理解・協力が必要とな
る。

療育支援センターを療
育の拠点として気軽に
相談していただけるい
う更に周知を図り、相
談から支援までの一貫
した療育支援の提供に
努めます。
保育園・小学校・医療
機関との情報提供を図
り、連携した対応を推
進し、支援が途切れる
ことがないよう「東小
ことばの教室」との連
携を図ります。

Ｈ27年度実績
新規相談　  192人
グループ指導
　実施回数　248回
　参加人数　延1355人
個別指導
　実施回数　622回

発達を促すため、療育支援セン
ターにおける取り組みと合わせ、
保育園等を訪問し、園での対応に
ついて助言を行うなど、園と連携
した支援を実施しました。

開設から１年が経過し、療育
支援センターが周知され、発
達障害への認識も高まってい
ること、そして保育園等との
連携強化を図っていること
で、相談件数は比較的高めで
推移しました。
また、言語聴覚士（ST）や作
業療法士（OT）、臨床心理士
の配置による支援の充実か
ら、個別指導の実施回数の増
加につながりました。
親子支援の観点では、どうし
ても母親が中心となります
が、時には父の参加があった
り、両親での参加もみられま
した。

Ｈ27年度実績
新規相談　　　 60人
言葉の教室
　参加実人数　 65人
　参加延人数　940人

言葉の発達に合わせた発声や発音
についての指導を実施し、構音障
害や吃音等の改善を図るととも
に、就学後も継続した指導を必要
とする場合は、「東小ことばの教
室」につなぐことで支援の継続を
図りました。

う

[目標値]
　親が子どもの発達を捉え、適
切な関わりができるようにな
る。

療育支援センターが開設
されたことや、発達障害
への認識が高まったこ
と、保育園等の連携が図
られたことで相談数が倍
近くに増加した。
作業療法士（OT）や心理
士の個別対応が増えたこ
とで、個別指導の実施回
数が著しく増加した。
母親の都合のつかない際
には父が参加したり、両
親での参加もみられる。

発達障害への認識が高まり、保
育園等の連携が図られたこと
で、相談者が増加し、療育指導
の対応に追われている状況に
なっている。
しかし、反面、子どもの行動を
問題行動として認識していな
い、発達障害に対する抵抗感を
感じている等の保護者は、保育
園等から相談の紹介をされても
拒否し、相談につながらないこ
ともある。
作業療法士（OT）の需要が増
え、来年度に向けて増員のため
募集をするが、正規雇用でない
こともありなかなか希望者がい
ない。

療育支援センターを療
育の拠点として気軽に
相談していただけるい
う更に周知を図り、相
談から支援までの一貫
した療育支援の提供に
努めます。また、父親
の参加についても促し
ていきます。
保育園・小学校・医療
機関との情報共有を図
り、連携した対応を推
進します。

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

Ｈ26年度実績
新規相談　233人（H25：123人）
グループ指導
　実施回数　315回（248回）
　参加人数　延1606人（1232
人）
個別指導
　実施回数　593回（141回）

発達を促すため、療育での取り
組みと合わせ、保育園等に訪問
し、園での対応について助言
し、園と連携した支援を行いま
した。

Ｈ26年度実績
新規相談　87人（H25：43人）
言葉の教室
　参加実人数　 60人（57人)
　参加延人数　642人（426人）

言葉の発達に合わせ、発声や発
音についての指導を実施し、構
音障害や吃音等の改善を図り、
就学後も継続した指導が必要な
場合は「東小ことばの教室」に
つなげ、支援の継続を図りまし
た。

　家族の精神的な負担・悩み等
についてアドバイスを行うとと
もに、必要に応じて関係機関と
連携し、問題の解決に努めまし
た。
　また、精神障害者の家族会の
定例会等に参加し、問題の共有
化を図りました。

　同一人物が繰り返し相
談に訪れることも珍しく
ないが、これは、相談窓
口がしっかり機能し、信
頼されていることの表れ
であると言える。

　なし 　同様に支援してい
く。

開設後１年が経過し、療育支
援センターが周知されてきた
こと、また保育園等との連携
の強化と、一時（約８ヶ月）
ではあるが言語聴覚士（ST）
の配置があったことで、相談
内容の充実とともに件数も高
く推移した。

　障害児を持つ親の初期相談を受
け、療育支援課や子ども未来課な
ど関係課や障害者相談支援事業所
など適切な機関につないだ。

　相談者の主訴を丁寧に聴き
取り、関係課や関係機関に適
切につなぐことができた。
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47 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

6217

【施　策】
地域包括支援センターの
運営

　地域住民個々の人の尊厳を確保するため、
虐待防止、地域権利擁護事業を実施します。

　前年度と同程度の事業の進
捗があり、一定の成果が得ら
れたことからＢ+とした。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
総合相談支援業務

う

[目標値]
 　権利擁護業務体制を充実さ
せます。

　前年度と同程度の事業
の進捗があり、一定の成
果が得られたことからＢ
+とした。

　なし 　事例検討会に各専門
職がアドバイザーとし
て参画することで多角
的な視点を持つことが
でき、多職種連携の一
つの形ができたと考え
ているため、継続して
実施していきたい。

　広域権利擁護ネットワーク会議
を年２回、富士圏域地域包括支援
センター事例検討会を年４回開催
した。また、権利擁護ネットワー
ク研究会主催で虐待防止シンポジ
ウムを開催し、地域住民に向け、
権利擁護に関する啓発活動を行っ
た。

介
護
障
害
支
援
課

【事　業】
高齢者福祉計画・介護
保険事業計画の推進

う

[目標値]
 　高齢者福祉サービス及び介
護保険サービスの適正な提供

前年度と比較して同程度
の事業の進捗があり、一
定の成果が得られたこと
からＢ+とした。

6216

【施　策】
地域における介護支援の
推進

高齢者福祉計画は、高齢者が地域で生活する
ために必要なサービス等について定める。
介護保険事業計画は、サービス需要量を見込
み、需要量を満たすための方策を明らかにす
るとともに、必要な介護給付費を算出し介護
保険料を定める。

【事　業】
地域福祉計画の周知と
推進体制の整備

う

[目標値]
　本計画は、地域福祉に関する
理念計画であり、目標値は設定
しておりません。

サービス提供事業所及び事業量
の増加に対するチェック体制の
増強の遅れ

現行の計画の適正な推
進を図るとともに、
サービスの適正化に資
するチェック体制の確
立に努めます。

6215

【施　策】
地域福祉計画の推進

１福祉サービスの適切利用の推進、　２地域
福祉を目的とする事業の健全な発展、　３地
域福祉活動への住民参加の促進
などに関する事項を定めた理念計画であり、
年齢、障がいの有無、男女の違いなどを超え
て、地域の人々が、安心・安全で明るい生活
を営み、ともに生きるまちづくりに取組むよ
う配慮しています。 福

祉
企
画
課

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

地域福祉計画の周知に努めまし
た。また、本計画の理念に基づ
き、部内各課で個別計画を策定
し、地域福祉の促進及び地域福
祉事業の発展を図っています。

高齢者福祉計画・介護保険事業
計画を推進し、併せて高齢者福
祉サービスの内容の見直しや介
護保険サービスの適正化を実施
することにより過不足のない真
に必要なサービスの提供に努め
ました。
○給付適正化システムによる給
付実績の点検　４８回
○住宅改修現地調査　1回

　広域権利擁護ネットワーク研
究会全体会を年２回、富士圏域
地域包括支援センター事例検討
会を年５回開催した。
　事例検討会では、弁護士、司
法書士、精神保健福祉士、社会
福祉士等の専門職をアドバイ
ザーとして招聘し、権利擁護事
業に資する様々な助言を得るこ
とができ、虐待対応のスキル
アップを図ることができた。

前年度と比較して同程度
の事業の進捗があり、一
定の成果が得られたこと
からＢ+とした。

本計画は、地域福祉に関する理
念計画であることから、目標値
は設定しておらず、毎年度の進
捗管理や評価を行うことには適
さないと考える。
したがって、計画期間中の中間
見直しや全面改定の時期を捉
え、実施状況やアンケート調査
などを通して進捗状況などの把
握に務めることとしている。

第２期計画が平成２７
年度で終了することか
ら、第３期計画を平成
２７年度中に策定す
る。
また、第２期計画の進
捗等を把握するため、
アンケート調査を実施
する。

　地域福祉計画の周知に努めまし
た。また、本計画の理念に基づ
き、部内各課で個別計画を策定
し、地域福祉の促進及び地域福祉
事業の発展を図りました。
　第３期計画は、富士宮市社会福
祉協議会の「地域福祉活動計画」
と一体化させ「富士宮市地域福祉
推進計画」として策定しました。

前年度と比較して同程度の事
業の進捗があり、一定の成果
が得られたこと、また、第３
期計画が「富士宮市地域福祉
推進計画」として策定された
ことからＢ+とした。

高齢者福祉計画・介護保険事業計
画を推進し、併せて高齢者福祉
サービスの内容の見直しや介護保
険サービスの適正化を実施するこ
とにより過不足のない真に必要な
サービスの提供に努めました。
○給付適正化システムによる給付
実績の点検　４８回

前年度と比較して概ね同程度
の事業の進捗があり、一定の
成果が得られたことからＢ+と
した。
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48 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ａ

福
祉
総
合
相
談
課[目標値]

 　介護予防プラン作成に従事
するケアプランナーに対し、研
修等を実施し資質の向上を図り
ます。

6217

【施　策】
地域包括支援センターの
運営

　介護予防事業、新たな予防給付が効果的か
つ効率的に提供されるよう、適切なマネジメ
ントを行います。

【事　業】
介護予防マネジメント
業務

う

【施　策】
地域包括支援センターの
運営

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
包括的・継続的ケアマ
ネジメント業務

う

[目標値]
 　地域住民のニーズや福祉課
題の把握に努め、地域包括支援
ネットワークを強化推進させま
す。

福
祉
総
合
相
談
課

6217

【施　策】
地域包括支援センターの
運営

　高齢者に対し包括的かつ継続的なサービス
が提供されるよう、地域の多様な社会資源を
活用したケアマネジメント体制の構築を支援
します。

【事　業】
権利擁護業務

6217

　地域住民個々の尊厳を確保するため、虐待
防止、地域権利擁護事業を実施します。

　前年度と同程度の事業
の進捗があり、一定の成
果が得られたことからＢ
+とした。

　地区社会福祉協議会にも取組
みに対する温度差があるため、
今後、意識レベルの平準化を進
めたい。

　地域包括ケアシステ
ム構築のため、地域ケ
ア会議を開催するな
ど、多職種間の連携を
強化・推進していきた
い。

　広域権利擁護ネットワーク会議
を年２回、富士圏域地域包括支援
センター事例検討会を年４回開催
した。また、権利擁護ネットワー
ク研究会主催で虐待防止シンポジ
ウムを開催し、地域住民に向け、
権利擁護に関する啓発活動を行っ
た。

　前年度と同程度の事業の進
捗があり、一定の成果が得ら
れたことからＢ+とした。

　市社会福祉協議会及び地区社会
福祉協議会と定期的な会議を開催
し、連携強化を図った。また、地
域課題について分析を行い、課題
解決に向けた取組について協議し
た。

う

[目標値]
 　権利擁護業務体制を充実さ
せます。

　前年度と同程度の事業
の進捗があり、一定の成
果が得られたことからＢ
+とした。

　なし 　継続的な意識啓発が
必要であり、今後も、
市民、関係機関に向け
たシンポジウムや研修
会を実施していきた
い。

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立

２
子
育
て
・
介
護
の
社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

　広報ふじのみやを活用し、成
年後見制度や高齢者・障がい者
虐待防止に関する普及啓発を
行った。
　また、高齢者・障がい者虐待
防止シンポジウムを開催し、市
民、民生児童委員、介護保険事
業所、障害福祉サービス事業所
等のネットワーク構築に資する
ことができた。

　地域包括支援ネットワークの
要である市社会福祉協議会及び
地区社会福祉協議会と定期的な
会議を開催し、連携強化を図っ
た。この中で、地域包括ケアの
実現に向け、それぞれの機能、
役割を確認しながら、地域課題
の分析や新たな取り組みについ
て協議した。

ケアマネージャーが作成する介
護予防サービス利用者の介護予
防プラン及びサービス利用後の
評価等適正なサービス利用と自
立支援につながるよう節目ごと
に確認を実施。
（サービス利用者は月平均７３
０件だが、新規が増えてい
る。）

市内ケアマネージャーを
対象とした全体研修を実
施。また、新しく介護予
防プランを作成するケア
マネージャーには主任介
護支援専門員による個別
研修を実施したことから
一定の成果が得られＢ+
とした。

本人家族が希望するからサービ
ス利用につなげるのではなく、
サービスの必要性をよく検討
し、新しい制度につなげられる
ようなプラン作成ができるよう
研修等を行い資質の向上を図っ
ていく必要がある。

平成27年度に介護保険
法の改正があり介護予
防通所介護・介護予防
訪問介護が総合支援事
業に移行するため、利
用者にあったサービス
利用支援ができるよう
研修等実施していく。

　前年度と同程度の事業の進
捗があり、一定の成果が得ら
れたことからＢ+とした。

　自立支援に資するケアマネジメ
ントが行われるよう、介護予防プ
ラン作成に従事するケアプラン
ナーに対し、定期的な研修を実施
した。

　定期的な研修の開催が実施
できたため。
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49 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ｂ+

H27 Ａ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

6219

【施　策】
行政サービス利用の広
報・啓発
・情報提供

　介護保険サービス利用者に対し、適正な介
護サービス利用に関する知識を普及・啓発す
るため、パンフレットの作成及び給付費通知
の送付を行います。

前年度と比較して概ね同程度
の事業の進捗があり、一定の
成果が得られたことからＢ+と
した。

介
護
障
害
支
援
課

【事　業】
介護保険制度の普及の
ための啓発

う

[目標値]
 　パンフレット作成
    給付費通知送付（2回）

前年度と比較して同程度
の事業の進捗があり、一
定の成果が得られたこと
からＢ+とした。

制度の複雑化に伴う利用車への
周知方法の検討

制度の理解促進に繋が
るパンフレットの作成
及び適正なサービス利
用を促す介護給付費通
知の発送

制度改正に対応したパンフレット
を作成配布し、併せて介護サービ
ス利用者に対して記載方法を工夫
した給付費通知を郵送してサービ
ス利用の確認及び再認識を促しま
した。
○パンフレット作成 ９，０００
部
○給付費通知
対象者３，８９８人
通知数３，９７４通

介
護
障
害
支
援
課

【事　業】
その他の高齢者支援
サービス

う

[目標値]
　ホームページのバージョン
アップ

前年度と比較して同程度
の事業の進捗があり、一
定の成果が得られたこと
からＢ+とした。

6218

【施　策】
高齢者の介護に関する
サービスの充実と予防

　介護保険サービスの適正な提供のため、介
護保険サービス事業者に対する指導・監督並
びに事業運営に関する情報提供などの支援を
行う。
  あわせて、利用者に対し、介護保険サービ
ス事業者を一覧する。

【事　業】
要支援者のマネジメン
ト業務

う

[目標値]
　介護方法の実技講習などによ
り、介護者と介護に携わる家族
の負担軽減を図ります。

制度の複雑化に伴う利用車への
周知方法の検討

ホームページによる適
正な情報提供の拡充

6218

【施　策】
高齢者の介護に関する
サービスの充実と予防

　在宅の高齢者に対して日常生活訓練、入
浴、食事等の援助を行うサービスの充実を図
ります。

福
祉
総
合
相
談
課

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
生
活
に
お
け
る
活
動
の
両
立
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社
会
支
援
策
や
相
談
体
制
の
充
実

在宅高齢者に対する、ホームセ
キュリティ利用：延べ185件、寝
具選択乾燥消毒サービス：延べ
82件、訪問理美容サービス：延
べ28件、寝たきり老人等介護手
当：延べ186件、はり・きゅう・
マッサージ費助成：延べ1,865件
等のサービスを提供し、御本
人・介護者の負担軽減を図る

ホームページの適正な管理運営
により介護保険事業者及びサー
ビス利用者への情報提供が充実
され、併せて適正なサービス利
用に係る情報提供を実施しまし
た。
○福祉用貸与製品の情報
○福祉用具貸与価格の情報
○市内介護保険事業者一覧（毎
月更新）

制度改正に対応したパンフレッ
トを早期に作成配布し、併せて
介護サービス利用者に対して記
載方法を工夫した給付費通知を
郵送してサービス利用の確認及
び再認識を促しました。
○パンフレット作成 ７，５００
部
○給付費通知
対象者３，６７５人
通知数３，７５７通

　前年度と同程度の事業
の進捗があり、一定の成
果が得られたことからＢ
+とした。

平成27年度から対象者の幅を広
げる事業もあり、対象となる
方・必要とされている方が利用
できるサービスとなるよう周知
していく必要がある。

介護保険制度の改正に
よりサービスの利用も
変化してくることか
ら、利用時期にあった
情報提供やサービス利
用のための支援を行
う。

　介護保険外のサービスとしてシ
ルバー人材センターで福祉家事援
助サービスを実施。延べ利用件数
は２５３件。サービス提供をする
福祉家事援助登録者は男性５０
名、女性８０名、計１３０名であ
る。

　介護保険サービス以外の選
択肢ができた。

ホームページの適正な管理運営に
より介護保険事業者及びサービス
利用者への情報提供が充実され、
併せて適正なサービス利用に係る
情報提供を実施しました。
○福祉用貸与製品の情報
○市内介護保険事業者一覧（毎月
更新）

前年度と比較して概ね同程度
の事業の進捗があり、一定の
成果が得られたことからＢ+と
した。
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50 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ｂ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

子
ど
も
未
来
課[目標値]

　助成事務を適確に進め、母子
家庭等の生活を支援します。

6302

【施　策】
母子・父子家庭の生活安
定の支援

　20歳未満の児童を養育する母子家庭等の医
療費を助成します。

【事　業】
母子家庭等医療費助成

う

【施　策】
ひとり親家庭に対する相
談体制の充実

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
児童扶養手当

う

[目標値]
　児童扶養手当を支給しひとり
親家庭の生活の安定をはかりま
す。

子
ど
も
未
来
課

6302

【施　策】
母子・父子家庭の生活安
定の支援

　離婚などで父または母と生計を同じくして
いない児童を養育するひとり親家庭に児童扶
養手当を支給します。

【事　業】
ひとり親家庭支援相談
員による相談の推進

6301

　ひとり親家庭の子育て相談や母子家庭の母
親の就業支援相談に応じます。

対象世帯には公平に手当
を支給し当該家庭の生活
の安定に寄与した。
支給世帯数
　Ｈ25年度比　97.1％
支給総額
　Ｈ25年度比　98.6％

なし 引き続き児童扶養手当
支給事業を実施する。
対象となる家庭を手当
支給につなげるよう、
市民課と連携し、戸
籍、住民登録の手続き
後、子ども未来課を案
内していただくなど適
切な対応を図る。

母子家庭等自立支援事業を実施し
た。
ひとり親家庭支援相談員を1人配
置し、ひとり親の相談に応じ、自
立に必要な情報提供及び指導、職
業能力向上及び求職活動に関する
支援を行った。
相談員数1人
相談回数153回

児童扶養手当支給事業を実施し
た。
支給世帯数1,063世帯
支給額　484,682,240円

う

[目標値]
　母親の就業支援により、母子
家庭の自立を目指します。
 

平成26年9月末日をもっ
てひとり親家庭支援相談
員が退職したため、同年
10月～平成27年3月末ま
での相談体制が減退した
ため。

なし 引き続き母子家庭等自
立支援事業を実施す
る。
平成26年10月から不在
となっていたひとり親
家庭支援相談員につい
て、平成27年度から新
規に1人雇用する。

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
に
お
け
る
活
動
の
両
立

３
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
策
の
充
実

母子家庭等自立支援事業を実施
した。
ひとり親家庭支援相談員を1人配
置し、ひとり親の相談に応じ、
自立に必要な情報提供及び指
導、職業能力向上及び求職活動
に関する支援を行った。
相談員数1人
相談回数269回

児童扶養手当支給事業を実施し
た。
支給世帯数1,075世帯
支給額467,644,790円

母子家庭等医療費助成事業を実
施した。
延べ助成件数13,695件
助成額32,788,333円

適切に事務を執行したた
め。
延べ助成件数：昨年度比
105.2％
助成総額：昨年度比
103.5％

なし 引き続き母子家庭等医
療費助成事業を実施す
る。
児童扶養手当支給事業
との関連があるため、
担当同士が連携を取り
適切な事業実施に努め
る。

対象世帯には公平に手当を支
給し当該家庭の生活の安定に
寄与した。
支給世帯数
　Ｈ26年度比　98.9％
支給総額
　Ｈ26年度比　103.6％

母子家庭等医療費助成事業を実施
した。
延べ助成件数　　件
助成額　31,868,792円

適切に事務を執行したため。
延べ助成件数：昨年度比
105.2％
助成総額：昨年度比　97.2％
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51 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ｂ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ｂ

H25 Ａ

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

子
ど
も
未
来
課

【事　業】
自立支援給付金交付事
業

う

[目標値]
ひとり親の就業を推進するた
め、本制度の活用についてＰＲ
し、利用の推進を図ります。

利用の促進を図ったた
め。
広報ふじのみやへの募集
記事掲載、およびひとり
親家庭支援相談員による
周知を行った。

6302

【施　策】
母子・父子家庭の生活安
定の支援

　離婚などで父（母）と生計を同じくしてい
ない児童を養育する母子家庭の母親（父子家
庭の父親）の就業を支援するため、自立支援
教育訓練給付金・高等技能訓練促進費を支給
します。

【事　業】
母子寡婦福祉資金の貸
付

う

[目標値]
　資金借り入れの申請について
意見を付して資金の有効な活用
を推進します。

なし 引き続き母子家庭等自
立支援事業を実施す
る。
事業の活用について、
周知し、利用の促進を
図る。

6302

【施　策】
母子・父子家庭の生活安
定の支援

　離婚などで父（母）と生計を同じくしてい
ない児童を養育する母子家庭（父子家庭）の
児童が高校や大学等で修業する場合の資金を
県が貸し付ける。市は、資金の借用に係る申
請書を受け付け、県に進達します。 子

ど
も
未
来
課

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
に
お
け
る
活
動
の
両
立

３
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
策
の
充
実

母子父子寡婦福祉資金貸付申請
受付業務を実施した。また、学
校へのチラシの送付、広報ふじ
のみやへの記事掲載など周知を
図った。
なお、本事業は、市が申請を受
け付け、県が審査・貸付を行う
ものである。（県事業への協
力）
申請受付件数38件
（内訳）
高校20件
専門5件
大学13件

母子家庭等自立支援事業を実施
した。
母子家庭の母又は父子家庭の父
の就業に有利な資格取得や能力
開発に向けた取り組みを行っ
た。
給付者数
自立支援教育訓練給付金0人
高等職業訓練促進給付金5人

事務を適切に執行したた
め。
母子家庭等の児童が、高
校や大学で修学するため
の支援ができたと思われ
る。

なし 引き続き、母子父子寡
婦福祉資金貸付申請受
付業務を実施する。

母子父子寡婦福祉資金貸付申請受
付業務を実施した。また、学校へ
のチラシの送付、広報ふじのみや
への記事掲載など周知を図った。
なお、本事業は、市が申請を受け
付け、県が審査・貸付を行うもの
である。（県事業への協力）
申請受付件数20件
（内訳）
高校13件
専門2件
大学2件
短大1件
高等専修学校2件

事務を適切に執行したため。
母子家庭等の児童が、高校や
大学で修学するための支援が
できたと思われる。

母子家庭等自立支援事業を実施し
た。
母子家庭の母又は父子家庭の父の
就業に有利な資格取得や能力開発
に向けた取り組みを行った。
給付者数
自立支援教育訓練給付金0人
高等職業訓練促進給付金2人

利用の促進を図ったため。
広報ふじのみやへの募集記事
掲載、およびひとり親家庭支
援相談員による周知を行っ
た。
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52 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ-

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

6402

【施　策】
高齢者のボランティア活
動と交流機会の充実

富士宮市老人クラブ連合会の活動として、異
世代との交流機会の充実のため、男女の固定
的な役割にとらわれることなく、秋のこども
祭りへの老人クラブ参加やグラウンドゴルフ
大会への参加を支援します。

事業は定例化しており
今後も継続していく予
定。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
・異世代との交流事業

う

[目標値]
男女がともに、参画できるよう
に啓発に努めます。

　前年度と比較して同程
度の事業の進捗があり、
一定の成果が得られたこ
とからＢ+としました。

クラブ数・会員数の減少が活動
の縮小化になる可能性がある。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
高齢者のボランティア
活動への参加促進

う

[目標値]
男女がともに、参画できるよう
に啓発に努めます。

クラブ数・会員数の減少が活動
の縮小化になる可能性がある。

事業は定例化しており
今後も継続していく予
定。

6402

【施　策】
高齢者のボランティア活
動と交流機会の充実

富士宮市老人クラブ連合会の活動として、異
世代との交流機会の充実のため、男女の固定
的な役割にとらわれることなく、秋のこども
祭りへの老人クラブ参加やグラウンドゴルフ
大会への参加を支援します。

6401

【施　策】
高齢者の学習活動の充実

　地域高齢者の心身の健康増進と相互の親睦
交流を通じて、社会参加への意欲の高揚を図
ります。

　地域高齢者の心身の
健康増進と相互の親睦
交流を通じて、社会参
加への意欲の高揚を図
ります。

　前年度と比較して同程
度の事業の進捗があり、
一定の成果が得られたこ
とからＢ+としました。

社
会
教
育
課

【事　業】
高齢者学級

い

[目標値]
　寿大学、高齢者学級など、高
齢者の自主的な学習活動を推進
します。

　高齢者学級が参加者の
減少により１学級閉鎖し
たため。

　高齢者の学級参加意欲の向上
を図る。

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
に
お
け
る
活
動
の
両
立

４
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
条
件
整
備

富丘公民館：5月～10月　5回×5
会場
南部公民館：5月～12月　5回×1
会場、4回×2会場、3回×1会
場、1回×2会場
根北公民館：5月～11月　6回×1
会場
根南公民館：6月～11月　6回×5
会場
西公民館：6月～12月　6回×5会
場
芝川公民館：6月～11月　6回×3
会場
柚野公民館：6月～11月　6回×1
会場
上野・北山：6月～12月　6回×2
会場
白糸・上井出：6月～ 2月　7回
×1会場、6回×1会場、5回×1会
場

全国一斉「社会奉仕の日」（9
月）には各自治会の草取りや清
掃活動を各単位シニアクラブで
継続して取り組んでいます。

　ふじさんの日にちなんだ異世
代交流では「昔の遊び広場」と
称し親子に昔の遊びを紹介する
などの活動を継続して実施して
います。

富丘公民館：5月～10月　5回×5
会場
南部公民館：5月～12月　5回×1
会場、4回×1会場、3回×2会場、
2回×1会場、1回×2会場
根北公民館：5月～12月　6回×1
会場
根南公民館：6月～11月　6回×5
会場
西公民館：6月～12月　6回×5会
場
芝川公民館：6月～12月　7回×1
会場、6回×1会場、3回×2会場
柚野公民館：6月～11月　6回×1
会場
上野・北山：6月～12月　6回×2
会場
白糸・上井出：6月～ 2月　7回×
22会場、5回×1会場
全166回

高齢者の学習活動を促し、自
主的な活動計画のもと、合計
開催回数が3増加したため。

　富士山シニアクラブでは、各自
治会の草取りや清掃活動、余暇活
動など地域を盛り上げる活動や、
見守り活動に取り組んでいる。

　前年度と比較して同程度の
事業の進捗があり、一定の成
果が得られたことからＢ+とし
た。

ふじさんっこ応援隊推進事業とし
て、「子どもの見守り」、「子ど
もとの交流活動」等の地域の子育
て活動に取り組んでいる。

　前年度と比較して同程度の
事業の進捗があり、一定の成
果が得られたことからＢ+とし
た。
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53 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

6403

【施　策】
高齢者グループ活動の育
成

　引き続き、地域寄り
合い処の周知及び連携
に努める。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
地域寄り合い処

う

[目標値]
 　社会福祉協議会との連携を
充実させます。

　なし
　老後の生活を豊かにするとともに、明るい
長寿社会づくりに資するため、地域寄り合い
処の運営を支援します。

老人クラブ活動の運営が推進さ
れるよう補助金を交付。事務局
である社会福祉協議会とクラブ
活動の一つである健康づくり事
業等に多くの会員が参加して楽
しめるよう会場の確保について
事前に打ち合わせを持ち連携を
図った。

　窓口相談等において、要介護
状態ではない高齢者に寄り合い
処を紹介し、元気な高齢者の
「居場所」づくりに努めた。
　また、地域型支援センターの
職員に寄り合い処への参加をお
願いし、地域型支援センターと
地域寄り合い処との連携を図っ
た。

　元気な高齢者に「居場
所」を紹介することがで
きた。
　また、地域型支援セン
ターの職員が地域寄り合
い処に参加することによ
り、高齢者の実情等を把
握することができたた
め。

6403

【施　策】
高齢者グループ活動の育
成

老後の生活を豊かにするとともに、明るい長
寿社会づくりに資するため、男女とも参加し
やすい老人クラブの運営を支援します。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
老人クラブ育成

う

[目標値]
社会福祉協議会との連携を充実
させます。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
敬老会の開催

う

[目標値]
地域全体で実施できるよう情報
の提供や啓発に努めます。

平成２５年度同様、77歳以上の
高齢者を対象に敬老会を実施す
る自治会に交付金を交付。
　また、男女最高齢者、100歳に
達する者、白寿、米寿対象に祝
い金を交付、特に市長の百歳訪
問は長寿を祝う特別な機会とな
り本人・家族に喜ばれている。

高齢者の増加に伴い財政的な負
担や実施会場の問題や運営ス
タッフの高齢化に伴う負担増、
自治会未加入者への対応等自治
会から問題提起されているもの
がある。

6402

【施　策】
高齢者のボランティア活
動と交流機会の充実

長年にわたり、社会に貢献してきた高齢者に
感謝するための敬老会を男女共同参画の視点
に立って開催します。

身近な会場で地域の子供
や演芸グループの舞台、
会食等で敬老を祝う催し
が市内全域で開催するこ
とができほぼ期待通りの
成果がありB+としまし
た。

６
家
庭
生
活
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職
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敬老事業のあり方につ
いて検討していくため
に「ありかた検討会」
を立ち上げ、方向性を
決めていく。

前年度と比較して同程度
の事業の進捗があり、一
定の成果が得られたこと
からＢ+としました。

会員数が減少している中、少し
でも多くの会員がいろいろな活
動に参加できるよう工夫してい
く必要がある。

今後も社会福祉協議会
と連携し、男女とも参
加しやすい老人クラブ
の運営を支援します。

平成２６年度同様、77歳以上の高
齢者を対象に敬老会を実施する自
治会に交付金を交付。
　また、男女最高齢者、100歳に
達する者、白寿、米寿対象に祝い
金を交付、特に市長の百歳訪問は
長寿を祝う特別な機会となり本
人・家族に喜ばれている。

　前年度と比較して同程度の
事業の進捗があり、一定の成
果が得られたことからＢ+とし
た。

　富士山シニアクラブの活動が推
進されるよう補助金を交付。クラ
ブ活動の一環である健康づくり事
業等に多くの会員が参加し、健康
づくりに役立つよう事務局である
社会福祉協議会と連携を図った。

前年度と比較して同程度の事
業の進捗があり、一定の成果
が得られたことからＢ+とし
た。

　通いの場所を求めている元気な
高齢者やその家族に対し、寄り合
い処を紹介し、また、新たな「居
場所」づくりに努めた。
　福祉相談センターの相談員に寄
り合い処に参加してもらい、寄り
合い処との連携を図った。

　元気な高齢者に「居場所」
を紹介することができた。
　また、福祉相談センターの
相談員が地域寄り合い処に参
加することにより、高齢者の
実情等を把握することができ
たため。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

6406

【施　策】
生活自立を支援する講座
の開催

社
会
教
育
課

【事　業】
男の料理教室

い

[目標値]
　男性が家事に参加する生活技
術を学べるよう、料理教室等を
開催します。

　男性向け料理教室の開講数
を増やし、また受講者から好
評を博したため。

　男性が家事に参加す
る生活技術を学べるよ
う、料理教室等を開催
します。

[目標値]
　社会福祉協議会との連携を充
実させます。

　男性が家事に参加できるよう、また、自立
した生活を営めるよう、料理教室等衣食住に
関する生活技術を学ぶ講座を開催します。

昨年度同様ボランティア活動に
興味のある人を社会福祉協議会
や介護保険サービス提供事業所
につなげるなど情報提供をする
とともに、ボランティアを必要
としているケースがあればつな
げるなど連携を図っている。

・南部公民館　デキる男のアレ
ンジ弁当
・南部公民館　基礎から学べる
男の一品料理！
・富士根南公民館　男の料理教
室
・富士根南公民館　男のパン教
室～ガッツリ食べようハンバー
ガー～
・西公民館　男の料理
・芝川公民館　男の料理教室
・柚野公民館　フライパンひと
つで男の料理

・南部公民館　基礎から学べる男
の一品料理(全1回)
・富士根南公民館　男の料理教室
(全1回)　男のパン教室(全1回)
・西公民館　男の料理(全2回)
・柚野公民館　フライパンひとつ
で男の料理(全2回)
・上野・北山地域学習センター
男がつくる料理教室(全2回)

　男性向け料理教室の開
講数を増やし、また受講
者から好評を博したた
め。

　なし

6405

【施　策】
地域における介護支援の
推進

　
地域における介護ボランティアを育成しま
す。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
地域における介護ボラ
ンティアの育成

う

　ボランティア活動に興味のある
人を社会福祉協議会や介護保険
サービス提供事業所につなげるな
ど情報提供をするとともに、ボラ
ンティアを必要としているケース
があればつなげるなど連携を図っ
ている。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
シルバー人材センター
の助成

う

[目標値]
高齢者が就業を通じ社会参加を
できるようにします。

平成26年度に事業収益や就労延
べ人数は増えているが、

　前年同様の活動ができ、軽
度者のニーズに対応できてい
るためＡと評価した。

6404

【施　策】
高齢者の就業機会の拡充

高齢者の生きがい対策として、男女の社会参
加の促進と就労機会の提供を進めるため、富
士宮市シルバー人材センター事業を推進しま
す。

H27年3月末、シルバー人材セン
ター登録者：男性305名、女性
125名、計430名が登録、就労の
ための技術講習会等を実施して
います。
福祉家事援助の利用者数は287件
と25件増となっています。需要
が増えている中、家事援助で登
録している会員も、男性47名、
女性58名計105名と増えていま
す。
就業延べ人数は46,805人日で前
年度より340人日増員している。

登録者数は５名の減と
なっているが、家事援助
登録者が増えていること
や就業延べ人数が増えて
いるのでAとした。

　平成２８年３月末、シルバー人
材センター登録者：男性２８８
名、女性１２４名、計４１２名が
登録。就労のための技術講習会等
を実施。福祉家事援助の利用者数
は２５４件で、実人員５０名、延
べ人員は１，３５０人にのぼって
いる。家事援助登録会員は、男性
５０名、女性８０名、計１３０名
と増加。

６
家
庭
生
活
と
職
業
生
活
そ
の
他
の
社
会
に
お
け
る
活
動
の
両
立

４
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
条
件
整
備

シルバー人材センター
と連携し就労機会の提
供を進めるとともに会
員数の増加に努めてい
きます。

前年度同程度の事業の進
捗で一定の成果が得られ
たことからＢとした。

必要に応じ会議・研修
会等開催し連携を図っ
ていく。

前年度同程度の事業の進捗で
一定の成果が得られたことか
らＢとした。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ

H23 Ｂ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ａ

H27 Ａ

6408

【施　策】
高齢者の健康づくり

　
住みなれた地域で自立した生活を送ることが
できるよう介護予防についての健康教育等を
実施します。

健
康
増
進
課【事　業】

介護予防事業

 あ

[目標値]
　実施回数　３００回

実施回数　381回

元気で住み慣れた地域で自立し
た生活が続けられるよう、寝た
きりや認知症予防等の介護予防
を推進するための講座、教室、
相談等を実施しました。
また、介護予防事業の検討会を
介護予防ボランティア・参加者
を委員とし、内容の検討を行い
ました。
介護予防ボランティアによる自
主教室開催を支援しました。

１　介護予防に資する講
座、教室等が目標値を大
幅に超えたため。
２　介護予防ボランティ
アとの協働した事業展開
が実施できたため。

参加しやすい方法等の工夫（会
場・講師・内容）が課題です。
一方で高齢者の社会参加を促す
ことは、介護予防の面でも有効
なことから、事業参加者が介護
予防ボランティアとして地域で
活動できる仕組みづくりも課題
です。

介護予防の取り組みは
重要であることから、
内容の充実（ロコモ予
防、認知症予防など）
を図り、参加しやすい
方法等の工夫に努めま
す。また住民と協働し
た介護予防活動を実施
するために、ボラン
ティア養成講座等を実
施し、住民と協働した
健康教室・運動教室の
拡大に努めます。

市
民
生
活
課
（

交
通
対
策
室
）

【事　業】
宮バス・宮タクの拡大

 あ

[目標値]
宮バス拡大路線
　収支率＝50％、バス停オー
ナー数＝20人
　ｱﾝｹｰﾄによる満足度（5点満
点）3.4点
宮タク
　エリアごとに平均乗車数の目
標値を設定
　収支率＝35％～40％、
　ｱﾝｹｰﾄによる満足度（5点満
点）3.4点

富士宮市公共交通PDCA
（事業評価）に基づく
評価に伴い、地域の実
情に即した運行形態へ
の改善を検討する。な
お、宮タクについて
は、途中下車を可能に
することも含め、運行
形態の改善をする予
定。

6407

【施　策】
公共交通の充実

内容：宮バスの北循環・東南循環及びシャト
ル便の拡大と、宮タクの運行エリア拡大。
宮バス・宮タクとも、日中の高齢者等交通弱
者が、生活の足を確保しやすいダイヤを設定
します。また、宮バスにおいては、低床型ノ
ンステップバスの導入を検討します。これら
を実施することにより、高齢者の自立した生
活を支援し、男女がより家庭と社会における
活動を両立できるような環境を整備する。ま
た、事業を安定して継続させるために、健全
な収支運行を目指します。

宮バス・宮タクともに、継続し
て運行した。宮バスについて
は、平成25年10月の運行形態見
直し以降、昨年に比べほぼ全て
の路線の利用者数が増加傾向と
なった。また、宮バスを安心、
安全に御利用いただけるよう低
床型ノンステップバスを2台導入
した。
宮タクについては、全体的に利
用者数は増加傾向となったが、
一部エリアにおいては目標の達
成が難しい状況にある。

収支率
（宮バス）64%　（宮タ
ク）48%
乗車数達成率
（宮バス）106%
（宮タク）61～106％
アンケート満足度
（宮バス）4.3点
（宮タク）4.4点

現在、宮タクは途中下車できな
いが、利用者からは公共施設、
医療機関等での途中下車ができ
るよう要望の声が上がってい
る。途中下車できるような運行
形態の改善が必要となってい
る。
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宮バス・宮タクともに、継続して
運行。宮バスについては、昨年に
引き続き、ほぼ全ての路線の利用
者数が増加傾向となり、多くの人
の生活の足となった。
宮タクについては、運行エリアの
拡大、増便等、運行形態の改善を
図り、より多くの人の利用が可能
となった。

収支率
（宮バス）70%　（宮タク）
52%
乗車数達成率
（宮バス）118%
（宮タク）60～102％
アンケート満足度
（宮バス）4.3点
（宮タク）4.4点

実施回数　409回

元気で住み慣れた地域で自立した
生活が続けられるよう、ロコモ予
防や認知症予防等の介護予防を推
進するための講座、教室、相談等
を実施しました。
昨年度から開始した介護予防ボラ
ンティアによるロコモ予防の自主
教室開催を支援に加えて、認知症
予防運動ボランティアの養成も実
施し、地域での活動を支援しまし
た。

１　介護予防に資する講座、
教室等が目標値を大幅に超え
たため。
２　介護予防ボランティアと
の協働した事業展開が継続実
施できたため。
３　認知症予防運動ボラン
ティア養成を実施できたた
め。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ+

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 A

H24 Ｂ

H25 Ｃ

H26 B+

H27 c

【事　業】
思春期における保健福
祉体験講座

健
康
増
進
課

い

[目標値]
　参加者数　３０人

7102

7102

【施　策】
性に関する学習機会の充
実

　男女が互いの性について理解し尊重しあえ
るよう、県と共催で、教室を開催します。

【施　策】
性に関する学習機会の充
実

男女共同参画の視点に立った保健教育を充実
させるため、養護教員を対象とした研修会を
実施します。

富士市を会場に思春期保健講座
を実施。富士、富士宮に通学し
ている高校生28名が参加。

学
校
教
育
課

【事　業】
保健教育のための養護
教諭研修会

う

[目標値]  養護教諭研修会にお
いて男女参画の視点に立った研
修を取り入れすべての学校で学
級活動・保健の授業等に取り入
れていきます。

12月に開催された富士宮思春期
保健対策連絡会には、12名の養
護教諭が参加した。助産院や保
健所等、思春期に関わる関係機
関が現状と問題点について情報
交換し、課題を確認することが
できた。

　12月に開催した富士宮思春期保
健対策連絡会には、14名の養護教
諭が参加しました。保健所、助産
院等、富士宮市内の関係機関との
情報交換を行うことにより、連携
強化を図るとともに、より一層、
思春期保健対策を推進する機会と
なりました。

　各校における男女共同参画
の視点を取り入れた授業の推
進につながる、充実した研修
会となったため。

社
会
教
育
課

【事　業】
男女が互いの性につい
て理解し合うための啓
発

う

[目標値]
 　関係機関から送付された、
パンフレットの配布、ポスター
掲示等により情報提供します。

男女共同参画週間展示コーナー
に、パンフレットを配置し、パ
ネル展示等により啓発を図りま
した。

昨年と同程度に周知をお
こなうことができたた
め。

7101

【施　策】
男女が互いの性を尊重す
るための啓発活動の推進

　パンフレットの配布などを通じて、男女が
互いの性を理解し、尊重し合えるよう、啓発
を図ります。

７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

１
性
と
健
康
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及

なし 引き続き啓発を行って
いきます。

普段話を聞くことができ
ない高等学校の養護教諭
とも情報交換をすること
ができ、非常に有意義な
研修会となったので。

・表面化している問題の根底に
は自己肯定感の低さがある。
・中学校では、生徒指導に多く
の時間が費やされ、性教育にま
で時間がとれない。
・中学校では、避妊・中絶の知
識も必要なので計画的な指導が
必要。
・小学校の時から段階的に性に
関する話をしていくこと。そし
て、保護者への指導も必要。

今後も引き続き、養護
教諭による研修を充実
させ、学校に反映させ
ることで、より質の高
い学級活動や保健の授
業を行っていく。

前年度講師の都合で実施
できなかったが、今年度
富士市と合同で実施。

赤ちゃんの抱っこ体験を実施し
ているが、事故などの危険があ
り実施内容の検討が必要。

実施方法を検討し思春
期へのアプローチをし
ていく。

男女共同参画週間展示コーナーに
て、パンフレットを配置し、内閣
府データや市内の子育てにやさし
い事業所などのパネル展示を展示
することにより啓発を図りまし
た。パネル展示は総合福祉会館の
ほか、市役所市民ホールにおいて
も同時に展示を行った。また、１
０月に開催された市民生活展にお
いて、パネルの掲示およびアン
ケートの実施を行いました。

昨年より多くの周知をおこな
うことができたため。

講師の都合で実施できず。 講師の都合で実施できなかっ
ため
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

[目標値]
　相談の実施

7202

【施　策】
母子保健事業の推進

　健やかな子どもを生み育てるために、妊産
婦の悩みや不安を傾聴し、育児相談に応じる
などの育児支援を実施します。

健
康
増
進
課

【事　業】
妊婦の悩みに対する相
談、育児情報等の保健
指導

い

相談実績
母子保健相談　2,445人
栄養相談　169人
歯科保健相談  37人
６か月児相談　　967人

健
康
増
進
課

【事　業】
母子健康手帳の交付と
お父さんの子育て手帳
の配付

 あ

[目標値]
　妊娠週数１１週未満の交付率
１００％

11週未満の母子健康手帳
交付率が100％に達成し
なかったため。

7202

【施　策】
母子保健事業の推進

　健やかな子どもを生み育てるために、健康
記録として、また育児情報の提供源として活
用できる母子健康手帳を交付します。

【事　業】
各種健康診査等
（1歳6か月児・3歳児・
2歳児歯科健康診査・予
防接種）

 あ

健やかな子どもを生み育てるた
めに、健康記録として、また、
育児情報の提供源として活用で
きる母子健康手帳を交付しまし
た。母子健康手帳交付数
1,020件　うち11週未満の交付数
941件（率92.3％）
11週未満の交付は妊娠早期から
の妊婦健康診査受診のため。
H22年度までは県で作成した「お
父さんの子育て手帳」を配布し
ていましたが、県の事業仕分け
により廃止となりました。以降
法律に基づく母子健康手帳の交
付のみを実施し、保護者の活用
を促しています。

11週以降の母子健康手帳交付者
に対し妊婦健康診査の必要性を
周知し、受診を継続していける
よう支援していくことが課題。

・継続実施します。
・11週未満の母子手帳
交付者には妊婦健診受
診を継続して受診して
いけるよう支援してい
きます。

7201

【施　策】
乳幼児保健の実施

　乳幼児の発育、発達が順調であるか確認す
るとともに、疾病を早期に発見し、乳幼児の
健全育成を図るため、各種健康診査を実施し
ます。

[目標値]
　受診率　１００％

健診の未受診児に対し、
再通知や家庭訪問を実施
することにより、高い受
診率で推移しています。
　予防接種についても、
保健事業で接種歴の確
認、接種勧奨を実施する
ことにより、高い接種率
で推移しています。

受診率の向上と未受診児の全数
把握の継続が課題。

・継続実施します。
・各種保健事業で周
知、勧奨に努めます。
・健診未受診児に対し
ては、家庭訪問や入園
先の確認を継続するこ
とにより把握に努めま
す。

健
康
増
進
課

①1歳6か月児健康診査
対象者：1,155人、受診者数：
1,129人、受診率：97.7％
②2歳児歯科健康診査
対象者：1,141人、受診者数：
1,114人、受診率：97.6％
③3歳児健康診査
対象者：1,144人、受診者数：
1,119人、受診率：97.8％
④予防接種（ＭＲⅠ期）
対象者：1,093人、接種者数：
1,114人、接種率：101.9％

７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

２
母
性
の
保
護
と
母
子
保
健
の
推
進

相談場所として定着して
きている。

周知方法をしより多くの方が利
用できるようにしていく。

健やかな子どもを生み
育てるために、妊産婦
の悩みや不安を傾聴
し、育児相談に応じる
などの育児支援を実施
します。

①1歳6か月児健康診査
対象者：1,055人、受診者数：
1,033人、受診率：97.9％
②2歳児歯科健康診査
対象者1,127人、受診者数：1,093
人、受診率：97.0％
③3歳児健康診査
対象者：1,143人、受診者数：
1,125人、受診率：98.2％
④予防接種（ＭＲⅠ期）
対象者：1,019人、接種者数：
1,038人、接種率：101.8％

健診の未受診児に対し、再通
知や家庭訪問を実施すること
により、高い受診率で推移し
ています。
　予防接種についても、保健
事業で接種歴の確認、接種勧
奨を実施することにより、高
い接種率で推移しています。

健やかな子どもを生み育てるため
に、健康記録として、また、育児
情報の提供源として活用できる母
子健康手帳を交付しました。母子
健康手帳交付数
1,006件　うち11週未満の交付数
941件（率93.5％）
11週未満の交付は妊娠早期からの
妊婦健康診査受診のため。
母子健康手帳の交付時には、手帳
の内容を説明し、保護者の活用を
促しています。

11週未満の母子健康手帳交付
率が100％に達成しなかったた
め。

相談実績
母子保健相談　3,387人
栄養相談　227人
歯科保健相談  41人
６か月児相談　　935人

相談場所として定着してきて
いる。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 B+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 B+

H27 B+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 A

[目標値]
健診未受診者対応率
１００％

①養育支援訪問：実人数279人
述べ人数503人　②健診未受診者
数　4カ月健康診査41人　10カ月
健康診査113人　1歳6ヶ月健康診
査20人　2歳児歯科健康診査45人
3歳児健康診査28人　未受診訪問
388件　対応率100％

養育が特に必要であると
判断した事例に継続支援
を行ない、必要であれば
家庭児童相談室や児童相
談所など他機関と連携し
ている。健診未受診者に
対しては訪問して受診勧
奨するとともに、確認で
きない場合は夜も訪問す
るなど全数把握に努め
た。

今後も継続して実施し
支援内容の充実を図り
ます。

7202

【施　策】
母子保健事業の推進

　健やかな子どもを生み育てるために、妊産
婦の悩みや不安を傾聴し、育児相談に応じる
などの育児支援を実施します。また、育児支
援が必要な乳幼児や家族に対しては、随時訪
問指導を行います。 健

康
増
進
課

【事　業】
乳幼児等の訪問指導

 あ

継続支援の充実と他機関との連
携が課題。未受診者には全数把
握に努めることが課題

健
康
増
進
課

【事　業】
妊産婦、新生児の訪問
による育児支援

 あ

[目標値]
　　訪問率　１００％

今後も継続して実施し
て支援内容の充実を図
ります

7202

【施　策】
母子保健事業の推進

　健やかな子どもを生み育てるために、妊産
婦の悩みや不安を傾聴し、育児相談に応じる
などの育児支援を実施します。

7202

【施　策】
母子保健事業の推進

妊婦訪問指導：実人数14人　述
べ人数32人　産婦訪問指導：実
人数1012人　述べ人数1053人

健やかな子どもを産み育
てていけるよう妊娠期か
ら継続支援を行いまし
た。気になる妊婦に対し
て妊婦健診の受診勧奨や
出産後に向けて支援を行
いました。赤ちゃん訪問
を通じて産婦に対して支
援を行いました。

特定妊婦として他機関との連携
をとりながら支援の充実を図る
こと。産婦に対しては育児支援
の充実を図ること

健
康
増
進
課

【事　業】
産前産後の保健指導

 あ

[目標値]
　こんにちは赤ちゃん訪問対象
者指導率
１００％

4か月までのすべての乳児のいる
家庭を訪問する「こんにちは赤
ちゃん訪問」を実施しました。
対象　　995人
訪問数　977人
訪問実施率　98.1％
　訪問での状況把握ができない
事例は、電話や来所相談などで
状況把握を行いました。

　健やかな子どもを生み育てるために、妊産
婦の悩みや不安を傾聴し、育児相談に応じる
などの育児支援を実施します。

７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

２
母
性
の
保
護
と
母
子
保
健
の
推
進

昼だけでなく夜間も訪問
したり、里帰りしている
事例は里帰り先の市町へ
訪問の依頼をしたりと全
数把握に努めた。事例検
討などで継続支援の対応
方法を検したり、他機関
と連携をとるなど支援の
充実に努めた。

今後の全数把握していくこと。
支援の充実をしていくことが課
題。

今後も継続して実施
し、全数把握に努め
る。また、把握できな
い場合は、事例検討を
行い、他機関と連携を
とりながら把握に努め
る。支援を充実させる
ために、育児不安や支
援が必要な事例に対し
ては早期に訪問を実施
する。

4か月までのすべての乳児のいる
家庭を訪問する「こんにちは赤
ちゃん訪問」を実施しました。
対象　　982人
訪問数　944人
訪問実施率　96.1％
　訪問での状況把握ができない事
例は、電話や来所相談などで対応
中である。

里帰りしている事例は里帰り
先の市町へ訪問の依頼した
り、来所相談や電話相談にて
全数把握を目指し対応中であ
る。産後早目の訪問について
事例検討などで継続支援の対
応方法を検討したり、連絡が
つかないケースは医療機関に
連絡し受診を確認するなど他
機関と連携し、支援の充実に
努めた。

妊婦訪問指導：実人数10人　述べ
人数30人　産婦訪問指導：実人数
970人　述べ人数1034人

県より「妊産婦及び母子支援
連絡票」が導入され、妊婦の
情報が得られ易くなり、病院
と連携が深まったことで気に
なる妊婦の同行受診や、出産
に向けての早期支援につなが
りました。また、赤ちゃん訪
問を通じて産婦に対して支援
を行いました。

①養育支援訪問：実人数289人
述べ人数471人 ②健診未受診者数
4カ月健康診査14人　10カ月健康
診査53人　1歳6ヶ月健康診査22人
2歳児歯科健康診査44人　3歳児健
康診査26人　未受診訪問388件
対応率100％（３月未受診者の対
応中含む。）

養育支援が特に必要であると
判断した事例に継続支援を行
ない、必要であれば家庭児童
相談室や児童相談所など他機
関と連携している。健診未受
診者に対しては訪問して受診
勧奨するとともに、確認でき
ない場合は夜も訪問するなど
全数把握に努めた。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ａ

H26 Ｂ+

H27 B+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ+

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

7202

【施　策】
母子保健事業の推進

　不妊治療を行う夫婦に対して、治療費を助
成します。

健
康
増
進
課

【事　業】
不妊治療費の助成

い

[目標値]
　実施の有無

不妊治療助成利用者　213人
助成限度額　1年度80万円
申請回数　1年度最大2回まで

利用者が制度を利用しやすいよ
うに、26年度より助成限度額の
引き上げ及び1年度に申請可能な
回数の拡大を行う。また、不妊
治療費助成専用の相談室も設置
した。

25年度よりも助成利用者
が大幅に増えた。また、
専用の相談室の設置によ
り、プライバシ－が保た
れ、相談しやすい環境に
なった。

母子手帳の交付数及び出産数の
増加に繋がるよう、当該助成事
業の周知をより拡大したい。

27年度より不育症治療
費についても助成の対
象とする。

健
康
増
進
課

【事　業】
乳児健康診査

 あ

[目標値]
　４か月健診　９０％
　１０か月健診　９０％

健診の必要性の周知徹底し、受
診率の向上に努めたい。

・継続実施します。
・各種保健事業で周
知、受診勧奨に努めま
す。
・健診未受診児に対し
ては、家庭訪問や入園
先の確認を継続するこ
とにより把握に努めま
す。

7202

【施　策】
母子保健事業の推進

　乳児の健全な発育のため、４か月児・１０
か月児を対象に健康診査を実施し、費用を負
担します。

7202

【施　策】
母子保健事業の推進

4か月児健康診査受診数
1,021人　　　　率　98.8％
10か月児健康診査受診数　997人
率　91.1％

4か月児健康診査受診数　　968人
率　100.6％
10か月児健康診査受診数　970人
率　95.3％

健診について周知を積極的に
行っていること、健診未受診
児に対し家庭訪問を実施する
ことにより、高い受診率で推
移しています。

健診の未受診児に対し、
家庭訪問を実施すること
により、高い受診率で推
移しています。

健
康
増
進
課

【事　業】
妊婦健康診査

 あ

[目標値]
　初回受診率　１００％

健診の必要性の周知徹底ととも
に、受診できるよう支援を充実
させたい。

未受診者の把握と支援
の充実を図ります。　妊婦と子どもの健康を守るため、妊婦健康

診査の公費負担を実施します。
妊娠期間に初回検査を含む計１
４回の妊婦健康診査、4回の超音
波検査、1回の血液検査が必要と
されています。市はこれらの妊
婦健康診査の一定額について公
費負担を行いました。
妊婦健康診査受診券交付数：
1014人
初回受診者数：999人
受診率：98.5％

昨年度よりも受診率は向
上したが、１００％にと
どかなかったため。

７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

２
母
性
の
保
護
と
母
子
保
健
の
推
進

妊娠期間に初回検査を含む計１４
回の妊婦健康診査、4回の超音波
検査、1回の血液検査が必要とさ
れています。市はこれらの妊婦健
康診査の一定額について公費負担
を行いました。
妊婦健康診査受診券交付数：1081
人
初回受診者数：1040人
受診率：96.2％

概ね高水準の受診率で経過し
ている。
流産等で妊婦健診を受けられ
なくなった人もいると思わ
れ、今後は医療機関と連携し
て未受診理由についても把握
もしていくことで、受診率変
動の要因を探っていく。

不妊治療助成利用者　194人
（内不育症治療者　11人
男性不妊治療者　0人）
助成限度額　1年度80万円
申請回数　1年度最大2回まで

27年度より不育症・男性不妊治療
費に対しても助成を実施（男性不
妊治療費助成はH28.1.20より県へ
移行）。

助成対象となる治療内容が拡
大したことにより、制度利用
者の幅も拡大した。そのため
より多くの人たちが制度を利
用することができるように
なった。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ａ

H25 Ｃ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

【施　策】
健康意識の啓発

健
康
増
進
課

【事　業】
保健委員による地区活
動7302

　地域の健康づくりのリーダーとして、地域
への健康づくりの意識啓発の推進を図りま
す。

平成27年度保健委員委嘱数：138
人
（2年任期：平成27年4月1日～平
成29年3月31日）
【全体研修会】
・Ｈ27.6.22　　108人
・Ｈ27.7.15～Ｈ27.9.30　　117
人
・Ｈ28.1.29　　94人
・合計（延）：319人

【支部定例会】
・実施回数：80回
・参加数：759人（延）
※支部定例会…11支部に分かれ
て、支部ごとに勉強会等の実施

【地域活動】
・実施回数（延）：652回
・保健委員参加数（延）：1,455
人
※地区活動…地区の文化祭、公民
館まつり、寄合処等における健康
づくり普及啓発

7302

【施　策】
健康意識の啓発

　広く市民を対象として、健康づくりの意識
の啓発を図るため、健康まつりを実施しま
す。

 あ

[目標値]
　活動回数　４００回

平成25年度137人に委嘱し、保健
委員とし活動していただきまし
た。平成26年度は任期２年目の
活動となります。
保健委員は、行政と共に地域の
健康づくりの推進を図るため、
研修会や各支部毎に学習会を実
施しました。
（全体研修会）
4/23　参加者100人
7/15　　　　　94人
H27.1/28　　　89人
（支部定例会）
実施回数61回
参加数538人（延）

また地区活動として、学習した
ことを地域の文化祭、寄り合い
処、公民館まつり等で区民に啓
発を行いました。
（地域活動）
実施回数761回（延）
保健委員参加数1,058人（延）

健
康
増
進
課

【事　業】
健康まつり事業

い

[目標値]
　参加者数　300人

　参加者数　533人
6月8日（日）歯と口の健康週間
事業と同時開催。健康マイレー
ジの開始。

歯と口の健康週間事業と
同時実施することで、普
段関わるチャンスが少な
い、働く世代の多くの参
加を得ることができた。
ストレスチェック、骨の
健康度チェック、体組成
測定等を通じて、自分の
健康への関心を高め、健
康づくりの啓発を図るこ
とができた。
参加者数
　Ｈ25年度比　114.9％

健
康
増
進
課

【事　業】
健康増進計画による推
進体制の整備

 あ

[目標値]
　１１施策１０6項目の評価指
標で評価を行います。

第４期計画に基づき、各種の健
康づくり事業を実施しました。
毎年、計画の進捗状況の確認、
分析、評価指標の達成度の検証
を実施し、事業に反映させてい
ます。第５期計画策定に向け、
アンケート調査をを実施しまし
た。　　　　　　　１０６項目
の評価指標は、
目標を達成したまたは上回った
３２目標
目標の８割から９割程度
５４目標
目標の半分から７割程度
１６目標
目標の半分を下回っている
４目標

評価項目１０６項目の
内、「目標を達した又は
上回っている」及び「目
標の８割から９割程度」
の割合の、81.13％で評
価しました。

7301

【施　策】
健康増進計画の推進

　健康課題を改善し、市民の健康意識を高
め、生涯にわたる健康づくりを推進するため
の施策についての計画を策定し実施します。

７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

３
生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
支
援

平成２７年度が第４期計画の最
終年度になるため、計画の見直
しを行い、課題の明確化や評価
指標の検討をしていく必要があ
ります。

計画の見直しを行い、
アンケート調査結果を
反映させた第５期計画
の策定を行い、新たな
計画に基づいた健康増
進活動を実施します。

・毎年、同じ人が参加してい
る。
・内容のマンネリ化
・歯と口の健康週間事業と同時
実施しているが、周知が不十分
である。

もっと多くの方に参加
していただけるよう、
魅力ある内容と周知の
工夫をしたい。
外部協力団体との連
携、また内部の連携を
うまくとっていく。

平成25年度の地域活動の
実施回数は588回、保健
委員参加数は1,888人
（延）であったが、平成
26年度は、地域活動数の
実施回数は828回。保健
委員参加人数は1,924人
と大幅に増えた。
また平成26年度は、１年
目に学んだことを地域活
動に活かし、積極的に地
域の健康づくりの活動で
きたと思われます。

　健康づくりを推進していくた
めには、市民と協同して取り組
んでいく必要がある。そのため
には保健委員の協力が必須であ
る。今後さらに保健委員の活動
が活発になるように支援してい
く。
　また保健委員の活動を知らな
い市民もいる為、活動の推進、
周知を図る必要がある。

　健康づくりを市内全
域に推進していくため
には、保健委員の協力
が必須であるため、保
健委員が活動しやすい
ように、工夫しながら
支援を行い、市民の健
康への関心を高めるよ
う努めます。
　また、保健委員活動
をより多くの市民に
知ってもらうため、活
動の周知を積極的に
行っていく。

第４期計画に基づき、各種の健康
づくり事業を実施しました。

１１施策１０６項目の評価指標は
目標を達成したまたは上回った
33目標
目標の８割から９割程度
52目標
目標の半分から７割程度
14目標
目標の半分を下回っている
7目標
第４期計画をPDCAサイクルにより
見直し、市民アンケート結果を反
映させた第５次健康増進計画を策
定しました。

参加人数：750人
6月14日（日）歯と口の健康週間
事業と同時開催。

歯と口の健康週間事業と同時
実施することで、若い世代、
働く世代が多く参加して頂け
た。ストレスチェック、骨の
健康度チェック、体組成測定
等を通じて、また、子供も
キッズラリーを通じて、自分
や家族の健康への関心を高
め、健康づくりの啓発を図る
ことができた。
参加者前年度（Ｈ26）比：
140.7％

地域活動については、平成26
年度と比較し、回数は減少し
たものの、参加数は大幅に増
加した。回数は減少したとは
いえ、目標値である400回は大
幅に上回っているため、評価
を左記のとおりとした。
また、支部定例会について
も、回数、延べ人数共に増加
している。
なお、全体研修会について
は、委嘱年度のみに実施する
「普通救命講習」があったた
め、前年度より1回増となって
いるが、次年度は実施しない
ため、3回の予定となる。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

【事　業】
市民健康講座

う

[目標値]
　受講者の男女比が偏らないよ
う、広報誌、HP,
報道機関などに広くPRを働きか
ける。

インフルエンザ流行時期
と重なり、参加人数が減
少した時がありました
が、ほぼ期待どおりの成
果があったと思います。

 あ

健
康
増
進
課

7302

【施　策】
健康意識の啓発

　
　身近な病気等をテーマに取り上げ、医師や
看護師が治療法や予防法についてわかりやす
く解説することで、健康への関心を高めま
す。
　男女や年齢になるべく偏らないテーマを選
ぶことに配慮します。

病
院
管
理
課

[目標値]
　掲載回数　１２回

7302

【施　策】
健康意識の啓発

　保健事業及び健康づくりの情報について周
知します。

【事　業】
広報紙による啓発

健
康
増
進
課

【事　業】
集団健康教育

 あ

[目標値]
　実施回数　５００回

　実施回数　603回
　市民の健康課題であるがん、
糖尿病等の生活習慣病、こころ
の健康づくりを中心として、疾
病の正しい理解と生活習慣改善
について、がん検診への受診勧
奨、食育、歯と口の健康、子ど
もの生活リズムなどの啓発を実
施しました。乳がんの予防、子
宮頸がんの予防、こころの健康
づくりについては医師による講
演会を実施しました。

目標実施回数500回を上
回った。

企業からの健康教育の依頼が昨
年より増えましたが、働く世代
へのアプローチとしては今後も
対象者を拡大する必要がありま
す。
企業と連携し、働き盛りの世代
への健康教育を充実させること
は今後の課題となります。

7302

【施　策】
健康意識の啓発

　健康づくり及び疾病予防に関する正しい知
識の普及啓発を実施します。地域団体等の要
望に沿った内容、日時等で実施します。

７
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涯
に
わ
た
る
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３
生
涯
に
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た
る
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健
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く
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援

　毎月市民に配布される広報紙
を活用し、保健事業及びがん予
防・生活習慣病・こころの健
康・禁煙・食育等の健康づくり
情報を掲載し、市民への啓発に
努めました。
掲載回数12回

平成２６年度は６回の市民健康講座を
実施し、３４６人の市民の参加があ
り、概ねの健康への関心を高めること
ができました。
　講座参加者
・かんご相談室をご存知ですか？
　家庭でできる感染対策！感染性胃腸
炎
　        ６６人(男20人　女46人)
・足白癬と爪白癬
　　　　　６６人(男27人　女39人)
・糖尿病
　　　　　７０人(男35人　女35人)
・慢性肝炎
　　　　　４５人(男26人　女19人)
・肺がん
　　　　　３２人(男19人　女13人)
・放射線治療の基本と実績
　　　　　６７人(男42人　女25人)

生活習慣病の予防、健
康増進等健康に関する
正しい知識の普及を図
り、より多くの市民に
実施できるよう努めま
す。合わせて、生活習
慣病予防については、
生活習慣が健診結果に
つながっていることを
理解し、自ら生活習慣
を見直せるような内容
を検討していきたいと
思います。

Ｈ26年度も毎月情報を掲
載し、市民への周知がで
きたためＡと評価しま
す。

広報誌自体の講読率を上げるこ
とができれば、もっと多くの方
に周知していけるのではないか
と思います。

今後も毎月広報誌を活
用し、市民の健康意識
を啓発していきたいと
思います。

より多くの方に参加し
ていただけるよう、引
き続き広報誌、ＨＰ、
報道機関、ポスターな
どで広く開催をＰＲし
て、市民の健康への関
心を高めるよう努めま
す。

男女比に偏りは見られませんで
した。ただし、参加人数にばら
つきがあるため、より多くの方
にＰＲ等をしていきたい。

実施回数560回　市民の健康課題
であるがん、糖尿病等の生活習慣
病、こころの健康づくりを中心と
して、疾病の正しい理解と生活習
慣改善について、がん検診への受
診勧奨、食育、歯と口の健康、子
どもの生活リズムなどの啓発を実
施しました。糖尿病の基礎知識、
こころの健康づくりについては医
師による講演会を実施しました。

目標実施回数500回を上回っ
た。

毎月各戸配布される広報紙を活用
し、保健事業の日程の他、随時行
われるイベントや、健康づくりの
情報について掲載し、市民への啓
発に努めました。
掲載回数12回

毎月情報を掲載し、市民への
周知ができたためＡ評価しま
す。

平成２7年度は６回の市民健康講座を実
施し、43人の市民の参加があり、概ね
の健康への関心を高めることができま
した。
　講座参加者
・上手な病院のかかり方
　        ７３人(男30人　女43人)
・地域包括ケア病棟について
　　　　　７７人(男31人　女46人)
・南海トラフ巨大地震、あなたはどう
する？－富士宮市の災害医療を考える
－
　　　　　８４人(男44人　女40人)
・ピロリ菌とがんについて
　　　　　６６人(男34人　女32人)
・心筋梗塞、狭心症について
　　　　　７１人(男41人　女30人)
・慢性腎臓病（CKD）について
　　　　　６０人(男27人　女33人)

ほぼ期待どおりの成果があっ
たと思います。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ-

H24 Ａ

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ｂ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 B

【施　策】
健康診査の充実

保
険
年
金
課

【事　業】
特定健診事業

7305

(内容）身体計測、血圧測定、医師の診察、
血液検査（糖、脂質、肝機能、貧血）尿検
査、心電図
　メタボリックシンドロームに着目し、疾病
予防を重視した健康診査、保健指導を実施す
ることにより、発病以前から生活習慣の改善
に介入し、糖尿病等の生活習慣病の発症を防
ぎます。

7304

【施　策】
健康相談事業の実施

　健康づくり及び疾病予防について、個々の
相談を実施します。

①特定健診
　対象者数：26,648人、受診者
数：9,214人、受診率：34.6％
②特定保健指導
　対象者数：977人、実施者数：
46人、実施率：4.7％
平成２４年度から実施している富
士市医師会との医療機関相互乗り
入れや健診自己負担金一部無料化
を継続し、さらに未受診者に対す
る受診勧奨を３回実施し受診率の
向上に努めました。
また、特定健診受診に関するニー
ズを把握するためのアンケートも
実施し、その結果をもとに、平成
28年度から受診率向上に向けた新
たな取り組みを実施いたします。

当初目標値である受診率
40％、保健指導実施率60％を
下回ったため。

 あ

[目標値]  特定健康診査等実施
計画による目標値
受診率 80％ 保健指導60％（国
が定めた目標値）
受診率 40％ 保健指導60％（現
実的な目標値）

当初目標値である受診率
40％、保健指導実施率
60％を下回ったため。

受診者数・受診率はともに、少
しずつ増えていますが低迷して
います。特に若年層の受診率が
他の年代より低いため、今後の
課題です。

未受診者への受診勧奨
や若年層への受診啓発
など、疾病の早期発
見・予防を目指しま
す。

　成人対象の健康相談におい
て、若い世代に多く利用しても
らえるような実施方法･周知方法
を検討していきたいです。

健
康
増
進
課

【事　業】
健康相談等各種相談事
業

 あ

[目標値]
　相談者数
　４，０００人

相談者数　　　5597　人
　健康づくり、生活習慣病の予
防、栄養や歯科や運動について、
乳幼児から高齢者まで、電話また
は面接での相談を行ないました。
　乳幼児については、身長体重計
測や６ヶ月児の健康相談を行ない
ました。
　２０歳以上の市民を対象に、
「からだチェック」（体組成測
定・骨年齢測定・ストレスチェッ
ク等）を月１回実施しました。

目標値を達成したため。 目標値を達成したため

健
康
増
進
課

【事　業】
健康相談

い

[目標値]  相談の実施

相談者なし

7303

【施　策】
エイズ・性感染症に関す
る予防、相談事業

　エイズや性感染症等に関する予防や、相談
等に応じられるよう、健康相談を実施しま
す。

７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

３
生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
支
援

相談窓口を開設した。
相談者数　 0人

相談者数　 6,376人
　健康づくり、疾病、栄養、歯
科、運動等の相談について、乳
幼児から高齢者まで来所または
電話での相談を実施しました。
　乳児については、身長体重計
測や6か月児健康相談を行いまし
た。
　20歳以上の方を対象に、体組
成、骨密度等の健康度チェック
を行う「からだチェック」を通
じて、生活習慣改善についての
相談を実施しました。子育て世
代の女性を対象に「子育てママ
のためのからだチェック」を行
いました。

①特定健診
　対象者数：27,025人、受診者
数：9,211人、受診率：34.1％
②特定保健指導
　対象者数：947人、実施者数：
120人、実施率：12.7％
平成２４年度から実施している
富士市医師会との医療機関相互
乗り入れや健診自己負担金一部
無料化に加え、腎臓機能に関す
る結果の追加表記やチラシの配
布など、自己の健康に関する意
識付けを行いました。
また、平成２５年度から実施し
ている特定健診相当分に限った
人間ドック助成制度によって、
より健診を受けやすい環境作り
に取り組みました。
人間ドック助成制度利用者数：
104人

周知方法を検討していきたい。 個々の相談に対応し、
市民の健康増進の支援
に努めます。

　個々の相談に対応
し、市民の健康増進の
支援に努めます。

相談窓口を開設した。
相談者数　0人

相談者なし
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ｂ+

周知法の検討と共に、
内容も市民のニーズに
あったものに随時変更
していく。健康づくり

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

う

健
康
増
進
課[目標値]

　参加者の理解度、満足度

7306

【施　策】
食育・地食健身による健
康づくり

　生活習慣病予防のための正しい食習慣の啓
発を図るための講座を実施します。

【事　業】
栄養学級

健
康
増
進
課

【事　業】
健康診査の充実（がん
検診等）

 あ

[目標値]
　受診者数
　４６，３００人

死亡原因の第1位であるがんの早
期発見・早期治療につなげるた
め、胃・大腸・前立腺・肺・乳・
子宮頸がんを実施しました。
受診者総数　　50,997人
がん発見者数　109人
がん検診推進事業（大腸がん）・
新たなステージに入ったがん検診
の総合支援事業（乳・子宮がん対
象者への一部個別勧奨、精密検査
未受診者への個別勧奨）、肝炎対
策の推進（個別勧奨・フォロー
アップ）を実施しました。

受診者目標46,300人を上回っ
た。

7305

【施　策】
健康診査の充実

　
　がんの早期発見、早期治療を目的に各種が
ん検診を実施します。

７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

３
生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
支
援

死亡原因の第1位であるがんの早
期発見・早期治療につなげるた
め、胃・大腸・前立腺・肺・子
宮・乳がん検診、肝炎ウイルス
検診を実施しました。
受診者総数　　52,388人
がん発見者数　　　77人
がん検診推進事業（大腸が
ん）・働く世代の女性支援のた
めのがん検診推進事業（子宮
・乳がん検診）、肝炎対策の推
進（個別勧奨）を実施しまし
た。

平成２６年度参加者：１８人。
実施後のアンケートによる参加
者の満足度は非常に高く、富士
宮市健康づくり食生活推進協議
会への加入者数は１１人になっ
た。

参加者１８人中６回の平
均出席者数は１７人と出
席率が高いことと、実施
後のアンケート結果より
左記の評価とした。

これだけの満足度がありなが
ら、栄養学級自体の周知が十分
ではないため効果的な周知をし
ていく。

受診者数目標46,300人を
上回った。

女性特有のがん検診の受診者・
働き盛りの若い世代の受診者数
が他の年代と比べて少ないた
め、昨年同様、今後の課題で
す。

がん検診受診率の低い
世代・女性・働き盛り
の世代への検診のPRを
図り、がんの早期発
見、更なる受診率の向
上に努めます。受診勧
奨を意図した無料クー
ポン券の発送は、昨年
同様実施いたします。
また、一昨年乳がん・
子宮頸がんを受診した
人に対して検診案内を
郵送します。

平成２7年度参加者：9人。
富士宮市健康づくり食生活改善推
進員養成講座として実施。実施後
のアンケートによる参加者の満足
度は非常に高く、富士宮市健康づ
くり食生活推進協議会への加入者
数は7人になった。

栄養学級６回の出席率が高い
ことと、実施後のアンケート
結果より左記の評価とした。
また富士宮市健康づくり食生
活推進協議会（ななくさ会）
への入会者も多かったため。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

「食卓の日」の普及を
各事業で実施。学童期
対象の事業は、学校栄
養教諭と連携をとりな
がら検討していく。

健
康
増
進
課

【事　業】
健康増進のための講演
会、研修会等の開催

う

[目標値]  「食卓の日普及事
業」「食育講演会」「健康教
育」等の諸事業の参加度、参加
件数などを総合的に勘案

事業終了後のアンケート
結果により満足度、理解
度が高かったため左記の
評価とした。

7306

【施　策】
食育・地食健身による健
康づくり

　男女を問わず、あらゆる食の機会において
食育を推進していきます。

【事　業】
健康増進のための講演
会、研修会等の開催

う

[目標値]  「地食健身食育推進
事業」「栄養バランスガイド」
「外食栄養成分表示」等の諸事
業の認知度、参加度、参加件数
などを総合的に勘案

様々な機会を捉えて「食卓の
日」を広めているが、認知度は
いまだ低い。学童期の食育につ
いて参加者を募る方式では関心
層だけに限られてしまうこと。

7306

【施　策】
食育・地食健身による健
康づくり

　男女を問わず、あらゆる食の機会において
食育を推進していきます。

農
政
課
（

食
の
ま
ち
推
進
室
）

７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

３
生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
づ
く
り
の
支
援

 外食栄養成分表示事業、地食健
身食育推進事業（中学生にじま
す調理教室・136人参加）、食の
安全セミナー（18人参加）を通
し、幅広い年齢層、ジャンルの
人々に多様な方法で啓発を行う
ことができました。
 外食栄養成分表示事業では、登
録店舗数は52店舗になり、地食
健身食育事業は、各学校が取り
組みやすい内容に見直し評価さ
れている。

食育講演会の開催（３５０人）
おやこクッキング教室３回実施
（１０３人）高校生食育セミ
ナー２校（４３人）親子ベジ育
教室３２人、小学３年生対象の
歯みがき教室にて啓発資料配
布、ベジ育講座２回（５４人）
「食卓の日」を各事業で広報。

　過去に引き続き男女を
問わず広く食育推進事業
を実施しているため。

なし 今後も男女の隔たりな
く食育を推進してい
く。

外食栄養成分表示事業、地食健身
食育推進事業（中学生にじます調
理教室・106人参加）、食の安全
セミナー（17人参加）を通し、幅
広い年齢層、ジャンルの人々に多
様な方法で啓発を行うことができ
ました。
 外食栄養成分表示事業では、登
録店舗数は60店舗になり、地食健
身食育事業は、各学校が取り組み
やすい内容に見直し評価されてい
る。

過去に引き続き男女を問わず
広く食育推進事業を実施して
いるため。

食育講演会の開催（100人）
おやこクッキング教室３回実施
（107人）高校生食育セミナー２
校（33人）、小学３年生対象の歯
みがき教室にて啓発資料配布、ベ
ジ育講座２回（57人）「食卓の
日」を各事業で広報。

事業後のアンケートにより参
加者の満足度が高く計画通り
に事業が実施できたため
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65 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ+

H26 Ａ

H27 Ａ

7403

【施　策】
スポーツ指導者・団体の
育成

　女性のスポーツ指導者や団体等が、地域な
どで積極的に活動できるよう指導者講習会を
開催します。

　今後も指導者の増加
と資質の向上を目指し
指導者養成講座、研修
講座を実施ししていき
ます。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

【事　業】
スポーツリーダー養成
講座

 あ

[目標値]
　養成講座の女性参加率30％以
上を目指します。

養成講座の女性の参加者
が30％以上であり、新た
な登録者も同様であった
ため。

特になし

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

【事　業】
託児付き教室・講座
（親と子のトリム・仲
良し体操等）

 あ

[目標値]
　託児の需要が高い教室の50％
以上に託児教室を設けます。

特になし 今後も、継続して教室
を実施していく。

7402

【施　策】
スポーツ教室等への女性
参加促進

　子育て中の女性がスポーツ教室等に参加し
やすいよう、一時託児付き教室、講座や親子
で参加できる教室等を実施します。

7401

【施　策】
各種スポーツ教室等の開
催

　男女がともに健康づくりが行えるよう、ス
ポーツ教室・健康教室・各種スポーツ大会等
の事業を実施します。

今後も広く募集を行っ
ていきたい。

現在託児希望のある3教
室についてすべて託児付
きとし利用があった。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

【事　業】
スポーツ教室・健康教
室

う

[目標値]
 　男女を問わず広く募集を行
い実施します。

本年度も多くの方に参加
していただいているた
め。

特になし７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

４
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動
の
充
実
と
促
進

年間通じてスポーツ教室・健康
教室を開催し、子供から高齢者
まで男女を問わず３期で4,477人
の方が受講しました。

親子で参加でき、託児の需要の
高い「親と子のトリム」・「親
と子のなかよし体操年中・年
長」の3つの教室で託児を実施
し、年間で５２人の申込があり
ました。
　託児のある教室を実施するこ
とにより、子育て中の多くの女
性が受講できました。

スポーツリーダー養成講座（10
回）開催。11人の受講のうち女
性が7人参加。
9名の方が新たにスポーツリー
ダーとして登録し、うち6人が女
性で、新たな登録者となった。

年間通じてスポーツ教室・健康教
室を開催し、子供から高齢者まで
男女を問わず３期で４，０１０人
の方が受講しました。

本年度も多くの方に参加して
いただいているため。

親子で参加でき、託児の需要の高
い「親と子のトリム」・「親と子
のなかよし体操年少・年中・年
長」の４つの教室で託児を実施
し、年間で５８人の申込がありま
した。
　託児のある教室を実施すること
により、子育て中の多くの女性が
受講できました。

現在託児希望のある3教室につ
いてすべて託児付きとし利用
があった。

スポーツリーダー研修講座（５
回）開催。４２人の受講のうち女
性が１３人参加。

研修講座の女性の参加者が
30％以上あったため。
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66 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24  Ｂ+

H25  Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ｂ

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ａ

7405

【施　策】
スポーツ施設の利用促進

古くなった器具の更新
を行い、新しい軽ス
ポーツの器具を増やし
利用者の拡大を図って
行きたい。 ス

ポ
ー

ツ
振
興
課

【事　業】
軽スポーツ用具の貸出

う

[目標値]
 　男女を問わず気軽にできる
軽スポーツの用具を貸し出すこ
とにより、施設や地域でのス
ポーツ活動を促します。

貸出器具の不足。
　スポーツ施設の有効利用を促進し、イン
ディアカなどの軽スポーツ用具を貸し出し、
自主的なスポーツ活動を支援します。

市広報・市ホームページ。ロー
カル新聞への掲載を行うととも
に、公共施設に各種要項等を置
いて市民に周知しました。
　引き続きフリーペーパーなど
へも、スポーツ教室や各種大会
などの情報を提供いたしまし
た。

地域住民や指導者派遣事業（１
２件）により、２９２件の貸し
出しを行いました（前年度４７
９件）。男女を問わず軽スポー
ツを楽しみました。

貸出件数は減ったものの
年間を通じ利用があるた
め。

7404

【施　策】
スポーツ情報の提供

　女性のスポーツに対する関心を高めるとと
もに、参加者の拡大を図るため、広報誌や新
聞にスポーツ教室等の情報を提供していま
す。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

【事　業】
スポーツ情報の周知
（広報・ホームページ
への掲載）

う

[目標値]  毎月の広報をはじめ
とし、新聞、窓口での教室等の
募集要項の配布など、広く情報
を提供します。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

【事　業】
総合型地域スポーツク
ラブの育成

う

[目標値]
 　年間を通じた活動を実施し
ます。

3つの団体がそれぞれ独自の事業
計画を立て継続的に活動を行っ
ている。

なし

7403

【施　策】
スポーツ指導者・団体の
育成

　子供から高齢者まで男女を問わず参加でき
る総合型ｽﾎﾟｰﾂクラブの活動の支援を行いま
す。

3つの団体がそれぞれ継
続的に活動を行ってい
る。

７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

４
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動
の
充
実
と
促
進

施設利用等継続して支
援していく。

各種の情報提供により参
加しているため。

特になし 今後も情報提供を行い
参加者の拡大を図る。

3つの団体がそれぞれ独自の事業
計画を立て継続的に活動を行って
いる。

3つの団体がそれぞれ継続的に
活動を行っている。

市広報・市ホームページ。ローカ
ル新聞への掲載を行うとともに、
公共施設に各種要項等を置いて市
民に周知しました。
　引き続きフリーペーパーなどへ
も、スポーツ教室や各種大会など
の情報を提供いたしました。

各種の情報提供により参加し
ているため。

地域住民や指導者派遣事業（９
件）により、４１１件の貸し出し
を行いました（前年度２７９
件）。男女を問わず軽スポーツを
楽しみました。

貸出件数が増え、自主的なス
ポーツ活動の支援に効果が
あったため。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ

H27 Ｂ+

7406

【施　策】
レクリエーション指導者
の養成

《変更前》地域社会や職場でのレクリエー
ション活動を推進するため、レクリエーショ
ン指導者養成講座を開催する。より多くの人
に参加してもらえるよう広報します。
《変更後》親子でレクリエーションを楽し
み、父親・母親問わず子育てに参加する機会
を作ることができるよう、親子レクリエー
ション講座を開催する。

社
会
教
育
課

【事　業】
レクリエーション指導
者養成講座

う
[目標値]
　講座へのより多くの人の参加
と、内容を充実させる。

レクリエーション指導者養成講
座
・第１回　開校式・仲間作り
ゲーム
・第２回　手遊びソング
・第３回　簡単な体操
・第４回　グループ対抗ゲーム
・第５回　クラフト・閉校式
　
参加者　１９人
男２人、女１７人

親子レクリエーション講座
第１回　新聞紙を使った仲間づく
りゲーム
第２回　クラフト
第３回　むかし遊び
第４回　ダンス・カンタン体操
参加親子　１２組
（うち父親参加３組）

４組に１組は父親が参加し、
楽しみながら子育てに参加し
ていた。男女問わず、親子で
参加できるイベントを企画運
営することができた。

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

【事　業】
学校施設の夜間開放

 あ

[目標値]
　利用人数
　1５０,000人

特になし前年度より若干利用者が減少
したが、目標値の８８％に達
しているため。また体育館や
グラウンドについては毎年増
減はあるものの地域住民に利
用されているため。

7405

【施　策】
スポーツ施設の利用促進

　スポーツ施設の有効利用を促進し、学校施
設の夜間開放を実施し自主的なスポーツ活動
を支援します。

地域スポーツの拠点として有効
利用されています。
　実績１３７，５７４人と前年
度より増加し地域住民に利用さ
れた。

体育館やグラウンドにつ
いては毎年増減はあるも
のの地域住民に利用され
ているため。

地域スポーツの拠点として有効利
用されています。
　実績１３３，１１６人が地域住
民に利用された。

７
生
涯
に
わ
た
る
男
女
の
健
康
支
援

４
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
活
動
の
充
実
と
促
進

今後も継続し地域住民
へ施設の解放を行って
いく。

少しでも多くの人に受け
ていただければというこ
とで、男性、女性に限ら
ず募集している。昨年に
比べて参加者が減ってし
まったので。

地域や職場でのレクリエーショ
ン活動を推進するため、レクリ
エーション指導者の養成講座の
男性の割合を、少しでも高めた
い。少しでも多くの人に受けて
いただければということで、男
性、女性に限らず募集してい
る。

講座へは、男性も積極
的に関わってほしいの
で、男性にも参加を促
せるような魅力ある講
座としたい。
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68 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 －

H24 －

H25 －

H26 Ｂ+

H27

社
会
教
育
課

【事　業】
男女共同参画に関する
市民意識調査の実施
（DVの項目を含む）
（随時）

 え

[目標値]
平成２７年度までに１回実施
し、回答率を増やし精度を高め
ます。

平成26年7月、20歳以上の市民
（1,350人）を対象に男女共同参
画に関する市民意識調査を実施
しました。回収率38.8％

平成26年6月、市立中学校の協力
のもと、生徒（1,091人）を対象
に男女共同参画に関する市民意
識調査を実施しました。回収率
97.6％8102

【施　策】
女性への暴力に関する実
態の把握

　男女共同参画に関する市民意識調査を実施
し、ＤＶについての実態の把握に努めます。

8102

【施　策】
女性への暴力に関する実
態の把握

　ＤＶ相談記録を作成し、年間の内容や処遇
について集計、分析を行って実情の把握に努
めます。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
ＤＶ相談の把握（集
計・分析）

う

[目標値]
 　ＤＶ相談の集計・分析を行
います。

　相談者全員のＤＶ相談記録を
作成し、集計、分析を行った。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
ＤＶ防止のパンフレッ
ト・ポスターによる啓
発

[目標値]
 　ＤＶ防止パンフレット等に
より女性への暴力防止の啓発を
図ります。う

　ＤＶ対策基本計画の概要版及
びＤＶパンフレットを新たに作
製し、市の公共機関、裁判所、
警察署等に配布した。また、昨
年度に引き続いてＤＶカードを
作製し、公共機関の女性トイレ
に配布した。
　これらの取組みにより、ＤＶ
相談窓口の周知、ＤＶ防止啓発
等を図った。

　従前から配布している
ＤＶカードに加え、新た
に作製・配布したパンフ
レットにより、啓発を図
ることができたため。

8101

【施　策】
女性への暴力防止の広
報・啓発・情報提供の充
実

　女性への暴力は深刻な人権問題であるとの
視点に立ち、排除に向けて、パンフレットや
ポスターによる啓発に努めます。

　市レベルではポスターの作製
は困難と思われるため、県が作
製したものを活用したい。

８
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

１
暴
力
防
止
の
広
報
・
啓
発
・
情
報
提
供

　引き続き、パンフ
レットを用いた啓発活
動に努める。

　相談者全員のＤＶ相談
記録を作成し、集計、分
析を行った。
　このことにより、近年
のＤＶの傾向、原因など
を把握し、相談支援に役
立てることができた。

　なし 　相談者全員のＤＶ相
談記録を作成し、集
計、分析を行う。

市民対象の意識調査の回
収率
Ｈ21：48.3％
Ｈ26：38.8％
38.8/48.3＝80.33％

市民（20歳以上）対象の男女共
同参画に関する市民意識調査に
ついて、回収率が低い。

・定期的に調査を実
施。
・定期的に実施されて
いる他の市民アンケー
トの活用
・一定以上の回答者数
を確保できるよう調査
の対象者数を増やすこ
とを検討する。

　ＤＶパンフレットを関係機関に
配布するとともに、ＤＶ対策基本
計画の概要について講話を行っ
た。また、ＤＶカードを作製し、
公共機関の女性トイレに配布し、
ＤＶ相談窓口の周知、ＤＶ防止啓
発等を図った。

　相談者全員のＤＶ相談記録を作
成し、集計、分析を行った。

　相談者全員のＤＶ相談記録
を作成し、集計、分析を行っ
た。
　このことにより、近年のＤ
Ｖの傾向、原因などを把握
し、相談支援に役立てること
ができた。

実施せず 市民意識調査は平成26年度に
実施、平成27年度は実施な
し。
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69 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｃ

H24 Ｃ

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

H23 Ｂ-

H24 Ｂ-

H25 Ｂ-

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

8104

【施　策】
セクハラ防止のための研
修会の開催

　職場におけるセクシュアル・ハラスメント
を防止するため、職場内研修を実施します。

人
事
課

【事　業】
市職員を対象にしたセ
クハラ防止の研修会

う

[目標値]
　OJT（職場研修）により日常
的に実施するので、具体的な数
値目標は示せません。

　各職場において、業務遂行上
の指導、育成の中でセクハラ防
止に取り組んでいます。
　また、平成２６年１０月に職
員を対象としたハラスメント研
修を実施し、２日間で１１８人
の職員が受講しました。

ハラスメント研修を実施した
ため。

人
事
課

【事　業】
セクハラ防止マニュア
ルの配布

う

[目標値]
　パンフレットについては人事
課に常時配架しておきます。

　相談担当を設けて個別対応の
窓口を設置して、ハラスメント
相談担当者セミナーに人事課職
員１名が参加したほか、部課長
会等の場で相談体制について周
知しました。

部課長会等の場での相談
体制を周知したため。

8103

【施　策】
セクハラ防止の広報・啓
発・情報提供の充実

　職員に対しセクシュアル・ハラスメント防
止のための啓発や、情報提供を行います。

8103

【施　策】
セクハラ防止の広報・啓
発・情報提供の充実

　職場におけるセクシャルハラスメントを防
止するため、公共職業安定所等と連携を図り
ながらパンフレットの配布等により啓発に努
めます。

 
　更なる周知方法を検討し、事
業の周知を充実させる。

　今後もポスター、チ
ラシを活用し啓発を続
けます。

商
工
振
興
課

【事　業】
パンフレット・ポス
ターによるセクハラ防
止の啓発 う

[目標値]
　ポスター･チラシ及び広報ふ
じのみやへの記事掲載により啓
発を図ります。

　セクシャルハラスメントの防
止を図るため、厚生労働省で発
行されている事業主宛ての冊子
を印刷し、窓口に配置しまし
た。

　前年度と同様の取り組
みを行った。

８
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

１
暴
力
防
止
の
広
報
・
啓
発
・
情
報
提
供

　定期的な啓発、研修の実施が
重要と考えます。

　ハラスメント全般に
ついて、今後も継続的
に内容の周知、啓発を
図り、防止対策を推進
していきます。

ハラスメント研修を実施
したため。

　定期的な啓発、研修の実施が
重要と考えます。

　ハラスメント研修に
ついては、平成２６年
度から３か年で全職員
が受講するように計画
しています。

　セクシャルハラスメントの防止
を図るため、厚生労働省で発行さ
れている事業主向けのチラシを窓
口に配置しました。

前年度と同様の取り組みを
行った。

　相談担当を設けて個別対応の窓
口を設置して、ハラスメント相談
担当者セミナーに人事課職員１名
が参加したほか、部課長会等の場
で相談体制について周知しまし
た。

　部課長会等の場での相談体
制を周知したため。

　各職場において、業務遂行上の
指導、育成の中でセクハラ防止に
取り組んでいます。
　また、平成２７年１０月に職員
を対象としたハラスメント研修を
実施し、２日間で２４８人の職員
が受講しました。
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70 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

【施　策】
相談体制の充実 福

祉
総
合
相
談
課

【事　業】
相談員研修の充実

8201

　ＤＶ被害者の支援を確立するため、専門的
な研修に積極的に参加し、援助技術の向上を
図っています。

　専任の女性相談員を、東海４
県で共同開催した「婦人相談員
スーパービジョン研修」、静岡
県女性相談センター主催の「女
性相談員研修」、人権啓発セン
ター主催の「相談員スキルアッ
プ講座」等に参加させ、相談技
術の向上を図った。

8201

【施　策】
相談体制の充実

　ＤＶ被害を受けている女性に対する指導、
助言、支援を実施するため、専門的知識を備
えた女性相談員を配置します。

う

[目標値]
 　相談員の資質向上を図りま
す。

　県の内外で開催された
各種専門研修に参加する
ことにより、女性相談員
のスキルアップを図るこ
とができたため。

　突発的に発生する相談業務と
研修開催日との日程調整に苦慮
する場合がある。

　引き続き、研修には
積極的に参加してい
く。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
女性相談員の配置

う

[目標値]
 　専門的知識のある相談員を
配置します。

　専任の女性相談員を配置し
た。

　専任の女性相談員を配
置したため。

　なし 　専任の女性相相談員
を配置する。

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
家庭児童相談・DV相談
事業

う

[目標値]
 　ＤＶ相談体制を充実させま
す。

　ＤＶ相談窓口を設置し、女性
相談員による必要な指導、助
言、支援を実施した。
　また、困難ケースに際して
は、社会福祉士、保健師、精神
保健福祉士等とケース検討を行
い、連携して支援にあたった。

　ＤＶ相談窓口を常設し、女性相
談員による必要な指導、助言、支
援を実施した。
　また、複合的課題があるケース
について、社会福祉士、保健師、
精神保健福祉士とチームアプロー
チをし、必要に応じて関係機関と
の連携を図った。

8201

【施　策】
相談体制の充実

　ＤＶ被害を受けている女性が相談できる窓
口を設置し、必要な指導、助言、支援を実施
します。

　相談窓口を常設し、女性相
談員だけでなく、課内の専門
職ともチームアプローチを図
り多角的に相談に対応できた
ため。

８
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

２
暴
力
を
受
け
た
女
性
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
の
相
談
体
制
の
充
実
と
関
係
機
関
の
連
携

　同一人物が繰り返し相
談に訪れることも珍しく
ないが、これは、相談窓
口がしっかり機能し、信
頼されていることの表れ
であると言える。

　なし 　引き続いてＤＶ相談
窓口を設置し、必要な
指導、助言、支援を実
施する。

　専任の女性相談員を配置した。 　専任の女性相談員を配置し
たため。

　専任の女性相談員を各種研修に
参加させるとともに、課内におい
て他の専門職と事例検討を行い、
援助技術の向上に努めた。

　県の内外で開催された各種
専門研修に参加することによ
り、女性相談員のスキルアッ
プを図ることができたため。
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71 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ｂ+

H24 Ｂ

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+
う

社
会
教
育
課

[目標値]
　関係機関と連携して、適切な
女性のための相談を行います。
また、研修会を開催します。

8201

【施　策】
相談体制の充実

　悩みや不安を抱える女性が気軽に相談でき
るよう、女性のための電話・面接相談を実施
し、男女共同参画の視点をもって必要な助
言、指導、カウンセリングなどを行います。

【事　業】
女性のための電話・面
接相談

市
民
生
活
課

【事　業】
市民相談

う

[目標値]
　関係課と連携しながら相談し
やすい窓口を目指します。

　女性の相談には女性相談員が
対応するようにし、DVが疑われ
る場合はＤＶ相談担当（福祉総
合相談課）へ繋げるなど、関係
課と連携をとり、またケースに
より毎週市民生活課で行ってい
る弁護士相談へつなげるなどの
連携をとりました。
　関係課と密に連絡をとること
で相談者の負担とならないよう
相談しやすい体制をとりまし
た。

　女性の相談には女性相談員が対
応するようにし、ＤＶが疑われる
場合はＤＶ相談担当（福祉総合相
談課）へ繋げるなど、関係課と連
携をとり、またケースにより毎週
市民生活課で行っている弁護士相
談へつなげるなどの連携をとりま
した。
　関係課と密に連絡をとることで
相談者の負担とならないよう相談
しやすい体制をとりました。

相談経験豊かな女性相談
員を配置し、関係課との
連携も密にとることがで
き、スムーズな相談体制
をとることができた。

8201

【施　策】
相談体制の充実

　
　女性相談員を配置し、相談しやすい体制を
作り、また、関係課との連携を密にします。

８
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

２
暴
力
を
受
け
た
女
性
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
の
相
談
体
制
の
充
実
と
関
係

機
関
の
連
携

・関係機関（福祉総合相談課DV
担当、家庭児童相談員、市民相
談担当など）と連携して、相談
事業を実施しました。
平成26年度相談件数：延べ114件
（H25：142件）
・ＤＶ相談員・家庭児童相談
員・ひとり親相談員・福祉総合
相談課・市民相談担当などと合
同研修（カウンセリング研修及
び弁護士研修）を実施し、関係
機関と情報の共有及び連携を図
りました。

相談員が変わっても、引き続き
同じ体制を維持し続けること。

今後も研修に積極的に
参加し、関係各課との
連携を図り、市の相談
窓口としての役割を充
実させます。

関係機関と連携を図りな
がら相談事業を行ったの
で

相談員の経験年数が浅く、また
相談内容が多岐にわたってい
る。男女共同参画の視点をもっ
て必要な助言、指導、カウンセ
リングを実施していくには、一
層のスキルアップが必要

継続してＤＶ相談員・
家庭児童相談員・ひと
り親相談員・福祉総合
相談課・市民相談担当
などと合同研修（カウ
ンセリング研修及び弁
護士研修）を実施し、
相談員の一層のスキル
アップ、関係機関と情
報の共有及び連携を
図っていく。

・関係機関（福祉総合相談課DV担
当、家庭児童相談員、市民相談担
当など）と連携して、相談事業を
実施しました。
平成27年度相談件数：延べ215件
（H25：114件）
・ＤＶ相談員・家庭児童相談員・
ひとり親相談員・福祉総合相談
課・市民相談担当などと合同研修
（カウンセリング研修及び弁護士
研修）を実施し、関係機関と情報
の共有及び連携を図りました。

関係機関と連携を図りながら
相談事業を行ったので

相談経験豊かな女性相談員を
配置し、関係課との連携も密
にとることができ、スムーズ
な相談体制をとることができ
た。
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72 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ+

H24 Ｂ+

H25 Ｂ+

H26 Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

福
祉
総
合
相
談
課

【事　業】
県、その他の関係機関
との連携

う

[目標値]
 　暴力被害に関する関係機関
との連携体制を充実させます。

　庁外機関と庁内関係部
署で組織するＤＶ防止連
絡会で情報の共有化を図
り、常に連携しながら相
談支援にあたった。
　また、被害者の一時保
護に際しては、昼夜を問
わず警察署及び静岡県女
性相談センターと協議
し、迅速かつ適切に対応
することができたため。

　なし

8202

【施　策】
関係機関との連携

　暴力被害者に対し、適切な相談と支援を行
うための庁内・外関係機関との連携を図りま
す。

【事　業】
市職員のセクハラ相談

う

[目標値]  相談窓口については
すでに設置済み。常時複数の相
談員を置き、人事異動にも対応
している。新たな相談員には、
専門研修を受講させ相談体制の
継続を図ります。

実績による。

8201

【施　策】
相談体制の充実

　人事課内にセクハラ相談窓口を設け、セク
ハラ等の事案の早期解決を図ります。

人
事
課

８
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

２
暴
力
を
受
け
た
女
性
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
の
相
談
体
制
の
充
実
と
関
係
機
関
の

連
携

　人事課に、外部の研修期間が
実施する「ハラスメント相談担
当者セミナー」を修了した職員
が４人おり、職員からの相談に
備えています。
　平成２６年度は、人事異動に
伴い、人事課職員１人がセミ
ナーに参加しました。

　ＤＶ被害者の相談支援にあ
たっては、富士宮警察、県女性
相談センターといった庁外の機
関や、関係する庁内の部署と連
携しながら対応した。

　人事異動もある中
で、「ハラスメント相
談担当者セミナー」へ
積極的に参加し、人事
課内における相談担当
者数として４人を維持
していきます。

　引き続き、関係機
関、関係部署との連携
を深め、適切な相談支
援、一時保護等に努め
る。

なし実績による。

　ＤＶ被害者の相談支援にあたっ
ては、富士宮警察、県女性相談セ
ンターといった庁外の機関や、関
係する庁内の部署と連携しながら
対応した。

関係機関と連携を図りながら
相談支援を行ったので。

　人事課に、外部の研修期間が実
施する「ハラスメント相談担当者
セミナー」を修了した職員が２人
おり、職員からの相談に備えてい
ます。
　平成２７年度は、人事異動に伴
い、人事課職員１人がセミナーに
参加しました。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25  Ｂ+

H26  Ｂ+

H27 Ｂ+

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

9102

【施　策】
外国人のための行政情報
の提供

　在住外国人が地域住民としての責任を果た
し、日常生活を円滑に進められるよう、生活
上の情報を提供できる体制を整備します。

今後もゴミの収集日程
表等、外国人に生活上
必要な情報を、相談員
の説明と合わせて提供
します。

市
民
生
活
課

【事　業】
市民生活に必要な「ご
みの出し方」等の説明

 あ

[目標値]
　生活上必要な情報を掲載した
外国人向けの生活マップの配布
及び、ゴミの収集日程表の外国
語版を作成し、相談員の説明と
合わせて情報提供します。

在住外国人が日常生活を
円滑に進められるよう、
生活上の情報を提供し
た。

在住外国人へ更なる情報の提供
が必要。

市
民
生
活
課

【事　業】
「広報ふじのみや」外
国語版の発行

 あ

[目標値]
　毎月、ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語・ｽﾍﾟｲﾝ語・
中国語・英語版を発行します。

在住外国人が地域住民
としての責任を果た
し、まちづくりに参加
できるよう、引き続
き、必要な情報を外国
語で提供していく。

毎月１回発行
　ポルトガル語：１１０部
　スペイン語：１１０部
　英語：１２０部

中国語は、翻訳者の不在により休
刊。発行の周知は、富士宮市国際
交流協会の会報などで、配布場所
の周知を行った。

9102

【施　策】
外国人のための行政情報
の提供

　在住外国人が地域住民としての責任を果た
し、まちづくりに参加できるよう、必要な情
報を外国語で提供します。

9101

【施　策】
外国人のための日本語能
力の育成

　在住外国人が地域の人々と交流を深め、市
民として生活する上で必要な会話力を養うた
めに、日本語講座を実施します。

目標値に掲げた４言語の
うち、中国語は、翻訳者
の不在により休刊してい
るため、B+とした。

在住外国人へ更なる発行の周知
が必要

市
民
生
活
課

【事　業】
日本語教室の開催

 あ

[目標値]
　在住外国人の会話力を養うた
め年３期の開催を実施します。

富士宮市国際交流協会の主催で、
富士宮駅前交流センターきららを
会場に、１期１０回の日本語教室
を３期実施
①5/12～ 7/14
　17人（うち女性9人）
②9/1～11/24
　33人（うち女性16人）
③1/12～3/15
　21人（うち女性8人）

在住外国人の会話力を養うた
め、計画どおり１期１０回の
日本語教室を３期を開催した
ため、Ａと評価した。

９
国
際
的
視
野
で
取
り
組
む
男
女
共
同
参
画
の
推
進

1
在
住
外
国
人
が
参
加
し
や
す
い
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　富士宮市国際交流協会の主催
で、富士宮駅前交流センターき
ららを会場に、１期１０回の日
本語教室を３期実施
①5/13～ 7/15
　22人（うち女性17人）
②9/2～11/18
　22人（うち女性18人）
③1/13～3/17
　22人（うち女性17人）

毎月１回発行
　ポルトガル語：１００部
　スペイン語：１００部
　英語：１００部

中国語は、翻訳者の不在により
休刊。発行の周知は、富士宮市
国際交流協会の会報などで、配
布場所の周知を行った。

　在住外国人が日常生活を円滑
に進められるよう、外国人向け
の生活マップを配布。またゴミ
収集日程表の外国版を作成し情
報提供しました。

　対応言語　ポルトガル語　ス
ペイン語、英語

　在住外国人の会話力を
養うため、計画どおり１
期１０回の日本語教室を
３期を開催したため、Ａ
と評価した。

教室開催の更なる告知・ＰＲが
必要

在住外国人の会話力を
養うため、引き続き、
年３期、教室を開催し
ていく。

目標値に掲げた４言語のう
ち、中国語は、翻訳者の不在
により休刊しているため、B+
とした。

在住外国人が日常生活を円滑に進
められるよう、外国人向けの生活
マップを配布。またゴミ収集日程
表の外国版を作成し情報提供しま
した。

　対応言語　ポルトガル語　スペ
イン語、英語

在住外国人が日常生活を円滑
に進められるよう、生活上の
情報を提供した。
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ｃ

H23 Ａ

H24  Ｂ+

H25 Ａ

H26 Ａ

H27 Ａ

9104

【施　策】
外国人との交流促進

9104

【施　策】
外国人との交流促進

9103

【施　策】
外国人に対する相談体制
の充実

　市民レベルで外国人と積極的に交流を深め
られるよう、国際交流協会主催の英会話教室
を開催します。

[目標値]
　市民レベルで外国人と積極的
に交流を深められるように、年
3期開催します。

市
民
生
活
課

計画どおり１期１０回の
初級英会話教室、中級英
会話教室を３期実施した
ため、Ａと評価した。

　在住外国人と市民などが、相互に理解と交
流を深められるように、国際交流協会主催の
フェスティバルやパーティーなどを開催しま
す。

【事　業】
英会話講座

 あ

【事　業】
国際交流フェスティバ
ル・パーティー

 あ

富士宮市国際交流協会の主催
で、富士宮駅前交流センターき
ららを会場に、１期１０回の初
級英会話教室、中級英会話教室
を３期実施した。

初級英会話教室
　①5/9～7/11　17人
　②9/5～11/7　14人
　③1/9～3/13　17人

中級英会話教室
　①5/14～7/16　16人
　②9/10～11/12　9人
　③1/7～3/18　7人

外国人と市民の更なる交流の推
進

今後も、外国人と市民
が相互理解を深められ
るよう交流事業を実施
していく。

市
民
生
活
課[目標値]

　外国人と市民が相互理解を深
められるよう交流事業を実施し
ます。

富士宮市国際交流協会の主催
で、「国際交流協会設立20周年
記念事業～FAIR 20th
anniversary～」を開催した。
1/25 　記念式典、京劇パフォー
マンス、写真コンテスト、国際
交流協会活動紹介、友好交流関
係都市紹介、各国の料理販売
　
また、日本文化や外国文化の体
験を通じて広く国際理解を推進
し、市民と外国籍住民との交流
を図った。
「ゆかたde宮with FAIR」
　7/13　43人参加

他の事業との調整により、実施で
きなかった。

計画どおり実施できなかった
為、Cとした。

計画どおり外国人と市民
が相互理解を深められる
よう交流事業を実施した
ため、Ａと評価した。

市
民
生
活
課

【事　業】
外国人相談事業

う

[目標値]
　年々増加する在住外国人に対
して、生活習慣の違いに対する
サポート的相談等を含めて相談
体制をより充実させます。

庁内関係各課と連携し、情報を
共有するなど相談者の負担とな
らないよう、外国人のサポート
的な相談体制の充実に努めまし
た

外国人の相談体制の充実とあり
方。　在住外国人女性も気軽に相談できるよう、

女性相談員を配置するなど、女性の立場に配
慮した相談体制の確立に努めます。

外国人の総合相談窓口と
して、あらゆる相談を受
け、外国人に対する相談
体制の充実を図ることが
できた。

庁内関係各課と連携し、情報を共
有するなど相談者の負担とならな
いよう、外国人のサポート的な相
談体制の充実に努めた。

外国人の総合相談窓口とし
て、あらゆる相談を受け、外
国人に対する相談体制の充実
を図ることができた。

９
国
際
的
視
野
で
取
り
組
む
男
女
共
同
参
画
の
推
進

1
在
住
外
国
人
が
参
加
し
や
す
い
男
女
共
同
参
画
の
推
進

在住外国人の身近な相
談相手として、こころ
の拠り所となるような
窓口の体制を図ってい
きます。

教室開催の更なる告知・ＰＲが
必要

市民レベルで外国人と
積極的に交流を深めて
もらうため、引き続
き、英会話教室を開催
していく。

計画どおり１期１０回の初級
英会話教室、中級英会話教室
を３期実施したため、Ａと評
価した。

富士宮市国際交流協会の主催で、
富士宮駅前交流センターきららを
会場に、１期１０回の初級英会話
教室２コース、中級英会話教室を
３期実施した。

初級英会話教室（金曜日コース）
　①5/15～7/17　12人
　②9/4～11/13　12人
　③1/8～3/11　　18人
初級英会話教室（火曜日コース）
　①5/12～7/14　13人
　②9/1～11/24　9人
　③1/12～3/15　12人
中級英会話教室
　①5/13～7/15　7人
　②9/2～11/18　7人
　③1/6～3/9　　6人
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75 ページ

推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｃ

H26 Ａ

H27 Ａ

H23 Ａ

H24 －

H25 Ａ

H26 －

H27

H23 －

H24 Ａ

H25 －

H26 －

H27

【事　業】
紹興市友好訪問団派遣
事業
（隔年）  え

[目標値]
　隔年実施

【施　策】
国際交流事業の推進

　国際的視野から、人権問題などへの理解を
深め、外国人との相互交流を進められるよ
う、姉妹都市として提携している米国・サン
タモニカ市へ親善訪問使節団を派遣します。

市
民
生
活
課

市
民
生
活
課

【事　業】
サンタモニカ市親善訪
問団派遣事業
（隔年）

[目標値]
　隔年実施

9201

【施　策】
国際交流事業の推進

　国際的視野から、人権問題などへの理解を
深め、外国人との相互交流を進められるよ
う、友好交流都市として提携している中国・
紹興市へと友好訪問団派遣事業を実施しま
す。

9201

Ｈ26年度は、実施しない年のた
め、事業の実施はありませんで
した。

 え

実施しない年度であった
ため

姉妹都市との市民交流の促進に
向け、事業の更なる周知が必要

Ｈ26年度は、実施しない年のた
め、事業の実施はありませんで
した。

H２７年度は、姉妹都市提携４０
周年事業を富士宮市で実施したた
め、事業の実施はありませんでし
た。H２８年度実施予定です。

実施しない年度であったため

9201

【施　策】
国際交流事業の推進

　国際的視野から、人権問題などへの理解を
深め、外国人との相互交流を進められるよ
う、姉妹都市として提携している米国・サン
タモニカ市との交換学生事業を実施します。

【事　業】
サンタモニカ交換学生
事業

 あ

[目標値]
　姉妹都市サンタモニカ市と富
士宮市内の高校生交換学生の受
入・派遣を通じた交流を図りま
す。

市
民
生
活
課

富士宮国際姉妹都市協会の主催
で、サンタモニカ市交換学生事
業を実施した。
　受入　7/23～8/4
　派遣　8/4～8/19
　
　富士宮市高校生4人（全員女
性）
　ｻﾝﾀﾓﾆｶ市高校生4人（女性3
人）

９
国
際
的
視
野
で
取
り
組
む
男
女
共
同
参
画
の
推
進

２
国
際
交
流
・
協
力
活
動
を
通
し
た
男
女
共
同
参
画
の
推
進

国際的視野から、人権
問題などへの理解を深
め、外国人との相互交
流を進められるよう、
引き続き、事業を実施
していく。

計画どおりサンタモニカ
交換学生事業を実施し、
高校生４人の受入と派遣
により、交流を深められ
たため、Ａ評価とした。

姉妹都市との相互交流を促進す
るため、事業の更なる周知と派
遣学生の増加が必要。

隔年で実施していく。

実施しない年度であった
ため

友好交流都市との市民交流の促
進に向け、事業の更なる周知が
必要

５年に１度実施してい
く。

富士宮国際姉妹都市協会の主催
で、サンタモニカ市交換学生事業
を実施した。
　受入　8/6～8/17
　派遣　7/25～8/6
　
　富士宮市高校生3人
　　　　　　（うち女性2名）
　ｻﾝﾀﾓﾆｶ市高校生3人
　　　　　　（うち女性2人）

計画どおりサンタモニカ交換
学生事業を実施し、高校生４
人の受入と派遣により、交流
を深められたため、Ａ評価と
した。

Ｈ27年度は、社会情勢により実施
しませんでした。

実施しない年度であったため
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推進事業 評価方法 目標値（27年度）

推進事業の平成26年度実施
状況及び成果

評価を左記のとおり
とした理由

今後、推進事業を実施して
いく上での課題・問題点

今後の方向性

施
策
番
号

基
本
的
施
策

施
策
の
方
向

推進事業の平成２７年度実施
状況及び成果

※男女共同参画推進に関して
配慮する点（左記）を踏まえ
た記述としてください。

年
度

評
価

評価を左記のとおりとし
た理由

具体的施策
事業内容、※男女共同参画推進に関し
て配慮する点

【参考】平成２６年度実施状況及び評価（平成２６年度所管課からの報告）

所
管

H23 Ｂ-

H24 Ｂ

H25 Ｂ

H26 Ｂ

H27 Ｂ

H23 Ｃ

H24 Ａ

H25 Ｃ

H26  Ｂ

H27 Ｃ

H23 Ａ

H24 Ａ

H25 Ｂ-

H26 Ｂ-

H27 Ｂ-

【事　業】
世界の料理教室

い

う

【事　業】
国際理解講座

い

[目標値]
　国際的視野から、人権問題な
どへの理解を深めるため、国際
理解のための講演会などを開催
します。

在住外国人等を講師に迎え、各
国の料理を通じて生活や文化を
学ぶための教室を２回開催。

「台湾の家庭料理」
　6/14　19人参加

「イランの家庭料理」
　10/26　15人参加

市
民
生
活
課

市
民
生
活
課

9202

【施　策】
国際的理解を深めるため
の講演会の開催

　国際理解の一環として、食文化を通じて多
文化を理解できるよう、世界の料理教室を開
催します。

[目標値]
　食文化を通じて国際理解を深
められるよう年3回程度の講座
を開設します。

富士宮市国際交流協会の主催で、
外国文化に精通した方を講師に迎
え、国際理解講座を開催した。

「インド舞踊を踊ろう」
　７/25 　8人参加

9202

【施　策】
国際的理解を深めるため
の講演会の開催

　国際的視野から、人権問題などへの理解を
深めることを通じて、男女共同参画を推進す
ることにつなげていけるよう、国際理解のた
めの講演会を開催します。

[目標値]
 　ニーダム市の中学生との国
際交流を様々な方法で実施しま
す。

ニーダム市の中学生との国際交
流は、文化交流という形で継続
していくのか検討していく。

9201

【施　策】
国際交流事業の推進

　国際的視野から、人権問題などへの理解を
深め、外国人との相互交流を進められるよ
う、米国・ニーダム市との交流を行う。

【事　業】
ニーダム市中学生交流
事業

学
校
教
育
課

９
国
際
的
視
野
で
取
り
組
む
男
女
共
同
参
画
の
推
進

２
国
際
交
流
・
協
力
活
動
を
通
し
た
男
女
共
同
参
画
の
推
進

富士宮の中学生の、絵画、郷土
紹介の英文、習字等をニーダム
へ送った。生徒達は、ニーダム
の中学生に、日本や富士宮の文
化を伝える機会として、積極的
に作品を応募してくれた。

富士宮市国際交流協会の主催
で、在住外国人等を講師に迎
え、国際理解講座を開催した。

「東京オリンピックを前に日本
人に問われているもの」
　5/31 　23人参加

引き続き、富士宮市国
際交流協会の主催によ
り実施していく。

計画どおり国際理解のた
めの講演会を開催した
が、参加者が少なかった
ため

市民の国際感覚の涵養に向け、
参加者の増加が必要

３回開催の目標値に対し
て、２回の実施だったた
め

市民の国際理解の涵養に向け、
更なる事業の周知が必要

引き続き、富士宮市国
際交流協会の主催によ
り実施していく。

富士宮市の一方的な文化
伝達となっており、相互
交流となっていないた
め。

平成23年から始まった
韓国栄州市との中学生
交流研修が充実してき
たので、今後は国際交
流事業の柱を栄州市と
の交流研修にしてい
く。

国際理解のための講演会では
なく、講座になってしまった
こと、また、昨年度よりも、
参加者が少なかったため

在住外国人等を講師に迎え、各国
の料理を通じて生活や文化を学ぶ
ための教室を２回開催。

「ＷＡ（和）！日本料理を学ぼ
う」
　7/5　9人参加

「韓国料理」
　12/6　12人参加

３回開催の目標値に対して、
２回の実施だったため

　富士宮市内中学生の、絵画・俳
句・地域を紹介する英文等を、
ニーダムへ送付しました。心を込
めた作品が多く、富士宮市のよさ
を伝える機会となりました。

　市内中学生が、富士宮市の
よさをニーダムの中学生に伝
えようと、積極的に作品を応
募したため。
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